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    　男の子って、どんなだろう？


    　まだ一度も同じ年とし頃ごろの異性と出会ったことがないあたしは、そんな漠然としたことを時々ふっと考える。


    　あたしのように、ドラマチックな出会いを空想したり、ロマンチックなデートに憧あこがれたり、男の子もそんなことを思ってたりするのかな。


    　見つめられるだけでドキドキするような男の子と出会ってみたい。


    　胸がきゅーっと締め付けられるくらい、その人のことばかり考えてしまうような。


    　優しい声で「好き」って言われたら、頭がぽーっとのぼせてしまうような。


    　そんなステキな男の子が、いつかあたしにも現れますように。
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    　今から約十年前、新型ウイルスに罹かかったと思われる五、六歳の女児六十三名が全国の病院に運ばれた。


    　謎なぞのウイルスや奇病が発症したというニュースは毎年のように目にする機会があっても、そのどれもがその後の進展の報道がない限り、そのまま人々の記憶から忘れ去られていく。


    　この新型ウイルスの発生原因は今もって不明。そもそもウイルスによる感染が複数の女児らの症状における根本的病因であったかどうかさえも不明である。


    　にもかかわらず、政府や病院側はその後の進展情報を一切伝えることなく、報道の収束を指示し、この事実を隠いん蔽ぺいした。


    　何な故ぜならば、この謎の発熱を発症した女児らは約三週間ほどの意識障害を経た後で、急速に回復していき、完治とするとともに社会的な影響力を懸念すべきある特性を身につけてしまったからだ。


    　この事実によって政府は箝かん口こう令れいを敷き、その後も厳重な管理体制の中でその女児らを一か所に隔離することとなった。その特性は社会に大きな害を為なす可能性が大いに存在し、その危険性を強く認識したからだった。


    　なぜその特性を持ってしまったのか。その原因は未いまだ不明。行き詰まり続け年月だけを重ねていく研究機関は、やがて就学する年齢にまで達した女児らを今後どう扱っていくかという問題に直面する。


    　研究者たちは長い議論の末、女児らにもごく一般的な社会通念、倫理を学ばせることは必ひつ須すだと判断。女児らの両親から許諾を取り、その後は隔離し研究を続ける中で、通常の一般的教育を施ほどこすこととなった。


    　そうして一連の研究機関及び教育機関は『数す寄き柳やなぎ学園』と称し、誕生する。


    　長い年月、山奥でひっそりと隔離されて過ごし続けてきた女児らは、いつしか高校生の年になっていた──。
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    　強い一陣の風が、歩道に並ぶ新緑の街路樹を大おお袈げ裟さに揺らしていた。


    　温かな風がその茂った緑葉をざわめかせると、枝々で羽を休めていた小鳥たちはさえずりながら一斉に青空へと飛び出していく。


    　全すべては、そんな一瞬のことであった。


    　小鳥たちが元気よく羽を広げたその真下、アイドリング状態で排気ガスを吹きながらエンジン音を響かせる車、その前方にある横断歩道の信号は青へと変わり、通勤途中のサラリーマンや通学途中の学生たちが同時に歩きだす、まさにその瞬間。


    　ともにその場を歩いていた一人の男子高校生──伊い藤とう大だい治じ郎ろうの視界はぴたりと『あるもの』を捉とらえたのだった。


    　くわっと目を見開くと、歩行者信号が軽快な電子音を響かせている中、彼のすぐ目の前を歩いていたＯＬのスカートがふわりと捲めくれ上がる。


    　淡い青色のパンツだった。


    　大治郎は心の中でガッツポーズを取る。


    　彼の視線を察したわけではないのだろうが、ＯＬが顔を赤らめながら振り返る。


    　女性が振り返ったタイミングとほぼ同時に、大治郎は実に自然な仕草で顔を背そむけた。


    「…………？」


    　首を捻ひねるＯＬの姿を目の端で確認する。大方スケベな視線を感じたのに誰だれも見ていなくておかしい、とか思っているのだろう。


    　大治郎はふっと笑えみをこぼしながら、


    「……全まつたくなんてエッチな風だ。けしからんなぁ」


    　そんなふうに呟つぶやいて視線を戻すと、ＯＬはそのまま横断歩道を急いで走り去っていく。


    　それほどに恥ずかしかったのだろうと思いながら、大治郎は今日一日の元気をくれたその布に対し、心の中で「またね」と挨あい拶さつをする。


    　いつでも再会出来るように脳内フォルダに鮮明に保存して、大治郎は朝から青パンツを拝おがめた幸運な一日の始まりを胸一杯に感じるのだった。


    



    　市内で最も星が近くに見える街と呼ばれる彼の地元、ここ東ひがしヶが丘おかはバスターミナルを中心地として、その周辺をぐるりと丘陵地で囲まれたベッドタウンであった。


    　そのような街の南へ広がった山に向かう坂の中腹部に、彼の学校『松まつ郷ざと高等学校』はある。女子のパンチラとは完全無縁の男子校である。


    　坂だらけの地元の高校に、今日から二年生として向かう大治郎は、新学期早々のラッキースケベなイベントに遭遇したこともあって、何か良いことが起こる日になりそうだと本気で思いながら、足取り軽やかにその坂道をかけ上がっていくのだった。


    　そうして校門をくぐった先で、小学校の頃ころからの幼おさな馴な染じみの後ろ姿を見つけた。


    「おっす」


    　大だい治じ郎ろうの声に反応し、ゆっくりと振り返ったその男──大おお貫ぬき蔵くろ人うどは、眼鏡めがねをくいっと直しながらまじまじと彼の顔を見つめる。


    「……なんだ大治郎か」


    「二年生になっても、相変わらずネクラそうなオーラ出してるな」


    「放っておけ」


    　ぶっきらぼうにそう言い放ったが、いつまでもニヤついている大治郎を見て、蔵人は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。


    「なぜそんなにニヤついてるんだ」


    「え？　ああ、実はさっき素敵なものを見ちゃってさ」


    「素敵なもの？」


    「ＯＬのパンチラ！」


    「……はぁ、馬ば鹿か馬鹿しい」


    「はぁ!?　どこがだよ、最高だろうがっ！」


    　そのように声を荒らげた大治郎を見て蔵人は大きな溜ため息いきを吐つくと、わざわざ言わせるなよと言わんばかりの、非難めいた表情で、


    「二次元のパンチラならまだしも、三次元のパンチラなんか汚いだけだろ……」


    　と、ぶつぶつ呟つぶやくのだった。


    　このように蔵人の好みは、二次元[image: ]三次元の女の子だった。


    　最近では日曜の朝アニメである『魔法少女こよりちゃん』のメインヒロインが特にお気に入りらしく、大治郎がどれだけ三次元の女性の魅力を語ろうとも一切耳を貸さない。


    「お前もいつまでもそんなパンチラごときで浮かれているんじゃない、本当の恋をしろ」


    「そんなもの、お前だってしてないだろうが」


    「バカ言うな、我われにはこよりちゃんがいるだろうが」


    　蔵人は自みずからのことをいつも我と名乗っていて、正直それを小学校の時から痛い奴やつだなと大治郎は思っていた。


    　口を開けば二次元の話ばかり。全まつたく健全じゃないなと呆あきれて彼を見つめるが、そんな大治郎も生まれてこの方、三次元女子と何かあったわけではない。むしろ中学ではスケベなハプニングを逃すまいと目を血走らせていたために、その目線がキモいと女子に避けられていた時期もあった。


    　結局オタク趣味全開の蔵人と同じく、大治郎は女子からは誰だれにも相手にされないまま中学を卒業し、今現在に至るまで未いまだまともに三次元女子と会話をしたことがなかった。


    　要するに二人は、揃そろって彼女いない歴イコール年齢であり、当然のごとく童貞なのであった。


    「なぜお前も二次元のキャラに乗り換えないのか、我われは理解に苦しむぞ。あれだけ我らを許容してくれる存在などこの世にはない！　中でも特にこよりちゃんは──」


    「あーはいはい。もういいよ、わかったっつーの」


    　朝イチにパンチラを見たという幸福感も、蔵くろ人うどとのそんなくだらない会話ですっかり消沈してしまった。本当にコイツは相変わらずな奴やつだと思いながら、大だい治じ郎ろうはそのまま蔵人とともに昇降口の前に貼り出されたクラス分け表のところまでやって来た。


    「……ま。予想はしてたけど」


    　大治郎は自分と同じクラスに並んでいる名前に『大おお貫ぬき蔵人』という四文字を発見すると、特に驚きもなくそんなふうにぼやいてみせた。


    　蔵人もまたこちらの名前に気付いたのか、眼鏡めがねを直しながら振り返る。


    「同じクラスなのは小中学校含めて何年連続だ？」


    「七年、だな」


    　これぞまさしく、腐れ縁といった感じである。


    　さっそく二人は新しいクラスに向かうため、昇降口で上履きに履き替える。校舎の振り分けは一年生が一階といったように学年ごとに階数が上がっていく造りになっていた。


    　昇降口横にある階段から上がって自分たちの新しい教室までやって来ると、なぜか校庭側の窓に人だかりが出来ている。


    「なんだアレ？」


    　そう呟つぶやくも、蔵人のほうはそちらを一いち瞥べつしただけで興味もなさそうに自分の席に座った。仕方なく大治郎だけが一人で窓際までやって来て、近くのクラスメイトたちの視線や会話などから、大体の方角に視線を合わせてみる。


    　注目の場所はすぐにわかった。


    　街の中心部であるバスターミナルの北側で、南側の山にある松まつ郷ざと高校とは正反対の頂上に、見たことのない白い建物が建っている。


    　終業式の時にはなかったはずのその建物は半分ほど木々に覆われ、全容ははっきりしない。


    「──この辺りの気象を測定する施設かなんかじゃねーの」


    「──天文台だ。間違いない」


    「──ケーブルテレビの放送局かもよ」


    　どれもあり得ると思ったが、そのどれもが自分にはあまり興味のないことだった。


    　大治郎が蔵人のところへ戻ろうと振り返ったその時、ちょうど窓際のほうを通りがかった生徒と肩が強くぶつかってしまった。


    「あ。ごめ──」


    　顔を上げてそう謝ろうとするも、相手はじろりとこちらを睨にらみつけるだけ。キャップに音が漏もれまくったヘッドホン、制服の下には大きめのパーカーといった、いかにもＨＩＰＨＯＰが好きそうな兄ちゃんという感じのその男は、大だい治じ郎ろうに何も言うことなくそのまま通り過ぎて後ろのほうの席に行ってしまった。


    「こっわー……一瞬因縁つけられるかと思った……」


    　蔵くろ人うどのところに戻りながら大治郎がそう言うと、彼はそのヘッドホンの男のほうを一いち瞥べつしてから口を開いた。


    「みだりに歩くからそうなる。目立たずこのようにクラスの隅っこで空気キャラになれ。時が来るのを待っていれば、自然となんのトラブルもなく一日が終わる」


    「俺は別に空気になりたいわけじゃないけど」


    「しかし人には向き不向きがあるだろう？　お前は我われと同じく空気キャラに向いている」


    「一緒にするなよっ！」


    　その時、いきなり教室の前の扉が勢いよく音を立てて開かれた。


    　どきっとしてそちらを見ると、いかにもチャラそうな男が廊下から教室へと入ってくる。脱色した金色の髪を触りながら、彼はぐるりとクラス内を見回すと、


    「おおっ！　お前も同じクラスだったんかよーっ！」


    　知り合いを見つけたのか大声でそう言うと、窓際にいた男のところに近寄っていく。


    「りょ、亮りよう!?　お前どーしたんだよその髪!?」


    「ああん？　イメチェンだよイメチェン。イケてんだろ？」


    　亮と呼ばれたチャラ男は、自慢げに脱色した髪を撫なでつけてそう笑ってみせる。


    「お前さすがに先生に見つかったら呼び出しモンだろ」


    「大丈夫だって！　よゆーよゆー。それよか昨日見つけた動画でさ──」


    　そうして教室内が一気に騒がしくなった。一年の時に同じクラスだったらしい仲間数人と教室の真ん中で、アイドルやスポーツやお笑いタレントの話を繰り広げるその金髪を見ていると、蔵人がもう一度同じ台詞せりふを大治郎に告げる。


    「お前は我と同じく空気キャラに向いている」


    「……さすがにアレと比較するのは極端すぎるだろ」


    　亮というあの男のようにいわゆるイケてる連中というものは存在していて、それはたとえこの男子高という場所でも変わりはしない。


    「あ。そーだ、亮。今度女子高の奴やつらと合コンなんだけどお前も来る？」


    「マジで!?　行くに決まってんだろ！」


    　別に大治郎はクラス内のイケてるポジションに憧あこがれているわけじゃなかったが、あれだけのコミュニケーション能力があれば、たとえ男子高生でも女子と出会う接点は多くなるんだろうなと思った。


    　そんなことを考えながらぼんやりとイケてる連中を大だい治じ郎ろうが眺めていたところで、黒板の上のスピーカーから校内放送が流れ出した。


    『始業式を行います。校内の生徒は体育館に集まってください。繰り返します──』


    　蔵くろ人うどがゆっくりと席を立ち上がる。


    「案ずるな。お前のそのスケベな性格では、合コンしたところで女子には誰だれからもモテぬ」


    「二次元オタクのお前もな」


    　互いに憎まれ口を叩たたき合って、体育館へと向かう。


    　それは何事もなく平和でありながらあまりに冴さえない日常であり、所しよ詮せん学年が上がったぐらいでは何も変わらないようだと大治郎は思うのであった。


    



    　大治郎の家は定食屋を営んでいる。始業式を終えて学校から帰ってくるとすぐに、父と姉に店の手伝いを強しいられ、そのまま二十一時の閉店まで馬車馬のようにこき使われる。


    　その後、遅い夕食を摂とってから二階にある自室の畳の上でごろごろとしていたら、あっという間に時刻は二十三時になろうとしていた。


    　昼間の帰宅時には温かく感じられたはずの風が、今は少し肌寒くなっている。


    「ああ、くそ!!　もうスタミナなくなっちまったよ……」


    　スマホのゲームをやりながら畳から起き上がった大治郎は、そのまま部屋の窓をゆっくりと閉めた。


    　そうしてまた畳の床に転がってからぼーっと天井を眺めていると、ふと今朝見たＯＬのパンチラを思い出してなんだかムラムラしてきた。


    　男に生まれた以上、避けては通れぬ大切な仕事の時間がやってきた。


    　──シコるか。


    　寝転がったままズボンを膝ひざまで下ろそうとしたその時、


    「大治郎」


    「うわぁっ!!」


    　いきなり姉が部屋のふすまを開けてきて、思わず大声で叫んでしまった。


    「驚きすぎじゃない？」


    「い、いきなり開けるからだろっ！　な、なんの用？」


    「お風ふ呂ろ沸わいたから入りなさいよ。あんたが入らないならあたしが先に入る」


    　そんなことかよと思いながら、


    「……先に入っていいよ。あと、次からは開ける前に一声かけて！」


    「はいはーい」


    　再びぴしゃりとふすまが閉められ、姉が廊下を歩き去る音を聞きながら、大治郎はほっと胸を撫なで下ろした。


    　大だい治じ郎ろうの母は彼が小学生の頃ころに亡くなっていて、家事は父や姉と持ち回りの分担制で行われているのだが、今日の風ふ呂ろ当番が姉だということをつい失念してしまっていた。


    「くっそー……せっかく盛り上がっていたところだったのに」


    　しかし、今ならまだ挽回出来ると思った大治郎は、再び我わが分身をふっくらさせんがために、とっておきの脳内エロフォルダの検索に入ろうとしたところで、


    「──おい大治郎」


    「だあああっっ、もう!!」


    　今度は父がふすまをわずかに開けて、にゅっと顔を突き出してきた。


    「お、親父おやじもっ!!　姉ちゃんみたいにそうやって勝手に部屋開けるなって!!　プライベート空間だぞ!!」


    　またしてヤる気が削がれてしまって抗議の声を上げると、大治郎は父を締め出そうとふすまに手をかけた。すると顔だけ突き出していた父が、近所のレンタルビデオショップの貸し出し袋を大治郎の前へと突き出した。


    「なんだよこれ？」


    「返してきてくれねぇかな。返却が今日までなんだ」


    「はぁ？　なんで俺が……」


    「いいだろ？　酒入っちまって眠いんだよ。お駄賃やるからさ」


    「いつもはした金しかくれないじゃないかよ。いいから親父が返しに行けって──」


    　と、そこまで口にしたところで袋の中からＤＶＤを取り出した父が、そのタイトルを見せつけながらぼそりと呟つぶやく。


    「……『マジックミラー号Vol.5』。二四〇分超の大ボリュームだ」


    　大治郎の動きがぴたりと止まった。


    「……姉ちゃんは今風呂に入ってる。どうせだしお前もちょろっと観みていけ──」


    　その言葉を最後まで聞くことなく、大治郎はそのＤＶＤを取り上げた。


    　すかさずそれをプレーヤーにセットしてテレビの前に座ると、父もまた彼の隣に並び、床に転がっていたリモコンを手に取った。


    「この父が、スゲー良かったと思うシーンをダイジェストで抜粋してやろう」


    「頼もしいな、親父」


    「尊敬しろよ、息子むすこよ」


    　言いながら父はリモコンで頭出しボタンを連打する。


    　やがて当とう該がいのシーンがテレビ画面いっぱいに映し出され、親子ともども鼻の穴が大きく広がったその時、


    「──ねぇやっぱ最後に掃そう除じしたいから、あんたが先に入りなさいよ」


    「うわあああああああ!?」


    「だああああああっ!?」


    　風ふ呂ろに入っているものだと思っていた姉がやって来て、二人ともども大絶叫する。


    　すかさず父がテレビのリモコンで適当なボタンを押したその瞬間、画面いっぱいの肌色映像からぱっとニュース番組に切り替わった。


    　間一髪とはまさにこのことである。大だい治じ郎ろうは冷や汗を掻かきながら、


    「お、俺は後で入りたいんだって!!　つーか、今からＤＶＤ返してくるからその後で!!」


    「なによ。それならさっき言えっての」


    　ぶすっとしながらふすまを閉めて去って行く姉。


    　それを大治郎はしっかりと見届けてから、


    「親父おやじ!!　姉ちゃんが風呂入ったかどうか、ちゃんと確認しとけよ──」


    　そう言って振り返ると、父はリモコンを掴つかんだままテレビのニュースをずっと観み続けていた。


    『──アメリカで、未就学の児童の約二百人が新種のウイルスかと思われる病気に罹かかり、現在医師団はその詳しい原因を調べています。児童はウイルス性脳炎に非常に近い症状を訴えており──』


    　アナウンサーの言葉を聞きながら、父はぽつりと呟つぶやく。


    「そういや、昔もこんなことがあったなぁ」


    「昔？」


    　大治郎が聞き返すと、父は頷うなずきながらこちらに向かって顔を上げる。


    「お前がまだ六歳の時だ。日本でもこのニュースと似たようなことがあってな。子供ばかりが原因不明の病気に罹るウイルスってことで俺も頼より子こもすごく心配してたんだ。結局いつの間にか収束してたんだがな」


    　頼子とは大治郎の亡くなった母親の名前であった。やがてアメリカで起きているというその謎なぞの病気のニュースからスポーツニュースへと切り替わると、父はその場をゆっくりと立ち上がって、


    「なんか、酔いも覚めちまったわ。悪いけど後は頼んだ」


    　そう言ってリモコンとともに五百円玉をぽんと大治郎に渡すと、父はそのまま自分の部屋へと戻ろうとしてしまう。


    「珍しくはした金じゃない!?　って……ちょっと、親父厳選のダイジェストは!?」


    「早く返しに行かないと店閉まっちまうぞー」


    　手を振る親父の後ろ姿から、部屋の時計に目をやると時刻は二十三時を過ぎていた。


    　閉店まで一時間もないなと思い、適当に上着をひっかけると大治郎は外に出た。


    　家族共用ママチャリのかごにレンタル袋を放ほうり込むと、よっこらしょっとペダルを漕ぎ始める。


    　平和で冴さえない日常は、未いまだ何も代わり映えのしないまま平常運転で流れ続けていた。


    　学校から帰ってきたら飯を食って、ゲームして、マンガ読んで、風ふ呂ろに入って、慰めて、そして寝る。毎日がほとんどそれの繰り返し。


    「はぁー……高校生活も今日から二年目だってーのに」


    　照明に照らされたレンタルビデオ店の大看板が見えてくる。


    　大だい治じ郎ろうは歩道からレンタルビデオ店の駐車場内に入ると、看板下にある自転車置き場にママチャリを停とめた。


    　そこから店の自動ドアまで歩いていき、ドアをくぐって返却レジへと向かう間にも大治郎はぼんやりと考え続けていた。


    　今日から同じクラスになったあの亮りようというチャラい男ほどではなくても、もっと自分も色々なことに対して積極的に働きかけていくべきではないかと。


    　それは別に、部活や委員会的な活動でもいい。


    　何か新しい趣味を見つけて、外に目を向けるのもいいだろう。


    　とにかく明日も明後日あさつても教室の隅っこで蔵くろ人うどと語り合いながら、クラスの中心で賑にぎやかに青春を謳おう歌かしているリア充たちを横目に過ぎていく日々だけは避けたいと大治郎は思う。


    　理想の青春を渇望する想おもいがその場でふわふわと、どこにも行き場所がないままさまよっている感覚だけがそこにはあった。


    「ん？　これ──」


    　返却レジの手前まで来てから、確認のために大治郎はレンタル袋の中にあったレシートを見てみると、返却期限が明日の日付になっている。


    「あの、お客様？　ご返却ですか？」


    　レンタル店の女性店員がこちらに手を差し出しているのを見て、大治郎はすかさず首を横に振ってレジの前から離れた。


    「……親父おやじのやつ、オカズを最後まで使い切らないで俺に返却を頼みやがって」


    　文句のようにそう呟つぶやきながらも大治郎の顔はニヤけていた。返却期限が翌日ならば、今夜姉が寝静まったあとで好きなだけ観みるチャンスがある。


    「ついでにあっちのほうも覗のぞいてから帰るか」


    　先ほどまでの「変わろう」という決意も忘れて、上機嫌の大治郎は店の奥にあるピンク色の暖簾のれんがかかったコーナーへと向かう。


    　と、その途中で大治郎はふと足を止めた。


    　奥のピンクコーナーの手前にあった旧作洋画コーナーの前に、パーカーのフードを被かぶった小柄な人物がいた。


    　その人物は棚から一本の映画のパッケージを手に取ると、人目を気にして辺りをきょろきょろと見回し始める。


    　──エロい映画でも借りようとしているのか？


    　そう思った大だい治じ郎ろうは気になって観察してみた。その人物は、パッケージ裏のあらすじを読み始めたかと思うと、また顔を上げて辺りをきょろきょろ見回し、それをまた棚へと戻した。


    　その人物が棚の高いところにあるパッケージを取ろうとした時、それまでフードで隠れて見えなかった横顔が露あらわになる。


    　そこで大治郎は、その人物が女の子だとわかった。


    　──結構……可愛かわいいぞ。


    　パッケージから顔を上げた女の子と、そこで目が合う。


    　パンチラを見た時のように、視線を逸そらせたはずなのに大治郎はあえてそうしなかった。


    　横顔を見た時から、真正面の顔も見てみたいと思っていたのだった。


    　そしてその判断は少しも間違っていなかったと、女の子のその魅力的な顔を正面から見つめて大治郎はそう確信した。


    　その大きな二つの目に見つめられ心を奪われていると、やがて女の子はゆっくりと大治郎のほうに向かってきた。


    「……え？」


    　どくんと心臓が跳ねる。


    　一瞬、自分の背後に女の子の知り合いでもいるのかと思ったが、彼女の視線は真まっ直すぐ大治郎にだけ注がれている。


    　狼狽うろたえる間もなく、気付けば女の子はもう目前までやって来ていた。


    「──あの」


    　蕾つぼみのように小さな口が開く。


    　落ち着いた声だった。


    「お願いしたいことがあるんですけど……」


    　近くで見ると、よりはっきりその可愛さが伝わり、大治郎の心臓の鼓動が早くなる。


    「あなたの会員カードで、これを借りていただけませんか？」


    　自みずからの持っているパッケージを指さして、彼女は静かにそう口にした。


    「……は？」


    　きょとんとする大治郎の反応を見て、女の子は若干慌てたように補足する。


    「こ、ここで映画を借りるには会員であることを証明するカードが必要なんですよね？　あたし今日そのカードを、えーっと、持って来るの忘れてしまって」


    　頼み事の理由の説明としては一応の筋が通っていた。


    　閉店まで約二〇分。


    　家の距離によっては戻って来られる余裕もなさそうな時間である。


    「ダメ……ですか？　もちろんお金はちゃんと払いますので」


    「えーっと……」


    　不安そうに覗のぞき込んでくる彼女に対し答えに窮してしまう大だい治じ郎ろう。


    　いきなりそのような頼み事をするなんてどう考えても怪しいし、詐欺か何かの類たぐいなのだろうかと疑いの目を向けていたその時、別の可能性が頭をよぎってハッとなった。


    　一度もこのような経験はなかったけれども、このパターンは自分と彼女の性別を置き換えると、これが非常によくありふれたシチュエーションであることに気付いた。


    　つまり、ナンパである。


    　──これってまさか逆ナン？


    　その解へとたどり着いた途端、訝いぶかしんでいた大治郎の思いがぱっと晴れた。


    　そしてあらためてフードを被かぶった女の子の顔を見る。


    　随分と小顔であった。瞳ひとみは大きく、鼻筋はすっと通って、蕾つぼみのように小さく薄い色をした唇くちびる。初めて無表情な顔を見た時は、少しだけきつそうな印象を受けたものの、話してみるとその表情はすぐに柔らかくなった。捉とらえ方次第では少し恥じらってるようにも見える。


    「あの──」


    「はいっ!!」


    　あまりに元気すぎる返事に、女の子がびっくりしたように目を丸くさせた。


    　大治郎は慌てて、


    「あ。いや。別にそんなことくらいなら構わないですけど……」
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    　そんなふうに言葉を続けて、こんななんでもない会話ですら男子高にいるせいか、女子への免疫力のなさが仇あだになってしまっている、とつくづくそう痛感してしまうのだった。


    「ほ、本当ですか！　ありがとうございます」


    　ぱぁっとフードの中から輝く笑え顔がおを覗のぞかせる女の子。


    　どきりとして大だい治じ郎ろうは思わず目線を逸そらしてしまう。


    　──か、可愛かわいい……。


    　ごくりと唾つばを飲み込んだ音を聞かれていやしないかとヒヤヒヤしながら、大治郎は彼女からＤＶＤを受け取った。


    「旧作は七泊八日ってありますが、多分今夜中に全部観みられると思いますので」


    　それから女の子は少しだけ考え込むように顎あごに人差し指を当てる。


    「そうですね……じゃあ、また明日の同じ時間にここへ来ていただけないでしょうか？」


    「は、はぁ……明日──って、えっ!?」


    　驚く大治郎を見て、女の子の両肩が跳ねる。


    「は、はい？　何かあたし、おかしなこと言いました？」


    　──早くも次の約束を取り付けてきた、だと……!?


    　すぐさま大治郎は女の子に背を向けて熟考する。


    　このレンタルビデオ店は、先ほど大治郎が父から渡された物を返しに来たように『借りた本人でなくても返却は可能』である。


    　つまりこの女の子も見終わったＤＶＤは、大治郎がいなくても返却が出来る。


    　なのに、なぜわざわざもう一度待ち合わせる必要があるのか。


    　──やっぱりこれ……本当に逆ナンじゃないのか？


    　そう思うと、大治郎の目め頭がしらが思わず熱くなった。


    　人生でこんな日が訪れるとは夢にも思っておらず、今朝のパンチラから始まった幸運に心から感謝をするのであった。


    「お、おかしくないっ！　全っ然、おかしくないです！　借ります。借りましょう。うん。そして、また明日も会いましょう!!」


    「こちらこそどうぞよろしくお願いします」


    　ぺこりと軽く頭を下げる女の子。


    　父の頼みを聞いてここまでやって来て本当に良かったと思いながら、レジへと向かう。これといって特に何か異性にモテる努力をしたわけではないのに、なぜかいきなりやって来たモテ期に密ひそかな喜びを噛かみしめる大治郎であった。


    



    「は、はいどうぞ」


    　レンタルビデオ店を出てすぐのところで、女の子にＤＶＤの入ったレンタル袋を手渡していると、ちょうど大だい治じ郎ろうたちと入れ違いに中年の女性が店の中へと入って行った。


    　出入り口の柱にはリードで繋つながれた小型犬が、こちらを見ながらしっぽをぱたぱたさせている。


    　女の子はレンタル袋を両手で受け取ると、いつまでもそれを眺め続けていた。そんなに珍しいものでもないだろうにと大治郎が思っていると、ふとそこで彼女が顔を上げる。


    「これ、ずっと観みてみたかった映画なんです」


    　彼女が借りたＤＶＤは『小さな恋のメロディ』という映画で、一言で内容を言えば少年少女の甘酸っぱい初恋を描いた作品である。


    　その映画は大治郎も以前に観たことがあった。というのも、生前母親の頼より子こが好んでよく観ていたからだ。


    　女の子は再びレンタル袋を愛いとおしそうに見つめると、


    「すごく小さい時に観た記憶だけはあって。でもどんなタイトルだか全然思い出せなくって、ここのお店で探してみてようやくこれだってわかったんです」


    　本当に良かった、と呟つぶやいて女の子は袋をパーカーのポケットにしまい込む。


    　フードから覗のぞく横顔を見つめて、大治郎は女の子に言った。


    「俺もそれ知ってるよ。昔観たことあるから」


    「うそ！　結構古い映画なのに!?」


    　大治郎の発言に、女の子はえらく驚いたようだった。大きな目を丸くさせると、やや頬ほおを上気させてぐいぐいと大治郎に迫ってくる。


    「どうして!?　どこで観たんですか？」


    　まさかそんなに反応するとは思っていなかった大治郎は、顎あごのすぐ先まで顔を近づけてきた女の子にドキドキしながら言った。


    「か、母さんが好きだった映画なんだ」


    「そうなんですか！　すごい！」


    　そこで大治郎が耐えきれなくなって一歩引くも、まだ女の子は少し興奮気味だった。


    「あたしあなたのお母さんと、きっと楽しく映画のお話が出来そう！」


    「あ。母さんはその、もう亡くなっていて──」


    「あっ！　……ごめんなさい」


    「い、いいよいいよっ!!　もうだいぶ昔のことだからっ！」


    　その可愛かわいらしい笑え顔がおが曇るのを目にして、大治郎は慌ててそう女の子に告げる。


    「え、映画なら、俺も時々観るよ」


    　その言葉に、俯うつむいていた女の子はゆっくりと顔を上げる。


    「そうなんですか。あの、もしおすすめの映画があればぜひ教えてほしいです。あたしもっと色んな映画を観たくて」


    「アクションとか、ホラーとかでもいいの？」


    「もちろんです。お母さんが映画好きなら、きっと隠れた名作を知ってそうです」


    　ずいぶん買ってくれるな、と大だい治じ郎ろうは思った。


    「あ、あの……敬語でなくて、タメ口でいいですよ？」


    「え？」


    　大治郎の提案に、女の子は少しだけ考えるとふんわり微笑ほほえんだ。


    「はい。じゃあそうしま──そうしよっか」


    　そうやってタメ口で話されただけで、大治郎はぐっと彼女と心の距離が近づいた気がした。


    　──彼女が出来たらこんな気分なんだろうなぁ。


    「そういえば、そっちの袋なんだけど──」


    　手にしているレンタル袋を指さされた瞬間、大治郎は金縛りにあったように動けなくなる。


    「君は何を借りたの？」


    　ＡＶです、と誰だれが言えるだろうか。


    　手に持っているのは父から返却を頼まれた『マジックミラー号』シリーズである。


    「……カ、カーアクション……的な？」


    　車の中でアクションするのだから、一応嘘うそは言っていないと大治郎は自己弁護する。


    「あたし、今度はそれを借りてみようかな」


    「マジでっ!?」


    「うん。カーアクションってほとんど観みたことないし」


    「こ、これシリーズものだし！　やっぱ一作目から順に観たほうがいいと思うんだよねっ!!」


    　そう言う大治郎も『マジックミラー号』シリーズの一作目は観ていないが。


    　しかし彼女が今求めているのはＡＶではなく映画の話なので、おそらく間違ったアドバイスではないだろう。


    「なんだそっか……」


    　どうにか誤ご魔ま化かせたと大治郎がほっとすると、


    「じゃ明日はそのシリーズの最初から借りて観てみるよ」


    　なかなかに彼女はしぶとかった。


    「い、いやいや！　もっと他ほかにいいのがあるから！　ホントこれは別に観なくていいよ!!」


    「そ、そうなんだ……」


    　ようやく納得してくれた女の子に、大治郎は額ひたいの汗を拭ぬぐう。


    　駐輪場のところまでやって来ると、大治郎はレンタル袋をカゴに突っ込み、ママチャリのハンドルを握る。


    「そ、それじゃそろそろお互いに帰るとしますか！」


    　これ以上墓穴を掘らないためにもそろそろ退散したほうがいい。


    　その時、大だい治じ郎ろうはふと疑問が頭に湧わいて女の子を振り返る。


    「そういやキミってどこに住んでるの？」


    「え？」


    「あ。いや深夜だし、あんまり遠いと危ないかなって」


    「平気だよ」


    　けろりとした表情で女の子は告げると、そのままふっと笑えみをこぼす。


    「心配してくれるんだね。優しいんだ」


    「へっ!?　いや……えーっと──」


    　その笑みにまたドキッとして、言葉の歯切れが悪くなってしまった。


    　生まれてから母と姉以外の異性とはほとんど会話してこなかったせいで、大治郎は異性との会話における距離感がいまいち掴つかめないでいた。


    　一方、この女の子はかなり男の扱いにも慣れているように見える。


    　やっぱ彼氏とかいるんだろうな、とそんなふうに大治郎が思った時だった。


    「あ。あれ──」


    　と、女の子が指差したのは、駐車場を歩く犬だった。首から垂れたリードを地面に引ひき摺ずっている。レンタルビデオ店の出入り口近くの柱に繋つながれていたあの小型犬だ。


    「あー……結び方が甘かったのかな」


    　仕方なくママチャリから離れた大治郎が犬へと近づき、地面を引き摺っているリードを掴もうとしたその瞬間、


    「わん！」


    　犬が急に大きく吠ほえて、駐車場を車道のほうへ走って行った。


    　リードを掴もうとした手がするりと空振り、大治郎が顔を上げるとすでに車道までの距離はほとんどなくなっていた。


    「わん！」


    　車道に飛び出した犬は、突然横からやって来たヘッドライトに照らされて、その光に身をすくめたように立ち止まる。


    「あぶないっ!!」


    　間違いなく轢ひかれる。


    　犬自身そう思ったに違いなかった。


    　ところが、


    「──ふごっ!?」


    　突如、大治郎の顔面にずんとした重みがのし掛かり、視界が真っ暗になる。


    　そのまま大きく体を仰のけ反ぞらせると、バランスを崩して地面に仰あお向むけに倒れる大治郎。


    　何が起こったのかと顔の上に乗っかっているものを両手でどかす。


    「わん！」


    「……い、犬？」


    　自分の両手に抱きかかえられていたものは、たった今車道に飛び出したはずの犬だった。


    　それがなぜか、駐車場側にいた大だい治じ郎ろうの顔をめがけて飛んできたのだった。


    「わんわん！」


    　その時ちょうど店から出てきた中年の女性を見つけると、犬は大治郎の身体からだを蹴けってそちらに走っていってしまった。


    「な、なんで!?　さっきまで車道に──」


    　一体何が起きたのかなど、まるでわかるはずもない。


    　大治郎のいる場所から車道までは目視で測っても五メートルほどはあり、どう考えてみても一瞬で犬が飛んでこれる距離ではなかった。


    「──ねぇ」


    　立ち上がろうとした大治郎の耳に女の子の声が届く。


    　彼女はいつの間にか大治郎のすぐそばまでやって来ていた。


    「君、名前はなんて言うの？」


    　女の子は、それまでずっと被かぶっていたパーカーのフードを脱いでゆっくりと首を振る。


    　月明かりと街灯に照らされた長い髪が宙を舞い、きらきらと輝いて見えた。


    「い、伊い藤とう──大治郎……」


    　その姿に見とれていた大治郎は、どうにか自分の名前だけ告げた。


    「あたしは小こ春はる。灰はい島じま小春だよ」


    　大治郎を見下ろしながらくすりと微笑ほほえむと、小春は歩道のほうへと走っていった。


    　そして、くるりとこちらを振り返り、


    「明日も同じ時間ね！　約束だよ！　大治郎!!」


    　そう言って手を大きく振って走り去っていった。


    「……大、治郎」


    　身内以外の異性から下の名前で呼ばれるなど、大治郎には初めてのことだった。


    　いつも当たり前のように呼ばれている自分の名前が、出会ったばかりの女の子に呼ばれただけですごく新鮮味を感じてしまうのだった。


    　不思議な子だ、と大治郎は思った。


    



    　＊＊＊


    



    　──お……男の子と喋しやべっちゃった!!


    　山のほうへと続く坂道にさしかかっても、まだ小春は胸のドキドキが収まらずに走り続けていた。大だい治じ郎ろうと別れてからも興奮が抑えられなくて、その足はどこまでも先の道へと踏み出そうとする。


    　無断外出という、学校の規則を破ったドキドキがそうさせているのだと小こ春はるは思っていた。


    　だが、興奮の原因はそれだけではない。


    　山道の途中でとうとう息が切れて、小春は胸を上下させながら立ち止まった。


    　真夜中の舗装された山道には、彼女の姿以外何もない。


    　──あの男の子、あたしのこと気になったかな？


    　大治郎の顔を思い浮かべると、心の奥のほうから何かがこみ上げてくる感覚があった。


    　──初めて……初めて……男の子と話しちゃった……。


    　そう思った瞬間、心臓がさらに鼓動を速めていく。


    　──なんだろう……この感覚。


    　優しそうな彼の声が、まだ耳の中に残っている。


    　──すごく……すごく身体からだが熱い。


    　もしかするとこれが一目惚れというやつなのだろうか、と小春は思う。


    　そう意識してしまった途端、へなへなと全身の力が抜けていく。


    　両腕で自みずからの身体を抱きしめながら、小春はその場に蹲うずくまってはぁーっと息を吐き出した。


    　運命の相手だと思える男の人と出会った感覚は、言葉ではうまく表しようもない。


    　幸せな気持ちで満たされながらしばらくじっとその余韻に浸っていた。


    　どれくらいそうしていただろうか。


    　彼女はゆっくりと立ち上がり、ようやく冷静さを取り戻して歩き始めた。


    　やがて、山の頂上にある建物──数す寄き柳やなぎ学園がゆっくりとその視界に現れた。閉じられた正門の奥には深夜でも外に警備員が二名、門の側そばの警備室にも二名が待機している。


    　小春は正門の裏へ回るようにして、舗装された道を外れて森の中へと侵入した。


    　高さ三メートルほどの外壁を伝いながら、草木の生い茂る中を突き進んでいき、


    「……ここだ」


    　小春が立ち止まった場所の外壁、地面のほど近くに高さ約五十センチ、幅は約八十センチ程度の蜘く蛛もの巣のような亀き裂れつの入ったひび割れ箇所があった。


    　その部分に小春がそっと手をかざすと、亀裂箇所がカタカタと音を立て、バラバラの破片へと分解されて宙に浮き上がる。


    　やがて全すべての破片が壁から取り除かれると、蜘蛛の巣状だった亀裂部分には漫画でよく見るネズミの巣穴のようなトンネルが出来上がっていた。


    　小春はそのトンネルをくぐり抜けてから再び外壁を振り返り、宙に浮かんだままのバラバラの破片に手をかざす。すると宙に浮いた破片は再び外壁に向かって、ジグソーパズルのピースのようにはまっていき、先ほどと同じような蜘蛛の巣状の亀裂を残して塞ふさがっていった。


    「ふぅ……」


    　小こ春はるは立ち上がるとゆっくりと深呼吸をして走りだす。


    　敷地内にある監視カメラの場所は全すべて把握済みで、その死角をかいくぐりながら警戒を怠おこたることなく忍び足で走り抜ける。


    　二階建ての居住施設が見えてくると、小春は一階にあるトイレの窓に向かって手をかざした。


    　カチャリという鍵かぎの外れる音がしてひとりでに窓が開く。


    　開いた窓に向かって勢いよくジャンプをした。


    　小春はうまく窓の縁を掴つかむと、壁を蹴けりながらよじ登って中へと侵入した。


    　トイレのドアを開けて廊下の様子を窺うかがい、誰だれもいないことを確認してから自みずからの部屋まで走っていき、素早く部屋の中へと滑り込んだ。


    「……おかえり、小春ちゃん」


    「……多た美み、起こしちゃった？」


    　暗がりの中で、多美と呼ばれた女の子が二段ベッドの上段から身体からだを起こす。


    　小春はレンタル袋を下段の自分のベッドへ放ほうり投げる。


    「昨日より遅かったから心配で──」


    「大丈夫。誰にも見つかってないよ。多美、明日もよろしくね」


    「えぇっ、明日も出ていくの!?」


    　驚いて声を上げる多美を見て、小春は人差し指を口に当てる。


    「しっ!!　……ちょっと声が大きい」


    「え！　あ……ゴメン、なさい……」


    「早く寝よう、多美は夜更かし苦手でしょ？」


    　多美はこくこくと頷うなずいてから、再び布ふ団とんの中へと潜り込む。


    　小春はそれを見届けてから、自らも下段のベッドの中へと入った。


    　布団の中に潜り込んで、枕まくら元もとにあるポータブルプレーヤーを手に取る。


    　レンタル袋の中からＤＶＤディスクを取り出していると、


    「ね、ねぇ小春ちゃん？」


    　上から多美に呼びかけられて小春は顔を上げる。


    「どうしたの？　早く寝ないと」


    「明日で三回目だよ……？　いつまで続けるつもりなの？」


    　しばらく考えてから、イヤホンを手にして小春は答える。


    「飽きるまで、かな」


    　しかしそのような時期がいつ訪れるのかは、まだ小春にはわからなかった。


    　それ以上の会話を断ち切るように「おやすみ」と告げると、小春はプレーヤーの再生ボタンを押した。


    



    　＊＊＊


    



    「ただいまー……」


    　レンタル袋を片手に帰宅した大だい治じ郎ろうはすぐさま風ふ呂ろに入ると、濡ぬれた髪をタオルで拭ふきながら自室へと引きこもった。


    「小こ春はるか……」


    　艶つやのある薄い色をした唇くちびる。身体からだのラインがわかりづらいパーカーからでもはっきりとした胸の膨らみ。柔らかそうな頬ほお。去り際ぎわに見えたつんとした小ぶりなお尻しり。


    　脳内のエロフォルダにほとんど無意識に保存されていたそれらを引っ張り出し、悶もん々もんとしてきたところで首を大きく振った。


    「だ、ダメだダメだ！　初対面の女の子をそんなオカズにするなんて」


    　オカズならここにあるじゃないかと、大治郎は返却せずに持ち帰ったレンタル袋からＤＶＤを取り出す。部屋のふすまを少しだけ開けて父も姉も寝静まっていることを確認すると、そっとふすまを閉じてテレビの電源を点つけた。


    　手元にティッシュケースを引き寄せ、テレビの前にどっしりと着座し、イヤホンを装着。


    　部屋を暗くして、ズボンを脱ぎ捨てて準備万端。


    　プレーヤーにディスクを入れて、はやる気持ちを抑えられないままリモコンの再生ボタンを押した。


    



    　＊＊＊


    



    『あぁん!!　あっあっ!!』


    　女性のあえぎ声をイヤホンで聴いている小春の眼前では、大きな乳房がぶるんぶるんと揺れていた。


    『ほらぁ、皆こっちに気付いているかもよ？』


    『いやぁぁ……あ、あんっ!!』


    　布ふ団とんに潜り込んだまま小春は停止ボタンの存在をすっかり忘れ、画面では裸の男女がマジックミラーに囲まれたトラックのような車の中で腰を打ち付け合っている。


    　最初は抵抗を見せていた女性も、今では自みずから盛り上がろうとせんばかりに大きな声で喘あえぎながら男の上に跨またがっている。


    『はぁーっ、はぁーっ、ああいいよ……はぁーっ、あああッ　で、出るッ!!』


    『あっ、あっ、あたしも!!　あたしも、ああ────んっ!!　いくぅぅぅぅぅぅっっっ!!』


    　小春の顔は今、生まれて初めて尋常じゃない熱を感じるほどに火ほ照てっていた。


    



    　＊＊＊


    



    　ビージーズの音楽が両耳につけたイヤホンから流れ出すと、大だい治じ郎ろうは下半身丸出しのままそっと両手で自みずからの顔を覆った。


    「やっち……まった……」
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    　カーテンの隙すき間まから覗のぞく日差しが枕まくら元もとに当たると、小こ春はるはその眩まぶしさでゆっくりと目を開けた。小さく伸びをしてベッドから降りると、カーテンをさぁっと開いて真っ青な空を眺める。


    「いい天気」


    　そのまま学園の敷地内に植えられている樹木を見つめ、口元にほんのりと笑えみを浮かべていると、後ろからシーツの擦こすれる音が聞こえてきた。


    「おはよ……小春ちゃん」


    　大きな欠伸あくびをしながら瞼まぶたをこする多た美みに、小春は笑え顔がおのままゆっくりと振り返る。


    「おはよ、多美」


    「うぅーん……ねむいぃー……」


    　窓から離れ、するりと自みずからの寝間着を床に落とすと、小春は下着姿のまま壁にかけられた制服に向かってそっと右手をかざした。


    　すると、ハンガーにかけられていた制服が、突然ふわりと宙に浮き始める。


    　小春はかざした右手に引き寄せられた制服を手にしてそれを着ると、姿見で全身を軽く確認した。次に専用の勉強机に立てかけられた鏡で髪型を整え、表情のチェックを済ませると、もう一度姿見で自分の姿を見る。どの角度から見ても問題がないことを確認してからくるりとベッドを振り返り、また右手をかざす。


    　今度は寝間着とベッドシーツが、ふわりと小春の目の前で浮き始めた。


    　空中で綺き麗れいに折りたたまれると、寝間着とシーツはそれ自体がまるで生き物のように勝手にベッドのほうまで空中移動していき、枕元にぽんと置かれる。


    　その一連の様子を多美は上段ベッドの上で、ただぽかんと口を開けて見つめていた。


    「……どうしたの？」


    　多美の視線に気付いた小春が右手をそっと下ろして見つめる。


    　はっと我われに返った多美は、慌てて自分のパジャマのボタンを外しだす。


    「え、と。その……小春ちゃんの『念動力サイコキネシス』って便利だなぁって」


    「そうかな？」


    「うん、羨うらやましいよ。わたしは小春ちゃんほど『能力』を使いこなせないし」


    　言いながら多美は中途半端にボタンを外してパジャマを脱ごうとする。途中でつっかえてしまい、ぐいぐい引っ張っても頭が出てこないまま「うー」だの「むー」だのと声を漏もらしているさまは、相変わらずの鈍どんくささであった。


    　嘆息しながら、小春はすっと多美に向かって手をかざす。


    「もう。ちゃんと全部ボタンを外さないで横着するから」


    　パジャマのボタンを『念動力サイコキネシス』の力で全すべて外してあげると、つっかえていた頭を出して多た美みはすまなさそうに小こ春はるに微笑ほほえんだ。


    「えへへ……ごめんね小春ちゃん」


    「謝らなくていいってば。ほらズボンも脱いで」


    　上段ベッドでパジャマのズボンに手をかける多美を見てから、小春はポータブルプレーヤーの中に入ったままになっているＤＶＤのことを思い出して、下段ベッドに潜り込んだ。


    「そういえば小春ちゃん、昨日はずいぶん遅くまで起きていたみたいだけど何してたの？」


    「えっ!?　な、何もしてないよ？」


    　のそのそと着替える多美から突然そう尋たずねられて、小春はプレーヤーから抜き出したＤＶＤを慌ててプラケースに入れて、レンタル袋ごと枕まくらの下に滑り込ませた。


    　まさか昨晩観みていたこのＤＶＤのことにも気付いているのではと思いながら、下段ベッドを飛び出して多美を見る。


    「ね、眠れなかっただけだから！　多美こそ、昨日はすぐに眠ったんじゃなかったの？」


    　焦りながらそう尋ねる小春に対し、多美はのんびりと大きな欠伸あくびをしながら言った。


    「んー昨日は、なんだか私も寝付きが悪くて……ふぁぁ」


    　その様子に小春はほっと息を吐いた。


    　早とちりして動揺してしまった自分を恥じながら、ちらりと壁の時計を見てから多美に告げる。
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    「そ、それより多た美み。点呼の時間もうすぐでしょ？　急がないと」


    「ふわっ。そ、そうだった……」


    　小こ春はるの言葉にどたばたと支し度たくを急ぐ多美。下段ベッドの中に入って枕まくらの下に手を突っ込み、そこで袋を見つけた小春は、プラケースを中に入れて再び枕の下に滑り込ませた。


    「小春ちゃんは眠くないの？」


    「全然」


    「ホント？」


    「うん。余裕」


    　素そっ気けない口調でそう答える小春。


    　ところが、心中は全まつたく正反対であった。


    　──眠い……。


    　小春にとって、人生初のポルノ映像鑑賞だった。そのようなものを就寝前に経験しておいて、その後平然と何事もなかったかのように眠れるはずもない。


    　──なんだか……すっごく動物っぽかった……。


    　そんな感想を心の中で呟つぶやくと、顔がまたしても赤く、熱くなってくるのを感じるのだった。こころなしか少しだけ涙目になっているのは、アレがヒトとしての知性みたいな部分とはかけ離れた、本能の赴おもむくがままの行為にしか見えずにショックだったからだ。


    　男女の行為はもっとロマンチックなものをイメージしていただけに、小春は理解に苦しんでいた。行為に至るまでのムードや情緒は一切なかったが、それ故ゆえのリアルさがあった。


    　──あんな映像を観みて、一体何が楽しいのっ!?


    　大だい治じ郎ろうは、小春が恋愛映画を観て想像していたような理想の男性像とあまりに違っていた。


    　それどころか、自分の運命の人だと思った男性が、ただ性欲を満たすためだけに作られたあの映像を好んで観ているのかと思うと、信じられないほどにショックだった。


    　──教えてあげなくちゃ……男の子と女の子が出会うって、もっとステキなことなんだって。


    　そんなことを考えていると、ぎしぎしと上のベッドで多美の動く音が聞こえ、小春は慌てて顔の火ほ照てりを冷やすべく、忙しそうに顔の前で手をぱたぱたさせた。


    　上段ベッドから細く白い脚が覗のぞいたかと思うと、突然ぱっとその脚が視界からかき消える。多美の能力である『空間移動テレポーテーシヨン』を使ったのだなと思った時には、既に彼女は下着姿で先ほど小春の制服がかかっていたハンガーのところに立っていた。


    「は、早くしないと間に合わなくなるよ」


    　あくまで冷静な口ぶりを装う小春の声を聞き、わたわたと覚おぼ束つかない所作で多美が制服に着替えていく。


    「ま、待ってぇ～！」


    



    　東ひがしヶが丘おかの街の北側に位置する山の頂上の数す寄き柳やなぎ学園と呼ばれる超能力者たちを集めた施設は、主に研究機関と教育機関という二つの機関によって構成されている。


    　敷地内の建物は全部で三つ。


    　一つはそこに集められた少女たちの能力を調べたり計測したりするために様々な実験用の機器が設置された研究施設。二つめは現在、高等教育を受ける年齢になった彼女たちに勉学を教える教育施設で、三つめが彼女ら能力者全員の寝食のための居住施設である。


    　そして今、二階建て居住施設の談話スペース内では、毎朝の朝礼が行われようとしていた。


    　談話スペースから廊下のほうに向いて少女たちが整列をしていると、その前にゆっくりと一人の初老の女性が現れる。


    　峰みね岸ぎしという名のその人物は、従来の学校でいう校長に位置する立場の女性であった。直接教壇に立って授業を行う教師たちとは別に、彼ら教師を統括し毎朝の朝礼など学園内で定められた規律に即した指導を行う。数寄柳学園の教育機関における実質的な最高責任者である。


    　その峰岸がやって来た瞬間、少女たち全員に緊張が走る。


    　彼女は軍隊のように綺き麗れいに等間隔で並んだ少女たちの前をゆっくりと歩きながら、一人一人を順番に眺めていく。真まっ直すぐ前を見つめたままの少女たちが整列している前方の中央で彼女は立ち止まると、はっきりした声でこう言った。


    「おはようございます」


    「──おはようございます!!」


    　直後、少女たち全員の大きな声が廊下の奥まで響き渡る。


    「では生徒たちの点呼をお願いします、まずはＡクラス委員長」


    「はい」


    　峰岸にそう呼ばれた小こ春はるが、大きな返事をしながら整列していた場所からすっと前に出る。


    　生徒数は全部で六十三人。それぞれ二十一名ずつ三つのクラスに分かれており、彼女はＡクラスと呼ばれる教室の委員長であった。


    　前に出た小春はバインダーに留められた全員の名簿と顔を照らし合わせて、順番に一人一人声がけをしていく。


    「田た中なか良りよう子こさん」


    「はい！」


    「斉さい藤とう明あけ美みさん」


    「はい！」


    「皆みな瀬せ多た美みさん」


    「ふぁ～～～は、はいっ！」


    　小春の言葉で欠伸あくびをしかけた多美が、慌てふためきながら声を上げる。


    　──もう、ホントにあの子は……。


    　ただでさえ頭が痛いというのにと思いながら小こ春はるが再び名簿に目を落とすと、その後に続く名簿の寮生の名を見て、一瞬だけ眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「妹せの尾お──妹尾凛りん子こさん」


    「はぁい」


    　面倒臭くさそうに間延びした返事。その声の主に向かって小春はじろりと視線を向けた。


    　凛子はわざと小春と目を合わせずに立っていた。


    　そんな無愛想な態度の凛子に対して、小春は再度彼女の名前を厳しめな口調で呼んだ。


    「妹尾凛子さん」


    　誰だれにも聞かれないように凛子は、……っさいなぁ、と呟つぶやくと、


    「委員長。そう何度も呼ばなくても聞こえてます」


    「返事をする時は、きちんとこちらを見て短くはっきりと。これまでずっと当たり前にやってきたことですよね？」


    　小春は苛いら立だちながら凛子にそう告げる。


    　ちっ、と短い舌打ちをすると彼女は小春を睨にらみつけながら姿勢を正す。


    「はい！　……これでいいですか？」


    「相あい沢ざわ綾あやさん」


    　凛子の問いかけを無視して続く女子の名を呼ぶ。そんな小春のあからさまにすぎる態度に、凛子は苛立ちを隠せない表情でぼそりと呟いた。


    「ほんと──アッタマくる女……っ!!」


    　だがそのような凛子の呟きは耳に届かぬまま、その後も小春は順番に女子生徒の名前を読み上げていき、ようやく全員の声を確認したところでくるりと峰みね岸ぎしを振り返った。


    「Ａクラス全員揃そろっています」


    「戻ってよろしい。次はＢクラス委員長！」


    　小春が整列した場所へと戻ると、今度はＢクラスの委員長が前に出て、同じように順番に名前を読み上げ点呼を始めていく。


    　問題が起きたのは、次のＣクラスの委員長が生徒たちの名前を読み上げている最中のことであった。


    「──さん。後ご藤とうさん？」


    　何度も名を呼びかけてみるも返事がない。


    「後藤さんがいません。同じ部屋の鈴すず木きさんもです」


    　そんな声が上がると同時に、にわかに周囲がざわつき始める。


    　面倒臭いことになったなと小春が思っていると、部屋に続いている廊下からばたばたとこちらに走ってくる足音が聞こえた。


    「すみませんっ!!　遅れました!!」


    　先ほど名を呼ばれていた後ご藤とうが、ひどく慌てながら談話スペースまでやって来た。


    「鈴すず木きさんはどうしました？」


    　峰みね岸ぎしの声は落ち着いているも、感情を窺うかがわせぬ冷徹さがあった。


    「……す、鈴木さんは今……体調を崩していて……それで」


    「そのような時は、点呼の時間より前に『相部屋の者が事前に報告しておく』という規則は知っていますよね？」


    「……す。すみません……私も、寝坊してしまって……」


    　そうして俯うつむく後藤に対し、峰岸は自みずからが持っていた帳簿に目をやった。


    「ペナルティとしてこの寮のトイレ掃そう除じを一週間担当すること」


    「そ、そんな!!」


    「ここでの生徒たちの生活規則は誰だれもが平等に守られています。当然ながら、例外を認めるわけにはいきません」


    「でも──っ！」


    「……わかりました、二週間にしましょう」


    　口調だけは優しい峰岸のその言葉に、少女は完全に言葉を失ってしまう。


    　それから峰岸はぐるりと生徒たち全員を見回すと、先ほどと変わらぬ冷たい口調でこう言い放った。


    「いいですか皆さん。ここで定められている規則は絶対です。しかし、それだけを守っていればあなたたちの自主的な活動をとやかく言ったりはしません。忘れないように」


    　しんと静まりかえる談話スペース。


    「──Ｃクラス委員長」


    　そんな一瞬の静けさをまたしても峰岸の言葉が打ち破ると、呼ばれた少女がびくっと一瞬肩を震ふるわせてから素早く顔を上げた。


    「は、はい！」


    「これで全員ですか？」


    「はい！　以上で全員になります」


    「よろしい。では解散します。朝食を摂とった者から、速すみやかに登校しなさい。以上」


    　峰岸が固い表情を崩さぬまま談話スペースを出て行くのを、生徒たち全員が見守っていた。やがて彼女の姿が見えなくなると、それまであった空気の緊張が一気に弛し緩かんしていった。


    「はぁーっ。峰岸もう嫌いやだぁ」


    「変なプレッシャーかけるから余計緊張するよ、あの人」


    　そうして次々に飛び出す峰岸への文句の数々。


    　それらを耳にしながら、小こ春はるは小さく息を吐いて食堂のほうへと歩きだす。


    　Ａクラスの委員長である彼女の立場上、そのような発言は厳しく取り締まらなくてはならないという責務もあるのだが、正直このような一つ一つの小さな不満までいちいち取り締まっていてはとても身が持たない。


    　特に峰みね岸ぎしは生徒たちに対してかなり厳しく指導を行うことで有名な教師である。


    　限られた人数下での生活には多少なりともガス抜きが必要でもあろうとも思うので、峰岸に対する愚痴は言わせるままにしておくほうが、後々こちらに不満が向いてこないだけマシだと小こ春はるは思っていた。


    　もちろんそういった愚痴がもし峰岸本人に聞かれた場合には、自己責任でどうにかしてもらうしかないのだが。


    　そう思いながら、先ほどからずっと背後に険悪なオーラを放っている存在に気付いて、小春は不快感を露あらわにする。


    　点呼の時に少しだけ言い合った同じＡクラスの生徒──妹せの尾お凛りん子こ。


    　そんな彼女の敵意に満ちた視線を無視し続けていると、多た美みが後ろからトコトコとこちらに向かってやって来た。


    「小春ちゃん、あの～……」


    「何も言わなくてもなんとなくわかるよ。言いたいことはね」


    　凛子に睨にらまれていることをわざわざ言いに来てくれたのだろう。


    　そんな小春の予想は当たっていたようで、多美はこそこそと声を潜ひそめて話しだす。


    「ど、どうして凛子ちゃんにはいつも厳しいの？　他ほかの子にはそれほど厳しくしてないよね？」


    「別に凛子にだけ特別厳しくしているつもりはないよ」


    　早く歩いているつもりはなかったのに、多美は小春の足並みに遅れを取っていた。


    　そのことに気付いた小春は彼女の歩みに合わせる。


    「ただ凛子は昔からあたしのことを敵視して何かと突っかかってくるし。委員長の仕事の邪魔をするような態度をわざと取ったりするから」


    「で、でも敵視っていうなら、それは小春ちゃんも同じなんじゃ……」


    　振り向くと睨んでいると勘違いしたのか、多美がびくっと肩を震ふるわせる。


    　そのつもりはなかったのにと思いながら、小春は優しく彼女に言った。


    「別にあたしはなんとも思ってないよ」


    



    　＊＊＊


    



    　小春たちのやや後方を歩いていた妹尾凛子は、他の生徒たちと食堂へと向かいながらも、先刻のやりとりを思い出し腹の虫が収まらないといった様子で、隣を歩く綾あやにぷりぷりと悪態を吐つきまくっていた。


    「あいつもう本っ当ーに大っ嫌いっ!!」


    「昔っからいいんちょーに嫌われてんもんねー、凛りん子こは」


    　隣を歩く同じ部屋の相あい沢ざわ綾あやがのんびりと凛子にそう告げた。


    　ゆるい着こなしの制服にかかった髪を揺らしながら、彼女はさらに口を開く。


    「アタシだって、ふざけてたりしたら注意されるけどさぁ。いちいち反発したりせず大人しくへいへい答えて従っておけば、あのいいんちょーは別になんも言ってこないよ」


    「ど・こ・が!?」


    　噛かみつかんばかりの勢いで声を荒らげる凛子。


    「あいつさっき絶対、峰みね岸ぎしの前でわたしを吊つるし上げるつもりだったじゃんか！」


    「いや、でも『はぁ～～～い』みたいな返事。ありゃ怒られるわ。『はぁ～～～い』とか」


    「そんなだらしない返事してないっ!!」


    　してたと思うけどなぁ、となおも食い下がる綾にふんっと鼻を鳴らして、凛子は前を歩く小こ春はるを睨にらみつけた。


    　小春さえいなければ、という思いはこれまでずっと凛子の中にあった。


    　勉学の成績は凛子も優秀だったが、いつも彼女に今一歩及ばないままだった。普段の素行も完かん璧ぺきな小春は、教師や研究者からの評判もすこぶる良く、そのせいなのかどうかはわからないが、毎年選出される各クラスの委員長にしても、小学校の時からずっと小春が選ばれ続けているのだった。
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    　この学園内で委員長という言葉がしっくりくる人物は、彼女以外にないとすら言われているほどに、およそ欠点らしい欠点が全まつたくない生徒であった。


    　それが凛りん子こには何よりも気にくわない。


    　あれだけ外そと面づらが良く完かん璧ぺきな人間でも、どこかで必ずボロを出すはずだと、そう常々思っているのだった。


    「──ねぇ綾あや」


    「ほいほい、なんですか？」


    　その相あい槌づちの仕方が少し引っかかるも、凛子は続けた。


    「委員長って、絶対に裏で変なことやってるって思わない？」


    「またそれぇー？」


    　綾は呆あきれたように声を上げると、


    「どーしてそんなにやっかむのかなぁ？　いいんちょーに勝てないからってひがむの見苦しいよー」


    　そこで綾は、周囲の空気が熱を帯び始めたことに気がついてはっとなった。


    　隣の凛子を見ると、彼女はぶるぶると怒りに身体からだを震ふるわせていた。


    「あんたねぇ……それ以上は──」


    「わ。わ。ちょっとタンマ!!　アンタまたアタシの前髪を焦がすつもり!?」


    　彼女の『能力』でさらに空気の温度が上昇していく。


    　これ以上はさすがにまずいと思った綾は、慌てて凛子に向かって手をこすり合わせた。


    「悪かったって!!　早く抑えて抑えてっ!!　『生徒会長』にバレちゃうよ!!　ただでさえアンタの『能力』は目立つんだから!!」


    　何度もぺこぺこと頭を下げると、ようやく凛子は落ち着きを取り戻したように、


    「──ふん。何が『会長』よ。ただの噂うわさでしかない存在にびびっちゃって」


    　と鼻を鳴らしてそっぽを向いた。


    　綾は額ひたいの汗を拭ぬぐいながら、


    「……てゆーか、いいんちょーのことになるとすぐ頭に血が上るのやめてよ！　凛子の『能力』ってはた迷惑なんだからさぁー」


    「あんたが余計なこと言わなきゃいいだけだし」


    「はいはい。アタシが悪かったっす、さーせんしたー」


    　まだ少し綾の言い方に苛いら立だちを感じたが、気にせず凛子は再び小こ春はるのほうを向く。


    　高校生となった今こそ、小春には絶対に負けたくない気持ちがあった。


    　──なんでも完璧な委員長だなんてわたしは認めない。いつか絶対あの子を超えてやるんだから！


    　そうして食堂に向かう間ずっと、凛りん子こは憎々しげに小こ春はるの後ろ姿を見つめ続けていた。


    



    　＊＊＊


    



    　朝のＨＲ前、大だい治じ郎ろうは死んだように机に突っ伏していた。


    　美少女に逆ナンされるという快挙があったというのに、そのような場面でも格好のつかなかった大治郎は今、大いに自みずからのスケベ心を呪のろっていた。


    　余計な性欲など出さずに、あのままＤＶＤを返却しておけば良かったと痛烈に後悔する。


    「なぁ……蔵くろ人うど」


    　大治郎が前の席に座っている友人に呼びかける。


    「なんだ」


    「もしこの学校に女子がいたとして、自分が借りてきたレンタルＡＶを同級生女子に発見されたらどう思われるかな？」


    「まぁ内容にもよるな」


    「内容って？」


    「ものによってはひどく性的嗜し好こうを疑われるということだ」


    　蔵人は眼鏡めがねを押し上げると、突っ伏したままの大治郎の机に手をかけながら言った。


    「清純系やアイドル系ならおそらくセーフ。コスプレというジャンルでいえば。スク水やら制服、ブルマも俺たち高校生なら対象年代が同じということもあるし、まぁ許されるかもしれん。だが、職業別辺りから派生した、メイド系辺りから徐々に雲行きが怪しくなり、アニメ系のコスプレでややデンジャーゾーンになり始め、熟女、人妻、寝取られ、近親系などのシチュエーションまで加味されてくるごとにレッドゾーン。そこに緊縛ＳＭや痴漢、盗撮やら露出系というカテゴリーにまで向かってくると──」


    「わかった、もういい」


    　蔵人に聞いても答えは見つかりっこないと大治郎は思った。


    「なぜそんなことを聞く？」


    「なんとなくだよ、なんとなく」


    　はぐらかすように答えて彼から顔を背そむけたその時、クラス内ですでにいくつかのグループが出来ていることに大治郎は気付いた。


    　とりわけ教室の中央で大騒ぎしているのが最大勢力の集団で、その中心にいるのは金髪の坂さか井い亮りようをはじめとする声の大きい奴やつらであった。


    　当の亮はまだ来ていないのかと大治郎が思ったその時、


    「おおお────っっっすぅぅううっっ!!」


    　大治郎と蔵人の席の近くのドアが開くと、拡声器で喋しやべっているんじゃないかと思われるほどの大声で坂さか井い亮りようが叫んだ。二人はびっくりしながら彼を凝視する。


    「ん？」


    　その視線に気付いた亮が、二人をじろじろと見つめる。


    　そうして蔵くろ人うどに向かって指を差しながら、


    「君はキモオタくん？　それで──」


    　と呼びかけると、今度は大だい治じ郎ろうに向かって指を差しながら、


    「──こっちは、サエナイくん？」


    　と言って、そのままにやーっと笑うと、急に二人の肩をバンバンと叩たたき始めた。


    「よろしくなーっ！　キモオタくんとサエナイくんっ!!」


    　そうして大声で笑いながら、亮は教室の中央で集まっている連中のほうに向かっていき、輪に加わるなりそのうちの一人が亮の肩に腕を回した。


    「なぁ亮。今度の女子高との合コンはマジで頼むぜ！　お前のそのテンションさえありゃ絶対にうまく行くんだからよー！」


    　肩に腕を回されながら、亮は先ほど大治郎たちに話しかけてきたテンションと全まつたく変わらない様子で陽気に笑いだす。


    「おうおう任せろって！　オレがいれば全部完かんっ璧ぺきに成功すっからっ!!」


    　そうして「いえーい」とそのまま二人でハイタッチし合って、またしても馬ば鹿かデカい声で笑いだす。


    「……亮って奴やつ、なんだかすげーな」


    　大治郎が教室中央で盛り上がっている様子を傍観しながらそう呟つぶやく。


    　新しいクラスになってから二日目だというのに、すでに亮はクラスの人気者としてのポジションを獲得している。


    「り、理解不能だ……っ、リア充の思考回路はっ!!　何がキモオタくんだ……っ!!」


    　よほど蔵人は『キモオタくん』というニックネームが気に入らなかったらしい。


    　亮が開けっ放しにしたままのドアを閉めようと大治郎が席を立つと、ちょうど昨日大治郎が偶然肩をぶつけてしまった相手であるＨＩＰＨＯＰの兄ちゃんがやって来た。


    　キャップに音漏もれさせたヘッドホン、学ランからはみ出た大きめのパーカーの出いで立たちで大治郎と蔵人が座っている席を通り過ぎると、クラスの連中の誰だれとも挨あい拶さつをかわすことなく、教室の一番後ろの席へと座る。


    　昨日ちらりと見ただけだった大治郎は、この時あらためて彼の顔をしっかりと見た。


    「……蔵人。アイツって、かなりイケメンなんじゃねーか？」


    　そう話しかけると、蔵人は彼のほうへ振り返ってじっと眼鏡めがねの奥の目を細めながら言った。


    「確かに端正な顔立ちだが、あの様子じゃクラスの誰とも打ち解ける気などないだろう」


    　その感想通りに、昨日も彼は始業式が始まる直前までずっとヘッドホンを外さず、その後教室に戻ってからの自己紹介でも実に素そっ気けない態度で短く済ませてすぐに着席してしまったのだった。


    　中なか井い達たつ也やと名乗っていた気がすると、大だい治じ郎ろうは思い出しながら、今もなおヘッドホンをしたままむっつりと机に脚をかけている彼のことを見つめる。


    「要するにあいつも我われらと同じタイプの人種。この狭いコミュニティ内におけるはみ出し者であり、互いにクラスの中心たるリア充たちとは一定の距離を置いた孤高の存在なのだ」


    　そう話す蔵くろ人うどは、まるで自みずからが望んでそのポジションにいるような口ぶりであったが、自分としてはこちらから一定の距離を置いたのではなく、向こうにそうされてしまった立場なのだが、と大治郎は心の中でそう思った。


    　おまけに、あの達也というＨＩＰＨＯＰ兄ちゃんはなまじ顔が整っているのもあってか、なぜか誰だれとも連つるまないでいる今の状態が不思議とさまになっている。そのせいでむしろ大治郎としては余計にこちらの陣営のほうが、クラス内で悲ひ愴そう感が強調されているような気がしてならなかった。


    　実際、所しよ詮せん二人はスケベとオタクであり、対する達也という人物は外見だけでもアウトローっぽさが存分に滲にじみ出ている。


    　どちらがクラス内における孤高の存在かといえば、それは言うまでもなく後者であり、似て非なるどころかそもそも全まつたく似ていない異物同士なのであった。


    「そういえば大治郎、明日の放課後のことは覚えているだろうな？」


    「放課後？　なにかあったっけ？」


    　大治郎が首を捻ひねっていると、蔵人はわざとらしく大きな溜ため息いきを吐つきながら言った。


    「ともにアニメショップに行って、こよりちゃんのお一人様一枚限りのボイスドラマ付き限定ＣＤをゲットするという約束をしただろうが」


    「あーはいはい。俺も一枚買うのね。でもなんで同じの二枚も買うんだよ」


    「馬ば鹿か者!!　一枚目は視聴用、二枚目は保存用だっ。何度も言わせるな!!」


    　確かに以前にも聞いた気がするが、その「保存用」というのがわからない。


    「わかったよ。付き合うわ」


    　そう言って頷うなずくと、蔵人は当たり前だとばかりにふんと鼻を鳴らした。


    



    　＊＊＊


    



    　ちょうど三時間目の授業が行われ始めた頃ころ、


    　──眠い……。


    　二時間目の授業の時まではそれほどでもなかったものの、三時間目の初め辺りから、小こ春はるは少しだけうとうととし始めていた。


    　数す寄き柳やなぎ学園の教育施設には、彼女たちが幼い頃ころから勉学を教え続けている教師が担任を含めて八名在籍しており、高等教育となった今ではその一人一人がそれぞれいくつか複数の教科を掛け持ちしながら授業を担当している。


    　今は地理や歴史を教える教師であり、小こ春はるたちのＡクラス担任でもある若わか尾おが授業を行っていた。今年で四十歳になろうとする彼女の声は、昔から優しくゆったりとした響きを伴っているために、生徒らからはずっと眠気を誘う授業と評判の教師でもあった。


    　さすがに寝不足の状態で彼女の授業を受け続けるのは、相当の強い意志がなければ厳しいものがある。それでもわずかな隙すきにふっと意識が途切れそうになったその時、不意に後ろの席にいた多た美みに背中をつつかれ、小春ははっと覚かく醒せいした。


    　一体何事かと後ろに気をやっていると、やがて机の下のほうから多美の手が伸びてきた。


    　その手にはノートの小さな切れ端が握られている。


    　小春はそっとそれを受け取ると机の上に広げてその中に書かれた内容を読み上げた。


    『しりとりしよ。最初はわたしからで！　【アジサイ】』


    　なんだそりゃと思いながらも、小春はつい寝落ちしてしまいそうだったところを起こしてくれた多美に心の中でそっと感謝をする。


    　──アジサイって、確か多美が一番好きな花だったような。


    　去年までいた山奥の研究所の施設の中にはアジサイの花が咲いていて、多美は開花の季節になるといつも花の近くまで行ってじっと眺めていたのを思い出す。


    　──何か、思いつかないかな。


    　ふと時計を見ると、時刻は間もなく十一時になろうとしていた。食堂で全員が朝食を摂とったのは七時半なので、お腹なかも空き始めている。


    　そこで小春は、いつか必ず食べてみたいと思っていたデザートの名前を思いついた。


    　多美の字で『アジサイ』と書かれたその下に『イチゴパフェ』と書き連ねると、後ろ手に紙を握ってそっと送り返す。


    　そうして再び戻ってきた紙には『わたしはチョコパフェがいい！』という元気な文字が書かれていた。


    　小春は「しりとりじゃなかったのか」とそのまま声も立てずに笑ってしまうと、ちょうどその時に三時間目の終了を告げるチャイムが鳴り響いた。


    「それでは今日のところはちゃんと復習しておいてね」


    　若尾の言葉を聞きながら、小春は窓の外を見つめてぽつりと呟つぶやいた。


    「パフェかぁ……」


    



    　その日の授業の全すべてが終わっても、小春の一日はまだ終わらなかった。


    　今日は週に一度定期的に行われている研究所での検査の日で、少女たちはそれぞれ体操服に着替えてから順番に移動を行う。


    　小こ春はると多た美みも着替えを済ませると、そのまま研究所へと向かっていった。


    　まず最初に健康診断の要領で、血圧や心電図などだけでなくＭＲＩやＭＲＡなどで脳も詳しく調べていく。


    　耳たぶに注射器を刺して行う採血を済ませると、最後に簡単な問診があってから、今度は能力者ごとにそれぞれ別室へと移動していく。


    　ここからは能力者それぞれの『能力』測定である。


    「じゃあ小春ちゃんまた後でね」


    　そう言って多美が手を振りながら女性研究者に連れられていくのを見送ると、程なくして小春にも見知った研究者の久ひさ石いしという女性がやって来た。


    　久石に連れられて案内された部屋はいつもと同じ、普段授業を受けている教室と同等の広さの部屋で、そこで小春は先ほどの健康診断以上の数十ものコードを取り付けられた。


    　おそらくこれらは全身の筋肉の収縮や、能力使用時の脳波の動きなどの細かい動きを全すべて調べているのだろうが、さすがにこれだけの幾十ものコードの一つ一つが何を測定するものなのかまでは、未いまだに小春もよくわかっていなかった。


    『──それでは、順番に鉄球を移動させてください。まずは一メートルから』


    　これはその部屋の左側に置かれた鉄球を、右にある指定された部分へと『念動力サイコキネシス』で移動させる実験だった。


    　左側には様々な重さの鉄球が並べられており、軽いものでパチンコ玉サイズの五グラム、重いもので宅配ピザほどの直径の五十キログラムがあった。


    　鉄球はそれぞれの重さの鉄球に合わせた窪くぼんだ形の指定台座があり、その場所まで丁寧に移動させ、置くことが条件である。


    　一メートルというのは鉄球と小春までの間の距離のことで、一通りの鉄球を指定台座まで移動させた後は、


    『──次は二メートル』


    　と、順番に測定していく。


    　当然距離が近ければ近いほど動かせる鉄球の重さは大きく、鉄球を正確な位置へと移動させることはより精せい緻ちになるが、離れれば離れるほど重さの限界も動かす正確性も失われていく。


    　それらが小春にとって、どこまでの範囲までならば可能であるかというのを知るための測定であった。


    『──以上で終了です。お疲れ様でした』


    　そうしたアナウンスが流れるとともに、久石が近づいて来た。


    「灰はい島じまさんお疲れ様」


    「お疲れ……様です」


    　何度かに分けられて能力の限界まで測定されるために、その疲労度も並じゃなかった。息を乱しながら小こ春はるがそう返事をすると、久ひさ石いしは何重にも積み重なったデータ出力紙の山をめくりながら、ボールペンの尻しりで頭を掻かいて説明を始める。


    「あなたの能力には特に変化なし、と──最近は生徒たちの中でも、能力に変化が見られてね。元々あった能力の応用、もしくは派生といったような能力が使えるようになってる子もいたりするんだけど……そのせいで計測も大変」


    　そこまで話すと久石はコードを取り外し終わった小春を振り返って、出入り口のドアをゆっくりと開けた。


    「もし何か新しい能力が生まれたりしたらちゃんと報告ね。まぁ灰はい島じまさんは隠すようなタイプの子じゃないし、それほど心配してないけどね」


    　そうしてようやく全すべての検査が終わって外に出た小春は、再び学校へと戻って体操服から制服に着替え直す。


    「……はぁ」


    　普通の生徒ならばこれでようやく今日一日の終了となるのだが、さらに小春はクラス委員長として一日の出来事を記した報告書を担任に提出しなければならなかった。


    



    　これが終われば今日一日の終了だと思いながら、小春は職員室のドアをゆっくりと開けた。


    「──失礼します」


    　一礼をしながら中に入っていく。


    　ほとんどの教師は帰ってしまっているようで、職員室には若わか尾おと他ほか二名のクラス担任以外には誰だれもいなかった。


    　小春は若尾のデスクにまで行くと、


    「先生。今日一日の報告書です」


    「あら、灰島さん。ありがとう」


    　若尾は椅い子すをくるりと回して彼女のほうを向き、差し出された報告書を受け取る。


    「……なんだか顔色が良くないね？　寝不足？」


    　いきなり図星を突かれて、小春は慌てて顔の前で手を振った。


    「そ、そんなことないです！　普通です普通！」


    「そうかなぁ？　無理してない？」


    　若尾は口元に笑えみを浮かべながら報告書をめくる。


    「新しい校舎に引っ越したばかりだし、環境に慣れていないとかなら、いつでも相談してね」


    「はい……」


    「私をあなたたちＡクラスみんなのお母さんだと思って」


    　それは彼女が生徒たちに向かってよく言う口癖であった。


    　小こ春はるはその言葉を聞くたびになんとなく気恥ずかしくなって、曖あい昧まいな笑えみを浮かべながら俯うつむいてしまう。


    　ほんわかとした優しい雰囲気の彼女から出るその言葉一つ一つが、小春にはくすぐったくてたまらない。普段学園には研究者や教師と、それこそ実に様々な人間たちが彼女ら能力者と接しているのだが、少なくとも小春は、この若わか尾おという教師から滲にじみ出てくる優しい空気が大好きであった。


    　若尾は、今朝の朝礼で起きたＣクラスの生徒の遅刻についての報告を読み上げると、うーんとうなり声を上げながら背もたれに身体からだを預けた。


    「なるほどねぇ……トイレ掃そう除じ二週間か」


    　基本的に委員長は自分のクラス内で起きた一日の出来事だけを報告書に書くことが仕事なのだが、最後にある追記の欄だけは、委員長自身が個人的に思ったことを自由に記載して良いとされている。


    　小春は今朝の朝礼のことをそこに追記することで、若尾に進言したいことがあった。


    　そして現在、背もたれに身体を預けたままの若尾もまた、小春がこの欄に何かを記入する時はいつもそのような進言があるということを、これまでの経験でよくわかっていた。


    「──ということで、峰みね岸ぎし先生のことなんですけど」


    「やっぱりそれかー……」


    　どうやらこれから小春が言い出すことを想定しているらしく、報告書をデスクに置くとそのまま頭を抱かかえるようにして若尾は彼女に振り返った。


    「先生にとってはね、峰岸先生は上司だってことわかってる？」


    「わかってます。でも、最近は厳しすぎるような気がしています」


    「まぁ新校舎に移ってからはずっとピリピリしてるって、他ほかの先生たちの間でも噂うわさになってるけど」


    　若尾を含め他八名の教師は、いずれも皆学園の外に居を構えているのだが、教育機関側の最高責任者でもある峰岸だけは、この研究施設内にある職員宿舎で暮らしている。


    　峰岸は他の教師にまでは話がいかないような研究機関とのやり取りもしているらしい──ということはこれまで小春も何度か若尾から聞かされてはいた。


    「色々思うことはあるだろうけど、峰岸先生はそれでもちゃんとあなたたちのことをいつも考えてるんだから。それだけはわかってあげてね？」


    「……そうでしょうか」


    「罰則は峰岸先生の裁量に任されているとはいえ、トイレ掃除二週間はさすがにちょっとキツいかもね。でもこれよりキツい罰則はいくらでもあるし、特に厳罰対象事項を犯した場合はこんなものじゃ済まないんだから」


    「教師や研究者への能力使用ですね」


    　若わか尾おは頷うなずいて小こ春はるの後に続ける。


    「無断外出もだよ」


    　そのような若尾の言葉を聞いて、小春は無表情を装いながらも内心では物もの凄すごくドキドキと心臓が激しく脈動していた。


    「はいお疲れ様。灰はい島じまさんももう寮に戻っていいよ」


    　その言葉とともにぺこりと一礼し、そのまま小春は職員室を出ようとドアに手をかけたところで、


    「あ、ゴメン。やっぱちょっと待って。灰島さん」


    　と、再び若尾が呼び止める。


    「さっきの無断外出の話なんだけど」


    　小春は一度は鎮まりかけたはずの心臓の鼓動が、またもどくどくと激しく動きだすのがわかった。


    　──バレるはずない。


    　そうは思うも確実にそうだとは言い切れない、その極ごく々ごく小さな不安という塊かたまりがそれ以外の感情で多く満たされているはずの心の中で、異様な存在感を放っていた。


    　あくまでそのような動揺は顔に出さずに小春が若尾を見つめていると、やがて彼女はゆっくりと口を開いた。


    「……学園側も馬ば鹿かじゃないから、一見なんてことない警備であってもそこは十と重え二は十た重えに対策を練っているってわけ。以前よりも校舎が街に近くなったのもあって、もしかしたら峰みね岸ぎし先生もそのことを不安視してピリピリしているのかも、ってね」


    「そう……かもしれないですね」


    「灰島さん。なぜ今そんなことをあなたに話したのか、わかる？」


    　少しだけ考えてから、小春は告げた。


    「無断で外に出れば周囲に被害を為なす恐れがある……そのことをあたしがちゃんとわかっているか確認したかったから、ですか」


    　若尾はどこかほっとしたような視線で小春を見つめて言った。


    「その通りよ。たとえあなたたちにそのつもりはなくても、ふとした時にそういうことが起こってしまう可能性は十分にあるから。もう十六歳の高校生だし、外への好奇心がますます強くなってくる年とし頃ごろだとは思うけどね」


    　小春は無言で頷く。


    「あなたがわかっているなら安心よ。もちろん学園側だってそうならないように警備は怠おこたらないつもりだけど、生徒たちとの距離が一番近いのはやっぱりクラス委員長のあなただから」


    「近いといっても、あたしのことを煙たがって距離を置く人もいますけどね」


    　凛りん子こを頭に思い描きながら小春がそう言うと、若尾は困ったような表情を浮かべる。


    「一部にそういう子も出てきてしまうのは仕方がないけど、なにも全部あなたが背負いこむことじゃないのよ」


    「そう……ですね」


    　若わか尾おの言葉に相あい槌づちを打ちながら小こ春はるは思う。


    　生徒たち同士で揉もめごとが起きたとき、それを取り締まるのは委員長の役割だ。


    　だけど、もしその当事者が自分と凛りん子こだった場合は誰だれがそれを止めるというのだろう。


    「ほら、あなたたちがよく噂うわさしている生徒会長さんもいることだし」


    　冗談っぽく笑えみを浮かべながら若尾が言う。


    　生徒会長──それは小春が務めるクラス委員長よりも上位とされる役職のことで、全すべての生徒たちをいつでも監視して、規則を破る生徒たちを密ひそかに取り締まっていると以前から生徒たちの間で噂されている存在のことだった。


    「生徒会長なんて……本当にいるんですか？」


    「別にいるかいないかなんて重要じゃないと思うの。生徒会長っていう存在があなたたちの抑止力になっていればそれでいいじゃない」


    　生徒たちの幾人かは本気でその存在を信じているが、小春はそんな存在などあるはずがないと思っている。


    　現に昨夜も学園を抜け出しているのに、未いまだその生徒会長からなんのお咎とがめもない。


    　所しよ詮せんそれは噂だけのものでしかない、と小春は思っているのだった。


    「とにかく委員長として、今後もよろしくね灰はい島じまさん」


    「失礼します」


    　若尾に頭を下げて小春は職員室を後にした。


    



    　＊＊＊


    



    　寝転がったままの大だい治じ郎ろうが時計を見ると二十三時十五分前だった。


    「そろそろか……」


    　ぽつりと口に出しつつも、大治郎はあの灰島小春という子が約束通りに現れないかもしれないと思っていた。それにもし会えたとしても、どんな顔をして会えばいいのかもわからなかった。


    　あの子の顔を思い出して悩んだ末に、大治郎は布ふ団とんの上で転がっていた身体からだを起こして廊下に出た。


    　するとふすまの開いた音が聞こえたのか姉がぬっと自分の部屋から顔を出して、


    「なぁに。また今日もどっか行くのー？」


    　と非難めいた視線で彼を睨にらみつける。


    「ちょっと約束があってさ」


    「それは構わないけど、こんな夜更けにあんまりふらふらすんじゃないよ」


    「なぁ姉ちゃん」


    　顔を引っ込めようとする姉に向かって、今度は大だい治じ郎ろうが声をかけた。


    「俺ってもしかして結構スケベ？」


    「……はぁ～？　いきなり何その質問？」


    　面倒くさそうに顔をまた出すと、姉は考えるまでもなく大治郎にはっきり告げる。


    「もしかしなくても超スケベだよ！　お父さんと一緒でスケベのムッツリ野郎!!」


    　姉の言葉が聞こえたらしく「ムッツリじゃねーよっ！」という荒らげた声が、父の部屋から聞こえてきた。


    　大治郎はさらに姉へ疑問を投げかける。


    「なら姉ちゃんに聞くけど、スケベな男って女の子にとって恋愛対象になるのかな？」


    「なんだその質問は」


    「その……俺って話せる知り合いの女子がいないし。だから教えてほしくて」


    　姉はふと何かに気付いたような顔になって大治郎に向き直った。


    「ひょっとして、これから会う約束がある子って、女の子なの？」


    　姉の問いに大治郎は黙って頷うなずいた。


    　そして自分にとって一番近い異性である姉に思い切って尋たずねる。


    「女の子って、スケベな男が嫌いなのかなぁって思ってさ!!」


    　正直、姉に爆笑されても構わないと思っていた。家族にそのようなことを聞く屈辱にすら勝るほどに、大治郎はなんとしても異性からの意見が聞きたかったのだ。


    　しかし、いつまで経たっても姉は笑いださない。


    　あれ、と思って大治郎が首を傾かしげていると、


    「スケベな男かどうかなんて、何も関係ないに決まってるじゃない」


    　からかうことなく、優しく諭さとすような声で姉はそう告げた。


    「アンタはアンタなんだし、ありのままの自分を見せればきっと大丈夫」


    「ありのままの……自分」


    　それはあまりに月並みな言葉ではあったが、すっと胸のつっかえが取れたような気がした。


    「そう。そして、男は女の子を幸せに出来るかどうかのほうがずっと大事！　……お父さんはどうしようもないほどのスケベだけど、お母さんはそんなお父さんを見て呆あきれながらも、毎日幸せそうに笑ってたから」


    　姉は一瞬しんみりとした表情を見せたが、すぐにパッと明るい顔になって笑いだす。


    「そら、行っといで！　夜遅くに女の子待たせてんじゃないよ！」


    「わかった。行ってくる！」


    　そうして外に飛び出すと、大だい治じ郎ろうは自転車を掴つかんでペダルに足をひっかける。


    　根拠なんて何もなかったけれど、小こ春はるがやって来そうな気がしていた。


    　スピードが徐々に上がっていくと、そのまま深夜の街灯や自動車のテールランプで彩られた東ひがしヶが丘おかの街がいつもよりも綺き麗れいに瞳ひとみの中に飛び込んでくるように感じられるのだった。


    



    　＊＊＊


    



    　消灯時間の過ぎた数す寄き柳やなぎ学園の寮の一室──。


    　小春が右を向いて多た美みに顔を差し出すと、


    「じっとしててね──」


    　という言葉とともにそっと彼女の指先が耳たぶに触れる感触があった。


    　やがて、


    「──はい、取れた」


    　と彼女がゆっくりその手の平を開いてみせると、そこにあったのは先ほどまで小春の耳たぶの中に埋め込まれていたゴマ粒ほどの大きさの小型チップだった。


    　今日の夕方行われていた健康診断に組み込まれていた「採血」が、この小型チップの埋め込み作業も兼ねていることに気付いたのは、まだ山奥の研究所にいた去年の冬のことであった。


    　それまでにも健康診断の直後はいつも耳たぶに違和感を覚えていた小春が、ふとした時に多美にそのことを打ち明けたのがきっかけであった。


    　──わたしそれ、取り出せるかも。


    　多美は、自分自身とそれに触れた物や人を範囲五十メートル以内の距離であればどこにでも瞬時に移動することが出来る『空間移動テレポーテーシヨン』の能力を持っていた。


    　これまでずっと彼女自身もその能力だけしか持っていないと思い込んでいたのだが、ある日を境に多美にはその能力とは別の新しい力が生まれていたことに気付いた。


    　それは、触れずに物質を移動させることが出来る能力である。


    　小春の『念動力サイコキネシス』とも似ているが、障害物に干渉されないで移動が可能という点で全まつたく異なっていた。


    　──なら、さっそくやってみよう。


    　そうして出てきたのがこの小型チップだった。


    　最初はこれが一体何の目的で埋め込まれているのかまるでわからず、何やら不穏な事情を感じた二人は、再び耳の中へと戻してその日は終わったのだった。


    　チップの目的がわかったのは、それからさらに数週間が過ぎた頃ころ。


    　健康診断で一人一人が採血を受けていると、小春は採血をした研究員がしきりに腕時計を気にしていること気付いた。


    　興味本位でそれを覗のぞき見ると、そこにはたった今採血をしたばかりの生徒が次々とこの場所の地図とともに表示されていたのだった。


    　このことで小こ春はるは、研究員がつけていた腕時計は生徒たちの居場所を特定するＧＰＳの受信装置であると知り、採血と称して埋め込まれていた小型チップはそのＧＰＳの発信器であることがわかったのだった。


    　外出を禁じているにもかかわらず警備が手薄な理由も、おそらく生徒たち全員がこの小型チップを埋め込まれているからだと、その時小春は気付いたのだった。


    「ありがと、多た美み」


    　小春がそう告げると、多美はにっこりと微笑ほほえんだ。普段ならすぐに寝付いてしまう彼女だったが、小春が無断外出を始めてからは、さすがに彼女が無事に戻ってくるまで安心出来ないのか、眠らずに起きていた。


    「気をつけてね」


    　これで三度目の見送り。不安げな表情で手を振る多美だったが、すでに最初の時ほどの緊張はないようだった。小春も手を振り返してからそっと部屋のドアを開ける。


    　そうして音を立てずに部屋を出ると、外出経路にしている一階のトイレへと向かった。


    　トイレ内の高い位置にある窓の鍵かぎを開けて窓枠に飛び移ると、小春はくるっと器用に一回転して寮の外へと飛び出す。すぐに振り返って右手をかざすと、開いていた窓が『念動力サイコキネシス』で静かに閉まり、ガラスの向こう側で鍵がかけられた。


    　小春の『念動力』は対象が見えている状態ならば、たとえガラス越しであっても自在に動かすことが出来るが、あまりに遠方にあるものはその能力は届かない。


    　離れた距離のものがどこまで動かせて、何キログラムまで持ち上げられるのか、学園側がテストで測った結果はこちらに知らされないため、小春自身もその正確な数値はわからなかった。


    　でも、日常生活の中でなんとなく気付いたことはある。


    　それは対象物が近ければ近いほど、より正確に思い通りに動かせるということである。


    　昨日と同じ黒のパーカーを着た小春は、闇夜にまぎれて外壁まで移動していく。


    　本当ならばもっと可愛かわいい服を着て行きたいところだが、外出経路のことを考えると動きやすい格好で歩くことが優先された。


    　カメラ位置の死角を歩き、やがて敷地内をぐるりと取り囲む外壁の前までやって来ると、暗がりの中、昨日も通った蜘く蛛もの巣状のひび割れ箇所にまでたどり着いた。


    　このひび割れは、小春が今から一週間ほど前に偶然見つけたものだった。


    　その日はまだ新しい学園にやって来たばかりで、敷地をくまなく探索をしようと隅々まで歩き回っていた時に、この外壁のひび割れを見つけた。ふと好奇心が湧わいた小春が『念動力』を使ってそこに力を加えてみると、驚くほど容易たやすく崩れて穴が開いてしまった。


    　慌てて再度『念動力』を使って穴を元に戻し、その場を立ち去った小春だったが、部屋に戻ってすぐに思いついたのが、あの耳たぶに埋め込まれた小型チップだった。


    　二つの要素を組み合わせた小こ春はるは気付いた。


    　──外に出られるかもしれない。


    　それから学園内のカメラの死角場所から外出経路を考え、実際に外出が可能であるかを実験してみたのが一昨日のことだった。


    　山を散策して一〇分と経たたずに戻ってきただけだったが、翌日、教師も研究者も誰だれ一人として小春の無断外出に気付いている気配はなかった。


    　昨夜は二度目の外出であった。


    　大だい治じ郎ろうと出会って寮に戻るまで一時間以上も外にいたのに、誰も気付いている気配はなかった。このことから小春は、カメラと小型チップの他ほかには外出を阻むシステムは存在しないと確信した。


    　そして三度目の今夜。


    　小春は壁のひび割れに右手をかざすと、ひびの集まった箇所がバラバラに分解されて、人間一人がどうにか通れそうな穴が現れた。穴をくぐり、外に出てから再び『念動力サイコキネシス』でコンクリートの破片をパズルのように組み合わせて穴を閉じると、思いっきり伸びをする。


    「う～～～んっ!!」


    　言いようのない開放感に満たされながら、小春は今朝考えていたことを思い出す。


    　──男の子と女の子が出会うってのは、もっとロマンチックなことなんだって大治郎に教えてあげるんだ！


    　大治郎のことを想おもうだけで、ほんのりと頬ほおが熱くなった。


    　小春は決意を胸に秘めて、山を下りていく。


    　すでに今夜の行き先は考えていた。


    



    　＊＊＊


    



    　レンタルビデオ店の大きな看板が見えてくると、大治郎はママチャリのまま駐車場の中に入っていった。看板の真下の駐輪場に停とめて、まだ小春がいないことを確かめてからスマホで時間を確認する。


    　ちょうど約束の時間になっていた。スマホをポケットに入れて歩道に出ると、昨夜彼女が去って行った方向を見つめてそのまま待ち続ける。


    「──おーいっ!!」


    　やがて声がしたほうを見ると、遠くからこちらに駆けてくる一人の女の子の姿があった。


    「ほ……本当に来たっ！」


    　つい大治郎はそう口に出してしまった。昨夜のＤＶＤの取り違えのせいで絶望的かと思われていた再会がこうして出来たことに感激してしまう。


    　小こ春はるは大だい治じ郎ろうの目の前までやって来ると、両りよう膝ひざに手をついて息を整える。


    「はー……走った走った！　ゴメンね、ちょっと……休憩させてね」


    　息切れして上下する背中を見つめるだけでもドキドキしていると、急にぱっと大治郎の目の前でその顔を上げてにっこりと笑う。


    「こんばんはっ」


    　昨夜と同じパーカー姿の美少女──灰はい島じま小春は、そのまま小こ脇わきに抱かかえていたレンタル袋を大治郎の胸にぽんと押しつけた。


    「はい。これが正しい君のＤＶＤです──って、もう。袋を間違えて渡したでしょ？　タイトル見て違うヤツだってすぐに気が付いたよ。ほら、そっちのほうの袋をちょうだい」


    　驚きつつそれを受け取ると、小春は頬ほおを膨らませながら反対の手を差し出していた。


    「あ。えーっと……その……これの内容のほうは──？」


    「続編ぽいタイトルだったし君も最初から観みたほうがいいって言ってたから観てないよ。でも正直あまり興味を惹ひくようなタイトルじゃなかったし、多分それは今後借りないと思うな。あ、多分じゃなく絶対に。うん絶対」


    　何な故ぜかほとんど一息でそう捲まくし立たてた小春を見て、大治郎は思わず唖あ然ぜんとしてしまう。


    「そ、そう……」


    「絶対だね。うん」


    「そうなんだ……」


    「一生ね」


    　何度も後押しをするあたり本当は観てるんじゃないかと疑っていると、突然小春は大治郎の目の前までやって来てその顔をぐいっと近づけた。


    「そんな話よりも、実はあたし一度食べてみたかったモノがあるの!!」


    　近すぎて吐息がかかってきそうだった。


    　またしてもドキドキしていると、小春は両手を後ろに回して一歩ずつ後ずさるように大治郎の前から離れていく。


    「今日はそれが食べられる店に一緒について来てほしいなぁって思うんだけど……？」


    　そう言って首を傾かしげる彼女の姿を見ながら、大治郎は思った。


    　──やっぱりこの子、絶対俺に気がある!!


    　それ以外に考えられなかった。でないと、なぜこうも積極的に自分に対して距離を詰めようとして来るのかが、さっぱりわからない。


    　そんなことを思っている間にも、小春は様子を窺うかがうように何度もちらちらと見つめてくるのであった。その仕草がまたなんともいじらしく、答えは考えるまでもない。


    「行こう!!」


    　大だい治じ郎ろうが叫ぶと、小こ春はるはみるみるとその表情を緩ゆるませていき、


    「やったぁ！」


    　元気よく笑って手を大きく空に向かって広げるのだった。


    「あ。でもちょっと待って」


    「え？」


    　大治郎がたった今返してもらったばかりのレンタル袋を小春に見せる。


    「これを返しに行ってこなきゃ。今日が返却期限なんだ」


    「そ、そうなんだ！　じゃあ早く返さないとね!!」


    　なぜか「早く」という部分を強調する小春。その反応にますますやっぱり観みているんじゃないかという疑いが増してくる。


    「それで、一体何を食べたいの？」


    　レンタルビデオ店の入り口へと向かいながら大治郎が尋たずねると、小春は待ってましたとばかりに答えを告げた。


    「イチゴパフェ！」


    



    「──二名様ご案内しまーす」


    　ファミレスの店員に案内されるがまま席に着くと、向かいに座った小春が立てかけられていたメニュー表を嬉うれしそうにテーブルの上に広げてみせる。


    「イチゴとチョコと……わぁ、デラックスだって！　これ絶対大きいヤツだっ！」


    　はしゃぐ小春をよそに、大治郎はそわそわと落ち着きなく辺りを見回していた。


    　すでに深夜帯ということもあり、客はまばらで周囲のテーブルはほとんどが空いていた。


    　大治郎たちのテーブル席は、出入り口からもキッチンからも遠く目立たない位置にあり、カップルには、どうぞ好きなだけイチャついてくださいと言わんばかりの席だった。


    　その席に大治郎は窮屈そうに身体からだを縮こませて座っていた。


    　このファミレスは学校からも近く、大治郎は何度も蔵くろ人うどと訪れているはずなのだが、今日は初めてやって来た店のような気分だった。


    　女子と二人きりという状況はいつもと勝手が違い、大治郎は会話を切り出す言葉も出てこないでいた。


    「ねぇ大治郎は何食べる？」


    「へぁっ!?」


    　唐突に下の名前で呼ばれてビクッとなる大治郎。


    　小春は大治郎の反応の意味がわからずきょとんとした視線で見つめていたが、すぐにその意味を察した。


    「あ。ご、ごめん……その、下の名はちょっと馴なれ馴なれしかった、かな？」


    　まるで叱しかられた子犬のようにしゅんと肩をすくめる小こ春はるに、大だい治じ郎ろうは慌てて手を振った。


    「そ、そんなことない!!　大丈夫！　むしろ伊い藤とうより、大治郎のほうが慣れているしっ!!」


    「本当？　それならよかった」


    　ほっと安心した笑えみを見せる小春に、大治郎も尋たずねてみた。


    「え、えーっと……俺は、灰はい島じまさん？　と呼んだらいいのかな」


    「小春でいいよ。こっちが呼び捨てしてるのに、そっちだけあらたまって呼ばれるとかえって緊張しちゃうもん」


    「じゃあ……こ、小春は何食べるの？」


    　小春がメニューを大治郎のほうに向けてひっくり返す。


    「実は迷ってるんだ。さすがにデラックスを全部食べるのは無理っぽいし……チョコかイチゴで悩んだんだけど、やっぱりここはイチゴパフェかなぁって」


    　メニューの真ん中にはでかでかとした写真で美お味いしそうなパフェが並んでいた。別に腹も減っていなかったが、かといってドリンクバーだけ頼むのも気が引けるので、


    「じゃあ俺はこっちのチョコのやつにしようかな」


    「ホントにっ!?」


    　特に考えなしで大治郎がそう口にした瞬間、小春がぐいっとテーブルに身を乗り出してきて、彼の手を握りしめた。


    　その柔らかい女の子の手の感触に、一瞬で頭の中が沸ふつ騰とうしそうになる。


    「あたしのイチゴとシェアしようよっ。ね？　ね？」


    　なおも興奮気味にそう語りかける彼女の表情があまりにも近すぎる。


    「い……いい、よ」


    　と掠かすれた声でそれだけを伝えると、息がかかりそうなほどに迫っていた彼女の表情をまともに見られず目線を俯うつむかせ握られた手元を見つめていた。小春もその視線につられるようにして目線を下げる。


    「はっ！」


    　そこでようやく自分の行動を自覚したのか、彼女は慌ててその手を離すと、そのままゆっくりと席に座った。


    「ご、ごめんね……勢いでつい」


    「い、いや、いい。問題ない」


    　ぎこちなく笑いながらそう返す大治郎だったが、内心はドキドキして心臓が爆発しそうになっていた。


    「そ、それじゃ、注文するねっ。えっと……店員さんを呼ぶ時はこのボタンを押すんだっけ？」


    　ぎこちない空気を払ふつ拭しよくするように小春が呼び出しボタンを押すと、ピンポーンという音が店内に響き渡り、すぐに店員がお冷やを持ってテーブルへやって来た。


    「イチゴパフェください」


    「俺は……チョコパフェで」


    　互いに注文を言い合い店員が去って行くのを見送ってから、小こ春はるがゆっくりとこちらを見た。


    「大だい治じ郎ろうって高校生だよね？」


    　実に今さらな質問であったが、大治郎は素直に頷うなずいて答える。


    「そうだよ。男子校の松まつ郷ざとの二年」


    　この近くの高校なのでてっきり知ってるものと思いきや、意外にも小春はきょとんとした目のまま、まるで初めてその名前を聞いたようになんの反応も示さない。


    　今度は大治郎が彼女に尋たずね返してみる。


    「小春は何年生なの？」


    「あたしは高一だよ」


    「どこの高校？」


    「──県外にある高校だよ」


    　そう答えるも、どこかその返事は素そっ気けない。


    　もしかしてあまり触れられたくないことなのかと大治郎が思っていたら、


    「女子だけの一貫校なんだけどね」


    　と、小春は自みずからの学校生活のことに触れていく。


    「そんなに生徒の数も多いわけじゃないから全員が知り合いみたいな感じで。そういうところの関係ってすごく近くて濃くて……嫌いやだなぁって思うこともあったりするんだ」


    「そんなに少ないの？」


    「六十人くらい」


    　予想していたよりもずっと少ないと思いながら、大治郎はなおも彼女の話に耳を傾ける。


    「同じ顔ぶれの女子と毎日会っていたら、どんどんと息が詰まってきちゃってさ。これまでずーっとそうだったから、何か刺激が欲しいなぁっていつも思ってた。で、そんな時に出会ったのが──」


    　と、そこで小春がいきなり大治郎を真まっ直すぐに見つめた。


    　大治郎が自分を指差してみると、彼女はゆっくりと頷いて、


    「大治郎は初めて喋しやべった男の子だけど、思ってたよりずっと話しやすいなって思ったよ」


    　そう言いながらにっこりと笑ってみせるのだった。


    　──これって、もしかしなくても好感触なのだろうか？


    　先ほど、レンタルビデオ店で取り違えたＤＶＤのことを尋ねた時に、小春は捲まくし立たてるように、観みていないと言ったのを大治郎は思い出す。


    　その後で彼が、ＤＶＤの返却をしに行かなきゃならないと言った時も、明らかに急いでほしそうに彼女は「早く」という言葉を強調していた。


    　あの時の小こ春はるの態度は明らかにおかしいと大だい治じ郎ろうは感じていた。


    　本当は観みているんじゃないかと疑っている。


    　しかし今笑っている小春の表情を見つめていると、その疑いに迷いが生じてくる。


    　もしかしたら本当に観ていないのではないか。


    「あ、あのぅ……」


    「なに？」


    「……俺がレンタルしたＤＶＤの中身、ホントに観てないんだよ……ね？」


    　ぽっかりと出来る無言の間。


    「──観てないよ」


    　無表情のままさらりと小春は答えたが、声が裏返っていた。


    　──やっぱり観たんだ。


    　今度こそ大治郎は確信した。


    　ならば、今のこの状況は一体どういうことなのだろう？


    　小春は取り違えたＡＶを観ていて、それにもかからわずもう一度会ってくれている。


    



    『スケベな男かどうかなんて、何も関係ないに決まってるじゃない』


    



    　出がけに姉が言った言葉を思い出す。


    　──姉ちゃんが言っていたことは、本当だったんだ……。


    　大治郎は内心すごく驚くとともに、小春とのこれからの関係に一筋の希望を見み出いだしていた。


    「じゃあ今度はこっちが質問してもいい？」


    　小春がすっと手を挙げて尋たずねてきた。


    「い、いいよ」


    「さっき松まつ郷ざとって男子校に通ってるって言ってたけど、普段はどんな感じで学校にいるの？」


    「どんな感じ……というと？」


    「普段、高校ではどんな会話をしてるかとか」


    「会話か……ホントにくだらないことばっかだよ」


    「たとえば？」


    　姉の言葉通りなら、小春はスケベな男だと知っても引いたりしない女の子だった。


    　しかし、だからといって普段の会話をそのまま披露していいものだろうか？


    



    『アンタはアンタなんだし、ありのままの自分を見せればきっと大丈夫』


    



    　またしても姉の言葉が胸に蘇よみがえる。


    　そうだ。ありのままの自分を出してみよう、そう思った大だい治じ郎ろうは言った。


    「昨日はＯＬのパンチラを見たって話をしてたよ」


    「…………え？」


    　小こ春はるの表情が一瞬で凍りつく。


    　大治郎は慌てて誤ご魔ま化かすように言葉を続けた。


    「あっ!!　いや、俺じゃなくて、友達が！　友達がそういう話をしてたってこと!!」


    「あ、ああっ！　そう……なんだ！」


    　小春のぎこちない笑えみを見て、大治郎は先ほど信じたばかりの姉の言葉を疑い始める。


    　ここでさらに何かフォローを入れておかなければまずい。


    「で、でもまぁ、男なんてみんな大なり小なりスケベなもんだしね、はは」


    「……そ、そう？　大治郎もそうなの？」


    　ＡＶを観みられている以上、ここで「違う」とは言えなかった。


    　それでも、なるべく控えめに答えようと大治郎は続けた。


    「う、うん。でも俺は小なりのほうだと思ってるけどね」


    「そ、そうなんだ……」


    　急に声のトーンを落とした小春は首をうな垂れる。


    　なんとなく気まずい雰囲気になってしまった。


    「ちょ、ちょっとゴメン。お手洗いに……」


    　俯うつむいたまま立ち上がった小春は、トイレへと行ってしまう。


    　その後ろ姿を見送りながら、一人テーブルに残された大治郎は呟つぶやいた。


    「……何がありのままだよ……大失敗じゃねぇか」


    　姉のことを恨みつつ、今日はもう当たり障さわりのない会話だけに留めようと思うのであった。
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    　大治郎の一連の発言を聞いていた小春は、昨夜に観たＡＶの映像を鮮明に思い出してしまい、顔が熱くなるのを抑えられなくなったところでトイレへと駆け込んだ。


    　トイレの洗面台に両手をついて鏡を見つめる。


    　顔が真っ赤だった。


    　──あんな刺激的なＤＶＤ借りておいて、小なりなわけないじゃないっ!!


    　あれは、思い出すだけでも動どう悸きがするほど恥ずかしくなる映像だった。


    　ああいう行為は、ささいなきっかけから運命的な出会いをした二人が少しずつ愛を育はぐくんでいき、やがて互いを求め合う気持ちが溶け合って初めて営まれるものだ。


    　それが男と女の恋愛だと、小春は様々な恋愛映画を観てずっとそう信じていたのだった。


    　彼女にとって、あのＡＶのように出会ってすぐに行為に及ぶようなことは絶対にあり得ないことだった。そこには情緒もなければトキメキもない。そもそも恋がない。


    　小こ春はるは初めて好きになった男の人が、ただのスケベだなんて絶対に思いたくなかった。


    　──あんなものより男女にはもっとドキドキすることがいっぱいあるんだってこと、教えてあげなくちゃ！


    　表情から赤みが取れたのを鏡で確認してから、小春は女子トイレを出る。


    「お、おかえり」


    「た、ただいま」


    　小春が席に戻ると、それを見計らったように店員がパフェを持ってやって来た。


    　テーブルに並べられたパフェを眺めつつ、小春はちらりと大だい治じ郎ろうを窺うかがう。


    「思ったより大きいな……」


    　チョコパフェを見つめながら大治郎はそんな感想を漏もらしていた。


    　今日は二人で色んな話をしながら少しずつお互いを知っていけたらと小春は思っていた。


    　しかし大治郎は先ほどよりも口数が少なくなり、やって来たパフェにばかり気を取られているように見える。


    　──なんなの？　男の子って……全然わからない。


    「食べないの？」


    　彼はスプーンを持ったままこちらを不思議そうに見つめていた。


    「た、食べるよっ」


    　再会を心待ちにしていたのは自分だけだったのだろうかと、小春はしゅんと切ない気持ちのままスプーンでイチゴパフェを横から掬すくった。


    　口に運ぼうとしたその時、大治郎が突然口を開いた。


    「あ、そういえば」


    「え？　何？」


    「シェアしようっていう話だったけど……」


    　小春の心に動揺が広がって、鼓動が速くなる。先ほど小春がはしゃぎすぎてうっかり口走ってしまったことを、大治郎は受け流さずにしっかりと覚えていたのだ。


    　イチゴパフェだけでなくチョコパフェの味も知りたいという好奇心は確かにあるが……。


    「さ、さて。いやぁどうやってシェアしようかね？　あ、あははは」


    　口を開けたまま固まっていた小春は、恥ずかしさを誤ご魔ま化かすようにして笑う彼の言葉を聞いてさらに心臓の鼓動が速まっていくのを感じていた。


    　外出三日目にして小春の心はこれまでになくドキドキしていた。


    「取り皿でも持ってきてもらおっか？」


    　そう言って大治郎が呼び出しボタンに伸ばした手を、小春は強く握りしめる。


    「い、いらないよ……」


    　意を決したように小こ春はるはそう呟つぶやいた。


    　きょとんとした大だい治じ郎ろうの顔を見つめながら思った。


    　──エッチなことしなくたって、いくらでも男女は幸せなドキドキを感じられるんだ。


    　大治郎に対して、小春はどうしてもそのことを教えたかった。


    「く、口を開けて……」


    　握っていないほうの手に持ったスプーンを大治郎に向けて、小春は小さくそう告げる。
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    　──何これ、何これ、何これっ!?


    　自分に向けられた小春のスプーンを見つめながら、大治郎はまさかこんな形でシェアすることになるとは思ってもみず、ただひたすらに混乱するばかりであった。


    　──な、なんでこんな展開になってんの!?　いや望んでいたけれども!!　めっちゃくちゃ望んでいたけれどもっ!!


    　小春は顔を赤らめながらゆっくりと自みずからのスプーンを大治郎の口元へと近づけていく。


    「あ……あーんして」


    　少し掠かすれた声でそう告げながら、小春はまるでお手本を見せるかのように薄いピンクの唇くちびるを小さくぽっかりと開ける。その声、その表情、その仕草、どれもがあまりに官能的に過ぎて、大治郎は自らの分身がむくりと勃たち上がるのを感じていた。


    　鎮まりたまえ、と神主のようにひたすら祈ってみたところでどうにもなるわけがない。


    　呼び出しボタンに伸ばした手の甲には柔らかな彼女の手の感触があった。


    　そこからゆっくり視線をたどっていけば、官能的な表情で吐息を漏もらしている美少女がいた。


    　眼前に差し出されたスプーンには、甘くて白い生クリームが載っている。


    　これら全すべての要素が大治郎にはエッチに見えて仕方がなかった。


    「あ、あぁぁ～～～～～むっっ！」


    　大治郎はほとんど何も考えられないまま、小春のスプーンに食らいついた。


    　と、同時に生まれた時からともに過ごしてきた相棒が密ひそかに涙をこぼす。


    　──甘い。


    　味もさることながら、そのほとんどはシチュエーションの感想に尽きる。率直に言ってファーストキスよりも先にいった気分であった。大治郎の中で何かが目覚めた。


    「お、美お味いしい……？」


    「もっ────ちろんっっ!!」


    　飛び跳ねんばかりに叫ぶ大治郎に、小春は緊張の糸がほぐれたように自らの席へもたれかかった。


    「そ、それじゃあ今度は──俺の番ね」


    　その言葉で小こ春はるの身体からだがびくんと跳ねた。


    　これで終わった気分になっているのかもしれなかったが、大だい治じ郎ろうとしてはむしろこれからが本番だった。すかさず自分のパフェをスプーンで掬すくってみせると、


    「ほ、ほら。そっちもあーんして……」


    　思わず鼻息が荒くなってしまいそうなのをどうにかこらえながら、大治郎は掬った生クリームをゆっくりと小春の口元へと近づけていく。


    　露骨にスケベ顔をしていては引かれてしまうのでわざと表情を固くしているが、一瞬でも気を抜いたら簡単にアヘ顔になってしまいそうだった。


    「ちょ、ちょっと待って……ごめん、少しだけ休憩を……」


    　疲れたような小春の表情がまたなんとも背徳感があって、大治郎はより一層たまらない気分になってしまった。


    「だ、大丈夫……はぁはぁ……すぐ終わるから。一瞬だから」


    　もはや隠し通すなんて不可能だった。完全なるドスケベ顔で吐息を漏もらしながら、無意識に彼女の空いていた手を握りしめる。その瞬間またしても小春は身体をびくんと跳ねさせたが、特に抵抗するでもなかった。


    「か、顔が怖い……っ。やっぱり少しだけ待って──」


    「さ、先っちょを舐めるだけでもいいから……ね？」


    　お互いに真っ赤な顔であーんと口を開ける二人。


    　小さく開いた小春の唇くちびるに大治郎のスプーンに載った生クリームが触れそうなほど近づいたその瞬間──、


    「んむっ!!」


    　と、食いつく恥じらいの美少女。


    「ど、どう？」


    「あ……甘くて……美お味い……しい……」


    　それだけ言うと、再び小春はへなへなと席にもたれかかる。胸を上下させながらはぁはぁと漏らす吐息がまたすごくエッチだった。


    　大治郎は一つ大人の階段を上った気分であった。
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    　──気が気じゃない、というのはまさにこういう気分なのだろう。


    　せっかく生まれて初めて口にしたパフェだというのに、味などほとんどわからない。


    　胸のドキドキは一向に収まらないまま、延々と脈打っている心臓の運動量はまさしくフルマラソン級で、このまま収まりつかずに死んでしまうんじゃないかと思うほどだった。


    　最初こそおそるおそるといった様子だった大だい治じ郎ろうが、「ここも食べてみて、今度はここも」と自分のパフェを何度も小こ春はるに食べさせた。


    　小春の口に何度も入ったそのスプーンで、大治郎はがっつくように自分のパフェを口へと運び平らげていく。


    　そんな様子を見て小春は、やはり男の子はわからない、と思わず頭を抱かかえたくなった。


    　大治郎にもドキドキしてほしくて自分から一歩踏み込んだ提案をしたはずなのに、気が付けば全すべて彼のほうからのリードで押し切られてしまい、最後のほうはもう完全なる一方的な展開でしかなかった。


    　──男の子ってすごい。


    　小春は心からそう思った。これまで小春は学園内の女子に、ここまで自みずからのペースを乱されたことなどなかった。


    　そんなことを考えているうちに、ようやくイチゴパフェを最後まで食べ終えた。


    「はぁ～～……」


    　スプーンをテーブルに置くと、よくわからない達成感で胸が満たされてしまう。


    　心臓の鼓動の激しさも少しずつ落ち着きを取り戻していき、お冷やを口にしながら小春は店内の時計をちらりと窺うかがう。間もなく日付が変わろうとしていた。
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    　そろそろ帰らないと、と思いながらも、


    「あの。最後に一つだけ聞いてもいい？」


    　お冷やをテーブルに置いてから小こ春はるはそう声をかけると、完食したパフェのグラスを眺めていた大だい治じ郎ろうがこちらに顔を上げた。


    「彼女って、いるの？」


    　極めて何気なく、それでいてはぐらかされないように目を合わせる。


    　また会ってくれるかどうかを聞こうと思っていたのに、ほとんど無意識に小春の口からそんな質問が飛び出していた。


    　その無意識から出た質問にあえて理由をつけるならば、これからもいっぱい自分の知らない世界を、大治郎と一緒に体験してみたかったからかもしれない。


    　明日の夜には、今夜感じたドキドキ以上のことが待っているはずだと小春は思っていた。


    　それはきっと、今夜一緒にいた大治郎にしか満たせないものだった。


    　今度ＤＶＤを返す時にはまた映画の話をしたいし、また二人でどこかに食べに行ってみたい。


    　その欲求がそのまま口に表れてしまったのが「彼女って、いるの？」という言葉だった。


    　そう小春は思っていた。


    「──俺に彼女？　いないいない。いるわけないよ」


    　彼の口からその言葉が告げられた瞬間、小春はほっとする。


    「そっか……えへへ。よかった」


    　自然と安あん堵どの笑えみがこぼれる。


    「じゃあ、また一緒にどこか行こうね」


    　そうしてまた明日の約束を交わして、二人は店を出て行った。
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    　ファミレスデートの翌日。


    　放課後になって校門を出た大だい治じ郎ろうと蔵くろ人うどは、バスターミナルからバスに乗車して繁華街のほうへと向かっていた。行き先はアニメショップだ。


    「……大治郎」


    「なんだ？」


    　大治郎が顔を上げると、蔵人は途端にその表情を見つめてこう言った。


    「……だからお前はなぜ、一日ニヤけ続けているんだ！」


    「はっ！」


    　慌てて大治郎は両手で顔を押さえながら、どうにかしてその頬ほおを引き締めようとする。


    「さすがに気持ちが悪いぞ……まったく」


    　嫌悪感のこもった声で蔵人から告げられるも、自分でもどうしようもなかった。ちょっとでも気を緩ゆるめると、昨夜のファミレスでのことを思い出して頬がだらしなく緩んでしまう。


    「なぁ蔵人」


    「……なんだ？」


    「パフェって、あんなに美お味いしいモノだったんだな」


    「またわけのわからないことを……」


    　アニメショップに着くと蔵人はカバンの中からおもむろに二枚の予約券を取り出し、その一枚を大治郎に手渡した。


    「あれ？　二枚分、ちゃんと予約出来てるじゃん」


    「我われとお前の名前で、わざわざ別の日に予約をしたのだ。店員はいちいち顔など覚えちゃいないからな」


    「なら取りに来るのも別の日でよかったんじゃ」


    「二枚とも今日取りに来たかったのだ」


    　まぁわからないでもないが、と思いながら先を行く蔵人について行くと、突然彼はぴたりとその歩みを止めて大治郎を振り返る。


    「そういえば昨日の話だが」


    「昨日の話？」


    「ＡＶを借りたのが同級生女子に見られてどうのという……」


    「ああ。でもその話は別にもういいって」


    「……まさかだが、そのような女子と、出会ったりでもしたのか？」


    　無駄に勘が鋭いなと思いつつも、


    「別にそんなんじゃねーよ」


    　大だい治じ郎ろうははぐらかすことにした。三次元には興味がないという蔵くろ人うどに話したところで、どうせ興味なさそうに返事をされる気がしたからだった。


    「なら逆に聞くけど、もし俺がそんな女子と知り合いになってたとしたらどうすんだよ？　今日のように一緒にアニメショップは来れないかもしれないなー、なんて」


    　半ばからかい混じりに笑って大治郎が言うと、蔵人はふんと鼻を鳴らして背を向けた。


    「……別に構わん。お前が三次元にうつつを抜かそうが知ったことか」


    「嘘うそつけよ、ちょっとは寂しいくせに」


    「黙れっ！　別に寂しくなどないわっ」


    　こんな時の蔵人の拗すねた態度は小学校の頃ころから何も変わっていなかった。


    　男のツンデレとか少し気持ち悪いなと思っていると、


    「ただ──」


    　蔵人は背を向けたまま、声のトーンを落として再びゆっくりとその口を開いた。


    「お前は我われの知っている男の中でもとびきりのスケベだ。はっきり言ってお前のような奴やつなど二次元はおろか三次元の女の子であっても相手にされないことは明白である」


    「お前なぁ……」


    「だが、もしそんなお前にもわずかに残されている魅力というものに、万が一惹ひかれるような女子が百……いや、一億分の一の確率で現れたとしたら──」


    　そうしてわずかな沈黙の後、


    「それはきっと相当に素晴らしい女性に違いない…………と、我は思うのだ。だからお前は我のことなど気にせずに、その素晴らしき女子と仲良くやればいい。……それだけだ」


    　そんなふうに蔵人はぼそぼそと小さな声で呟つぶやいてから、早足に歩きだす。


    　本当に素直じゃないなと思いながら、大治郎は呆あきれた表情のままその背中に声をかける。


    「もし俺が女の子と付き合ったとしても、またこうしてアニメの限定グッズが発売される時は遠慮なく呼んでくれよ。二つ欲しいんだろ？」


    「いらん!!　余計なお節介だ!!」


    「はいはい、俺が悪かった」


    　なんとなく蔵人の言葉に嬉うれしくなった大治郎は、そんなふうに相づちを打ちながら彼の後ろを黙ってついて行くのであった。
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    　一日の報告書を提出し部屋に戻ってきた小こ春はるは、自分のベッドに腰かけると無意識に鼻歌を口ずさむ。


    「──小こ春はるちゃん、なんだか楽しそう」


    「えっ!?」


    　突然、上段ベッドから多た美みの声がして小春はどきりとする。


    「そ、そうかな？」


    　次の瞬間、『空間移動テレポーテーシヨン』の能力で下段ベッドにいる小春の隣に多美がぱっと現れる。


    　多美はぎょっとしている小春の顔をじっと見つめながら、


    「そうだよ！　それも昨晩帰ってきてからずっと」


    　と、真ま面じ目めな調子で告げた。


    「何もないってば！」


    　小春が必死に否定すると、途端に多美は眉まゆ尻じりを下げ、しゅんとした表情になる。


    「……私には、話せないことなの？」


    　外出する時にいつも協力してもらっている多美に隠し事をするのは確かによくない。そう思った小春は全すべて打ち明けることにした。


    「あのね多美。実は──」


    　こうして小春は一昨日の大だい治じ郎ろうとの出会いから、昨晩のファミレスでの出来事までのいきさつを多美に話した。さすがに昨晩のことについては恥ずかしい部分も多々あったため、いくつか伏せておいた。


    「まさか……まさか、小春ちゃんが……男の人と……」


    　多美の驚きは相当なもので、よほどショックだったのか、くらくらと頭を左右に揺らしていた。


    「そ、それでね多美？　実は今日もカレと約束してて──」


    「カレ……っ!!」


    　なんてことのない言葉の一つでも多美は必要以上の受け止め方をしてしまい、これではまともに話も出来ないと思った小春は、


    「ねぇ多美、ちゃんと聞いてったら!!」


    　と、彼女の両肩をがっしり掴つかんで強く叫ぶ。


    　それから、ぽつりと。


    「……こんな気分は、初めてなの」


    　小春はその一言から、今の胸の中にある不思議な感情について多美に話し始める。


    「……初めて外出をした時はドキドキが止まらなかった。先生たちから真面目な生徒と思われているあたしが、規則を破っているっていうスリルだけでずっとドキドキしていられた。でも……大治郎に話しかけた時は、それ以上にドキドキした……最初に出会った日は、帰ってくる途中で力が抜けちゃって、その場に蹲うずくまっちゃったくらい……」


    　そこまで話をしたところで、小春はぎゅっと自みずからの胸を掴んだ。


    「それは規則を破っている時のドキドキと全然違う……ものすごく幸せな気分になって……収まってくれないと死んじゃうんじゃないかって思うんだけどすごく心ここ地ちいいの。今は大だい治じ郎ろうのことを考えているだけでもそのドキドキが止まらなくなってる……」


    　多た美みに大治郎のことを話している間も、小こ春はるの表情は赤く染まり続けていた。


    「もっと大治郎とお話ししたい……もっと一緒にいたい……だから、多美──」


    　話を終えてゆっくりと顔を上げる小春に、多美は何を言うべきか悩んでいるようだった。


    　いくら万全を期しているからといって、さすがに連日の外出はリスクが高い。そのことは、小春自身も十分承知していた。


    　だが、それをわかっていても、今はその思いを止められなかった。


    　小春がじっと多美の瞳ひとみを見つめ続けていると、やがて彼女は諦あきらめるように溜ため息いきを吐ついて言った。


    「昨晩は戻ってくる時間が少し遅かったから……すごく心配してたんだよ」


    「それは……本当にゴメン」


    　俯うつむく小春を見ながら多美はさらに続けてこう告げる。


    「今日から一つだけ約束。今後小春ちゃんが外出する時は、外で何をしていたのかを、ちゃんと私に話してほしいの。いつもずっと一人で心配しながら待っているのに、何も話してくれないなんてそんなの不公平だよ」


    「そう……だね。それもゴメン」


    「よろしい」


    　反省している小春の顔を見て満足したのか、多美がくすりと笑う。


    「ところで大治郎くんって、どんな人なの？」


    　そう尋たずねられるとうまく説明するのは難しい。


    　あれこれ考えた挙げ句、やはり一番しっくりきたのがこれだった。


    「結構エッチな人、かな？」


    「……どうして小春ちゃんは、そんな人のことを？」


    　当たり前のように返ってきたその言葉を聞いて、小春は曖あい昧まいな笑えみを浮かべながらこう答えるのだった。


    「……わかんないや」
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    　小春と出会って三日目の木曜の二十三時。


    　約束の時間ちょうどにママチャリで大治郎がレンタル店までやって来ると、今日は小春のほうが先に待っていた。


    　ママチャリに乗ったまま大だい治じ郎ろうが手を振ると、小こ春はるはすぐに気がついて手を振り返す。


    「今日は早いんだな」


    「えへへ」


    　はにかんで笑う小春を見ながら、大治郎はママチャリから降りる。


    「あれ？　昨日渡したレンタルＤＶＤは？」


    　一日で全部観みることが出来ると言っていたので今日辺り店に返却するのかと思っていたら、小春は手ぶらで立っている。


    　大治郎の問いかけに、小春は頬ほおを掻かきながら説明する。


    「んーとね……実はその、もうちょっと借りていようって思ってさ。せっかくまだレンタルの期間があるなら、何度か観ようかなって」


    「好きな作品なら、飽きるまで観たほうがいいよね」


    　いつもＤＶＤのレンタル期限ギリギリまでオカズとして使う自身の経験から同意する。


    「んじゃ、今日もまたどこか行こうか？」


    「そうだね、そうしよ」


    　その提案に小春が応じてくれたはいいものの、ではいざどこへ行くかとなると意外と深夜の東ひがしヶが丘おかではやれることが少なくて大治郎は考え込んだ。


    　深夜でもやっていてここから近いところだと、ゲームセンターとボウリングとカラオケがある。そのうちのどれかを彼女に決めてもらおうと思って尋たずねる。


    「大治郎が決めていいよ。あたしはどこでもいい」


    「それなら一つずつ順番に回ってみる？　ここから一番近いのはゲームセンターなんだけど」


    「あ。えっとね──」


    　そこで小春は昨晩自分の帰りが遅くなったことで、同居している者に心配をかけてしまったと大治郎に伝えた。


    「だから今後は日付が変わるくらいの時間か、遅くても一時までにはここに戻ってきたいなって思ってて」


    「そ、そうか……そうだよな」


    　大治郎は失念していた。そもそもこの時間に女の子が出歩いて遊ぶことからして異常なのだ。


    　大治郎は先ほど自分が挙げたデートコースのうち、どれか一つを選ぶならばどこにしようかと頭を捻ひねって考える。


    「──歩こっか」


    　突然小春はそう言うと、そのままトコトコと先を歩きだす。


    「どこ行くの？」


    　大治郎は慌てて停とめていたママチャリを動かそうとすると、


    「そこに停めたままで行こうよ」


    　小こ春はるはそう大だい治じ郎ろうに笑いかける。


    「今日は二人でお散歩しよう。別に目的の場所なんかなくてもいいんじゃないかな？」


    「そ、そうか？」


    「そうだよ」


    　先を歩いている小春に追いついた大治郎が隣に並ぶと、彼女はすっと左手を差し出しながら言った。


    「手を繋つなぎながら、ね？」
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    　小春は大治郎と手を繋いでレンタルビデオ店を離れていった。


    　繁華街である駅前とは反対方向に歩いて行くと、雑多な灯あかりが減り、辺りは次第に暗くなっていく。それにつれて小春は、大治郎に握られている左手のほうにばかり意識が集中する。


    　好きな男の人の体温が手に伝わることが、すごく嬉うれしくてたまらなかった。


    　ファミレスで触れた時には気付かなかったことだったが、大治郎の手は小春が思うよりもずっと骨張っていて大きかった。その大きな男の人の指が自分の指と絡からみ合って包まれていると不思議な安心感がある。


    　これまでにないほど身体からだが接近しあっている今の二人の状況を考えれば、昨日よりもずっとドキドキするはずだった。それなのに、なぜか心は落ち着きを払っている。


    　そんなことを思っていた時だった。


    「あ──」


    　偶然通りがかった場所に咲いている一本桜を見て、小春が声を漏もらした。


    「すっごい綺き麗れい……ねぇ、ちょっと見ていってもいいかな？」


    　大治郎に確認を取ってから繋いだ手をそっと離して一本桜の近くへ行ってみると、その奥にはまたさらに多くの桜の木が見える。


    「ああ、ここそういえば小さな公園があったな。確かこっちのほうに入り口が──」


    　手招きする大治郎について少し歩くと、路地の先に公園の出入り口があった。


    　一緒にそこから入って頭上を見る。


    「わぁ…………」


    　満開の桜が空を覆うようにして咲いているのだった。


    　公園の外灯に照らされた一枚の花びらがひらひらと頭の上に舞い落ちると、小春はそれを手に取ってじっくりと眺める。


    「多た美みにも……見せてあげたいな」


    　大治郎には聞こえない小声でそう言ったその時、地面から吹き上げるようなつむじ風が吹いて足あし下もとにあった多くの花びらが一斉に空に舞い上がっていった。


    「すっごいなぁ……今の」


    　大だい治じ郎ろうが声を上げると、ふと小こ春はるはあることを思いついて彼のほうを振り向いた。


    「ねぇさっきと同じやつ、もう一回見たくない？」


    　そんな彼女の問いかけに大治郎は苦笑いをしながら答える。


    「いやいや。あんな風をここで待っていたって、そう都合良くやって来ないでしょ。ああいうのは偶然だからいいんだよ」


    「そうかな？」


    「……え？」


    　小春は公園の中央のほうへと歩いていく。


    「何をする気なんだよ、小春？」


    　首を傾かしげる大治郎をよそに、小春は公園中央の開けた場所に立つと、足下に散った無数の桜の花びらを見つめながら答えた。


    「別に何もしないよー？　でも、その風は意外と早くやって来るかもね」


    　──花びらたちを渦のように回しながら、空へと吸い込まれていくようなイメージで。


    　そして小春はすっと目を閉じる。
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    「なんだ？」


    　なにやら自信ありげな感じで歩いていた小春が、公園のど真ん中に立ち止まるとなぜかそのまま目を閉じてしまった。


    　雨あま乞ごいならぬ風乞いでもやるつもりなのかと、訝いぶかしげに彼女を見守っていたその時、それは起きた。


    　最初は小春の周囲だけ地面の花びらが回っていたかと思うと、やがてそれらは先ほどのつむじ風以上の範囲にまで広がり、その風はさらに公園の地面全すべての花びらを巻き込むと小春を中心に大きく旋回し始めた。


    「……う、嘘うそ……？」


    　目の前で起きている現象に驚く大治郎。


    「ほらね？　すぐにやって来た──」


    　そう言って小春が笑った瞬間、旋回していた桜の花びらたちは一斉に星空めがけて高く高く舞い上がっていった。


    　まるで夢でも見ているかのようなその光景に大治郎が度ど肝ぎもを抜かれていると、やがて舞い上がっていった大量の花びらがゆっくりと小春の頭上に降ってくる。


    　花びらの雨を浴びて、彼女はくるくると踊るように回り始めた。


    「あはは！　見て見て、すごいキレイだよ大だい治じ郎ろうっ！」


    　公園の外灯がまるでスポットライトのように小こ春はるを照らし、大治郎の目に映しだされる。


    　その無邪気に喜ぶ笑え顔がおは、これまで見てきたどの表情よりも可愛かわいかった。


    　大治郎の心臓が激しく脈打ちだす。


    「ちゃ、ちゃんと足あし下もと見ないと。転んでも知らないぞ」


    　それを誤ご魔ま化かすようにややぶっきらぼうな言い方で忠告しつつ小春の元まで歩いて行く。


    「大丈夫、大丈夫！　問題ないか──」


    　言った側そばから小春は回転していた軸足を滑らせてバランスを崩してしまった。手を伸ばせば小春に届く位置にまでやって来ていた大治郎が慌てて彼女の手を取ろうとするも、二人ともどももつれ合いながらその場にすっ転んでしまう。


    「……痛ててて」


    　小春に馬乗りになりながら上体を起こすと、体を支えている自分の右手がこれまでに体験したことのない感触で満たされている。


    　──まさか……。


    　大治郎の右手は眼前で倒れている小春の胸を掴つかんでいた。反射的に手を動かすと、むにゅっと弾力のある柔らかさが伝わってくる。
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    「う、うーん……」


    「はっ!?」


    　すかさず手を引っ込めてその場から離れると、小こ春はるは頭を押さえながら身体からだを起こした。


    「ご、ゴメン……はしゃぎすぎちゃった」


    　そう言って謝られるも、むしろ謝罪をしなければならないのはこちらなのだが、幸いにも大だい治じ郎ろうに胸を揉もまれてしまったことには気付いていないようだった。


    　小春は立ち上がって服についた砂を払うと、あっと思い出したように声を上げた。


    「そうだ、時間!!」


    　公園の柱時計を見ると、ちょうど日付が変わって五分ほど過ぎた頃ころであった。ほっと互いに胸を撫なで下ろし、それからなんだか可お笑かしくなってそのまま一緒に笑いだす。


    「帰ろっか？」


    「そ、そうだな」


    　大治郎は小春から差し出された左手を取って、ともに公園を離れて行く。


    「ねぇ大治郎。明日もだけど、週末はどうしよっか？」


    　再びレンタルビデオ店の看板下へ戻ってくると、別れぎわに小春からそう尋たずねられて明日が金曜日であることを思い出した。


    　大治郎は特に深く考えることなくこう言った。


    「んじゃ、明日はボウリングで、明後日あさつてはゲームセンター。日曜のことはまた他ほかの日にでも」


    「うん、いいよ。でも──」


    「どうしたの？」


    　彼女が言いかけた言葉の先を促すようにして大治郎が尋ねると、


    「──でも、時々こうしてまた一緒にお散歩したいなって……ダメかな？」


    　まるでおねだりするように小春が上目遣いで見つめてくる。


    　当然断るはずもない。


    「いいよ。また歩こう」


    　そう言って大治郎が頷うなずくと、


    「……ふふ。ありがとね大治郎」


    　手を振りかえしながら大治郎は、この三日間の中で、今日が人生における最高に幸せな瞬間なんじゃないかと思った。幸せすぎてあとで激しい落差が来るんじゃないかと、そんな不安がつい頭をよぎるくらい夢のような時間だった。


    　先ほど桜の雨の下で見せた小春の笑え顔がおが、今もまだ目に焼きついている。


    　──そして……おっぱいの感触も……。


    　不可抗力とはいえ、触ってしまった小春の胸の感触がまだ手の中にはっきりと残っている。二つの幸せを噛かみしめながら、大治郎は明日もまた小春と会える喜びを早々と待ちわびてしまうのだった。


    



    　二人は翌日も、そのまた翌日もいつもと同じくレンタルビデオ店の前で待ち合わせてデートを繰り返していった。


    　金曜日にはボウリング場へ行くと、三連続スペアを決めて喜んでいる大だい治じ郎ろうに対して、ボウリング初心者の小こ春はるは実に見事なストライクを次々と披露してみせた。


    「あたしこれ、結構得意かも」


    　そう言ってみせる小春だったが、実際はボールの道筋を全すべて『念動力サイコキネシス』で軌道修正していたのだ。


    　何気ない小春の一言は、格好いいところを見せようと意気込んでいた大治郎のプライドを砕くには十分であった。唖あ然ぜんとしながらモニターに映った彼女の三百点のスコアを見つめる大治郎。


    　土曜日にはゲームセンターへ行って、二人でクレーンゲームをした。


    　手の平サイズの可愛かわいらしいぬいぐるみが入っている筐きよう体たいを小春が見つけて立ち止まると、


    「取ってあげようか？」


    　と大治郎が自信満々にお金を入れた。しかし一向にぬいぐるみはクレーンのアームに引っかからず、どんどんとお金が吸い込まれていく。


    　悔しそうな大治郎を見て、こっそり『念動力』を使った小春はクレーンがぬいぐるみを掴つかんでいるように見せかけて、取り出し口まで運んでいった。


    「ありがとう大治郎っ!!　コレ、絶対に大切にするね!!」


    　小春がぬいぐるみをぎゅっと胸に抱きしめて嬉うれしそうに笑う。その笑え顔がおを見ただけで、大治郎もまた頑張ってよかったと心から思うのであった。


    　そうして、日曜日の朝になった。
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    　数す寄き柳やなぎ学園は日曜日でも必ず朝礼が行われている。


    　峰みね岸ぎしと各クラスの委員長が談話スペースの中で全員の点呼を取った後は、平日と同様、生徒たちはそれぞれ食堂へと移動し朝食。その後は消灯まで彼女たちの自由時間となっていた。


    　食堂を出た凛りん子こと綾あやは談話スペースに向かって歩いていた。


    「そういや、いいんちょー朝食に来てなかったね」


    「あの病的に規則正しい委員長が朝食に来ないなんておかしくない？　わたしが知ってる限りじゃこれまで一度だって欠かしたことなかったのに」


    　この学園の規律では朝礼には必ず出席しなくてはならないが、朝食を摂とるのは生徒の自由で規則違反ではない。故ゆえに小こ春はるが咎とがめられるようなことは何もなかったが、凛りん子こは気になっていた。


    「それだけでおかしいっていうのもねぇ」


    　綾あやが言うと、凛子は首を振ってさらに確信を強めた口調で告げる。


    「ううん。やっぱり変。今日の朝礼の時も、少しだけ声に張りがなかった気がする。瞼まぶただって、いつもよりとろんとして、すごく眠たそうに見えたし──」


    「さすがにキモいよー凛子」


    　ぐぅ、と喉のどを鳴らしてから凛子は綾を睨にらみつけた。


    「どこがよ!?」


    「だってそれまるでストーカーじゃん、いいんちょーのそんな細かい違いがわかっちゃうなんてぶっちゃけヤバい。憎い憎いって言っておいて、本当はいいんちょーのことバリバリ好きなんじゃないの？」


    「はああああああ!?　ちょっと綾！　ふざけたこと言わないでよ!!」


    　顔を火ほ照てらせながらそう言い返すも、綾はニヤニヤしながら続ける。


    「まぁでも？　いつも対立してるってことは、それだけ相手を意識してるってことだし？　実際そんなに細かい動きまで見てるってことは案外アタシの言うとーり……」


    「あ……綾あぁぁ……っ！」


    　うっかり口を滑らせてしまった綾が慌てて口を塞ふさぐもすでに遅く、凛子の能力である『発火能力パイロキネシス』で出来た、ゴルフボールほどの小さな火の玉が彼女の手から放たれる。


    「うわっ！　ちょ、ちょっとバカ!!」


    　顔の前に飛んできた火の玉を綾がぎりぎりで躱かわすと、玉はそのままコンクリートの壁に当たってばらばらの火の粉となり砕け散る。


    　綾は自分の前髪を見つめてから大声を上げた。


    「ま、前髪焦げちゃったぁぁぁーっ!!　凛子のバカ!!　だからアンタの能力は嫌いやなんだよ!!　あーもう……」


    「軽口を叩たたいてるからよ」


    　凛子は涙目の綾に向かってそう言った。


    　──でも、やっぱり何かおかしい。


    　近ちか頃ごろの小春は、何か考え事をしているようにぼーっとしていることが多かった。授業中に教師から指名されてもすぐに反応しなかったり、時々疲れているように目を押さえたり、これまでほとんど見せたことのなかった欠伸あくびも頻ひん繁ぱんにするようになった。


    　どれも過剰に捉とらえすぎているだけなのかもしれないが、それでも凛子の心の中に一度湧わいた違和感は簡単に払ふつ拭しよくすることが出来なかった。


    　焦げた前髪をいじりながらしょんぼりとしている綾の横で、凛子はしばらくじっと考えてから彼女に尋たずねた。


    「綾あや。あんたの『能力』で、委員長のことこっそり探れない？」


    「えぇ～っ。さすがにそりゃ無理っしょ」


    　前髪から手を離すと、綾はブンブンと首を横に振って凛りん子こに言った。


    「アタシの『精神感応テレパス』は相手に直接触れないといけないっしょ。いいんちょー用心深いからアタシの能力のこと警戒してるもん。無理に触れようとしたら『念動力サイコキネシス』で吹っ飛ばされちゃうよ」


    　凛子は舌打ちしつつ爪つめを噛かむ。


    　何か他ほかの方法で小こ春はるのことを探れないかと考えているうちに談話スペースに到着した。


    　すると綾が凛子の制服の袖そでを引っ張りながら言った。


    「見て見て凛子。多た美みが一人でいるなんて珍しくない？」


    　綾の指差すほうへ目をやると、テレビの前にぽつんと一人で座っている多美の姿があった。


    　多美が観みているのは『魔法少女こよりちゃん』という女児向けアニメで、彼女が毎週欠かさずに観ているものだった。いつもなら一緒に小春も付き合っているはずなのだが、やはりここでも彼女の姿は見当たらなかった。


    　一人で先に部屋に戻ったのか、それとも何か用事があって別行動をしているのか。いずれにせよ凛子が先ほどから小春に抱いている違和感がより一層強くなっていく。


    「あっ……」


    　多美の背中を見つめていたその時、凛子にふと名案が浮かんだ。


    「どったの凛子？」


    「いけるかも……。やっぱりあんたの『精神感応』で、探りを入れることが出来るよ」


    「いやいや。だから、いいんちょーは……」


    「違う、委員長じゃない」


    　どうして今まで気がつかなかったのかというほど簡単なことだった。


    　用心深い小春に『精神感応』が使えないのであれば、彼女のことをよく知る別の人物に使えばいいだけの話ではないか。


    「アニメに夢中になっている今なら、簡単でしょ？」


    　綾の『精神感応』は触れた時間の長さに比例して、より深く相手の記憶情報を手に入れることが出来る。凛子の言葉を聞いた綾はテレビに釘くぎ付づけになっている多美を見てにやりと笑う。


    「あー……そういう」


    　言うが早いか、綾はこっそりと多美に近づいていった。
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    「うぅん……」


    　小こ春はるが目を覚ますと、窓の外から夕日が差し込んでいた。


    　朝礼を終えて、多た美みの好きなアニメが始まるまでのほんの少しの間だけ仮眠をとるつもりだったのが、まさかこんな時間になるまで眠り込んでしまうなんて思ってもみなかった。


    　慌てて飛び起きると、多美がベッドのすぐ横でふくれっ面しながら小春のことを睨にらんでいた。


    　ぎょっとした小春は、布ふ団とんを抱かかえて思わず後ずさる。


    「……多美。あの……いつも観みているアニメは？」


    「一人で観た」


    　なおもふくれっ面を崩さない多美に、小春はおそるおそる言う。


    「お、起こしてくれてもよかったのに」


    　その一言が余計に多美の逆げき鱗りんに触れる羽目になった。


    「何度か起こそうとしたけど、小春ちゃん全然起きなかったの！」


    　それほど熟睡するまで疲れていたのかと我われながら驚く。


    「多美、ゴメンっ!!」


    「知らないっ!!」


    　つんとそっぽを向いて腕組みする多美。こうなると彼女は結構強情であった。


    「ね。機嫌直してよ……？」


    「やだっ！」


    　どうにか多美に機嫌を直してもらおうと、ベッドを降りて小春はあれこれ考える。


    「そうだ。今夜外出して来た時に、プリン買ってきてあげる」


    「えっ！　プリ……あっ！」


    　一瞬心が動いた多美だったが、はっとなってすぐにまたふくれっ面になる。


    「そ、そんなに大だい治じ郎ろうくんといたいならさっ。ずっといればいいんだもん！」


    「参ったなぁ……」


    　頭を抱えて小春は多美の隣に正座をする。


    　確かにこのところ自己管理が出来ていないのは、小春自身もまずいと思っていたところだった。大事な協力者である多美の今の態度を見て、さらにその思いは強くなる。


    　──さすがに……来週からは頻ひん度どを減らそう。


    　そう思った小春は真ま面じ目めな顔つきで、そっぽを向く多美の肩を叩たたいた。


    「……ごめん多美。あたし最近、全然しっかりしてなかったね」


    　無断外出が厳罰処分であることを承知で協力してくれている多美のことも蔑ないがしろにして、毎日好き勝手に遊んでいたことを痛感していた。


    　ずっと大治郎のことばかり考え続け、そのせいで自分の周囲が見えなくなっていた。


    「しばらく外出を控える」


    　その決断を口にした瞬間、小こ春はるは胸がきゅうっと苦しくなる感覚に襲われた。それでも切なくなる気持ちをどうにか押し止とどめて、今までの駄目な自分をはっきり律しようと決意する。


    　多た美みの手がそっと小春の腕に触れる。


    「うん。そうしたほうがいいと思う。私は小春ちゃんの体が心配だよ」


    「……うん」


    　沈んでいく気持ちとともに小春の顔も俯うつむいていく。


    「でも、大だい治じ郎ろうくんにはまだそのことを伝えてないんでしょ？」


    　多美の言葉に小春が顔を上げると、彼女は微笑ほほえみながら続けて言った。


    「今夜、そのお話をしに行かなきゃね」


    　多美の優しさに誓うように、小春は強く頷うなずいた。


    「うん。ちゃんと、伝えてくるね」
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    「今日は俺のほうが先だったか」


    　レンタルビデオ店の看板下にママチャリを停とめながら呟つぶやいた大だい治じ郎ろうの耳に、駐車場のほうから男たちが騒いでいる声が聞こえてきた。


    　店の出入り口の前に柄がらの悪そうな男が三人。深夜にかかわらず大声で笑ったり、飲み終わった缶を蹴け飛ばしたりと、相当酔っ払っているのが少し離れたところにいる大治郎からも一目瞭りよう然ぜんであった。


    　──君子危うきに近寄らずだな。


    　そう思った大治郎は駐車場を出て、彼らの視界に入らないところで小こ春はるを待つことにした。


    　やがていつもの方向から走って来る小春の姿が見えた。


    　手を振るとすぐに彼女は大治郎のことに気が付いて、彼の元までやって来る。


    「──今日はいつものように看板の下じゃないんだね」


    　息を落ち着かせる間もなく小春がそう尋たずねる。


    「あぁ、それは──」


    　そこで大治郎は、彼女が手にしているレンタル袋に目が留まった。


    　彼女の借りた旧作ＤＶＤは返却期限までまだ時間があるはずだがと思っていると、小春も大治郎の視線に気付いたようで袋を掲げながら言った。


    「これね……今日のうちに返さないといけないって思って」


    「なんで？」


    　大治郎のそんな何気ない問いかけに、小春は一瞬言いにくそうな表情を見せる。


    「…………」


    「何か……あった？」


    　再び尋ねると、小春は決心するように顔を上げて大治郎に告げた。


    「今日からしばらく──会わないようにしようって思ったの」


    「会わないようにって──」


    　驚きのあまり息を呑のんだまま何を言えばいいのかもわからない。


    　大治郎がその場に立ち尽くしていると、レンタル袋を持った小春は店のほうへと向かう。


    「とりあえず、先にこれを返しに行ってくるね」


    「あ。今はマズい」


    　出入り口の辺りにいる三人組を思い出して、思わず大治郎は彼女の腕を掴つかんでしまった。


    　いきなり腕を掴まれた小春は大治郎の顔を見て首を傾かしげる。


    「どうして？」


    「……実は店の前に、柄がらの悪そうな奴やつらがいてさ。変に絡からまれると面倒臭くさそうで」


    　女の子だしその言葉でてっきり身を引くかと思っていると、


    「なんだ。そんなこと」


    　と、彼女はけろりとした表情で大だい治じ郎ろうの手を解ほどいて、再び歩きだしレンタルビデオ店の駐車場の中へと入って行く。あまりにもあっさりとしたその態度に一瞬虚を突かれてしまうも、すぐに大治郎は小こ春はるの行く手へと回り込んだ。


    「どうしたの？」


    「いや、ちゃんと俺の話聞いてた？」


    　一体彼女が何を考えているのかさっぱりわからなかった。突然もう会わないようにしようと言ったかと思えば、チンピラ連中がたむろする店の出入り口に堂々と向かって行こうとしたり、以前から少し変わっているとは思っていたけれども、ここまで変わっているとは。


    「まず、今後会わないようにする理由を説明してよ。いきなりでこっちもわけがわからないし」


    「それは──」


    　小春が唇くちびるを噛かみしめるようにして俯うつむくと、


    「……詳しい理由は言えないの。勝手なことを言ってごめんなさい」


    　掠かすれた声で、そう言った。


    　大治郎が彼女の瞳ひとみを見つめると今にも涙が溢あふれてきそうに潤んでいた。別に責めているわけじゃなかったし、話せない理由ならもうこれ以上は追及する気もない。


    　ただ不用意にこの場所に留とどまっていると、あの出入り口前にいる余計なモノまで引き寄せてしまいそうで怖かったのだった。


    　とにかく一いつ旦たん離れようと告げるために、大治郎が口を開こうとしたその時、


    「なんだなんだ？　痴話喧げん嘩かでもしてんのかぁ？」


    　自分の判断がわずかに遅かったと痛烈に反省する。


    　ちらりと背後に視線をやると、やはりその声は先ほどから店の出入り口にたむろする男たち三人のうち一人からのものだった。そいつは興きよう味み津しん々しんの様子でこちらにやって来ると、


    「お。ケッコー可愛かわいい女はっけーんっ！」


    　小春の顔をじろじろと舐なめ回すように見ながら、後ろにいた二人に手招きをする。


    「お、ホントだ。なぁねーちゃん。こんな奴放っといて、オレたちとセックスしようぜ」


    「おいおい、未成年のガキだろコイツら。捕まっちまうぞ」


    　そうしてげらげらと馬ば鹿かそうに三人が笑ったその時だった。


    「──消えて」


    　小春は一言そう告げて三人を睨にらみつける。


    　大治郎には、一度も向けられることのなかった明確な拒絶の言葉であった。


    「あぁ？　今なんか言ったかテメェ？」


    　先ほどまで笑っていた三人が、急に眉み間けんに皺しわを寄せながら小こ春はるを見るも、彼女はそのような連中に全まつたく動じることなくさらに怒りの声こわ色いろで告げる。


    「……いま彼と大事な話をしてるの。あなたたちに構ってる暇なんてない。だから消えてって言ったの」


    「調子乗ってんなぁ……この女」


    　三人組をこれ以上怒らせるのは本気でまずいと思った大だい治じ郎ろうが、小春の前に立つとへらへら笑いながら三人組に言った。


    「あ、あの……とりあえず今日のところは勘弁してくれませんかね？」


    「ああん!?」


    　穏便に片付けようと思ったが、すでに彼らの怒りは沸点まで達しているようだった。しかし迫力で凄すごまれても、大治郎はくじけずに三人組に謝罪する。


    「お、お願いですから……。本当にごめんなさい」


    「てめぇのゴメンで済むわけねぇだろうが!!　このクソ女にも謝罪させろやボケ!!」


    　彼らのほうだって謝罪すべきだと思ったがそこはぐっと呑のみ込んだ。大治郎は再び小春のほうへ笑え顔がおで振り向く。


    「こ、小春……？　悪いんだけどここは一つごめんなさいって──」


    「絶対に嫌いや」


    　胃がきりきりしそうな大治郎をよそに、小春はさらに三人組に告げる。


    「これが最後の警告だから──もうこれ以上あたしを怒らせないで」


    「……上等じゃねぇかクソ女」


    　もう穏便に済ませることが不可能だと悟ると、


    「く、くっそ!!　殴るなら俺を殴れっ!!　馬ば鹿か野郎が!!」


    　どうにでもなれとばかりに、大治郎は思い切りそう叫んだ。


    　それは、ガクガクに震ふるえる膝ひざを奮い立たせながら精一杯の勇気を振り絞った挙げ句の、あまりにも情けない言葉であった。


    「じゃあお望み通りぶっ飛ばしてやるよ」


    「ひぃぃっっ!!」


    　拳こぶしを振りかぶった男に対し、弱々しく頭を抱かかえて身構える大治郎。


    　と、その瞬間、大治郎の身体からだが見えない力で吹っ飛ばされた。
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    　怒りの感情に任せるように、小春は三人組の男に対して両手をかざすと高出力で『念動力サイコキネシス』を発動させてやろうと思った。この出力であればこの柄がらの悪い連中全員を三メートルくらい吹き飛ばしてやることだって出来る。


    　──こんな連中は懲らしめてやらなきゃ。


    　そう思って能力を発動させた瞬間、小こ春はるの目前で信じられない事態が起こった。


    　三人組だけでなく大だい治じ郎ろうまでもが物もの凄すごい勢いで吹っ飛ばされると、街灯やレンタルビデオ店の大看板、店の出入り口の照明が一斉にスパークして停電。


    　店のガラス窓は粉々に割れて、店内から悲鳴が上がる。


    　小春が我われに返ったその時には、三人組は三メートルどころか十メートル以上も先まで吹き飛ばされ、彼女の横にいたはずの大治郎の姿も見えなくなっていた。


    「嘘うそ……」


    　やりすぎたと思うレベルの話ではなかった。


    　店にまで被害を与えるつもりなんて小春にはなかった。


    　怒りで出力の調整がくるってしまったのだろうかとも思ったが、これほどに強大なレベルの力が発動したことは過去に例がなく、小春は混乱したままかざしていた自分の両手を見つめる。


    「……あたしの能力が……上がっている？」


    　──そうだ、まず大治郎の安否を確認しなければ。


    「だ、大治郎っ!?　どこっ!!」


    　辺りの照明が消えて真っ暗になった駐車場で小春が声を上げると、五メートルほど先の植え込みに背中から突っ込んでいた大だい治じ郎ろうが、まるで怯おびえるような表情で小こ春はるのことを見つめていた。
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    「い……今のって……小春が……？」


    　震ふるえる声でそう告げる大治郎が指差した先には、小春が見つめていた両手があった。そのことに気付き慌てて両手を背に隠すも、もう何もかもが後の祭りであった。


    　──バレた……あたしの力が大治郎にバレてしまった。


    　彼女の顔からさぁっと血の気が引いていく。


    　もうこの場に留まっていられなかった。自分のことを化ばけ物ものを見るような目で見つめる大治郎から顔を背そむけた小春は、悲痛な思いに表情を歪ゆがませながら駐車場から逃げ出して行った。
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    「こ、小春っっ!!」


    　走り去って行く彼女の後ろ姿を、大治郎は追いかけることが出来なかった。


    　同時に、これまで小春と出会っている時に起きた不可思議な現象が、全すべて彼女によるものなのだということを、今ようやくここに至って理解したのだった。


    「あの小春が……見えない何かの力で……これだけのことを…………」


    　吹き飛ばされた衝撃で身体からだが痛むも、怪け我がらしい怪我はしていなかった。


    　それは大治郎よりも遠くに吹き飛ばされた三人組も同様で、呻うめき声を上げながらゆっくりと身体を起こしていた。


    　停電状態のレンタルビデオ店内は、ガラス窓や自動ドアが粉々になって散乱していた。


    「……も……もしもし警察ですかっ!?　はいっ……な、何か爆発のようなものが起きて……」


    　慌てて外に出てきた店員が大声で電話をかけている姿を見て、大治郎は面倒に巻き込まれる前にこの場を離れようと思った。


    「あ……」


    　先ほどまで小春が立っていた場所に、彼女が落としていったレンタル袋が落ちていた。それを拾い上げてママチャリを停とめた場所へと向かう。


    　大治郎は小春がこの場を去って行く時に見せたあの表情を思い出して、自分はどうすれば良かったのかを考える。


    　しかしどれだけ考えても、結論は一つだけしか見当たらない。


    　──どうしようも……なかっただろ……。


    　自分の不ふ甲が斐いなさを抱かかえながら、大治郎はママチャリの前カゴにレンタル袋を突っ込むと、その場を離れていった。
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    　一階のトイレの窓から寮の中へ入ると、そのまますぐ廊下には出なかった。


    　息が上がったまま小こ春はるはトイレの壁を背にして、その場にずるずると蹲うずくまる。


    　全速力でここまで走って戻ったのは初めてだった。それだけ自身が恐れている何かから一刻も早く逃げ出したい思いでいっぱいになっていた。


    　──……あたし……あたしは一体、なんてことを……っ!!


    　そう思いながら小春は震ふるえる自みずからの両手を見つめると、ぎゅっと力の限り握りしめて立ち上がった。少しだけふらつくも、ゆっくりと廊下に続くドアのほうへと向かって行きながら、もう二度と外に出ないことを心に誓った。


    　ただ、最後に見た大だい治じ郎ろうの顔は忘れられそうもなかった。


    　好きになった相手だからこそ、あの顔が頭に浮かぶだけで涙が零こぼれそうだった。もう完全に嫌われてしまったなと思いながら、廊下に誰だれもいないことを確認して部屋へと向かう。


    　今が何時なのかはわからないが、おそらくいつもよりもずっと早く、まだ日付も変わっていないんじゃないかと思いながら部屋の中に入る。


    　多た美みになんて話せばいいのかと憂ゆう鬱うつな気持ちで俯うつむいたままドアを閉めた。


    「……ただいま」


    　小声で多美にそう告げると、


    「──おかえり、委員長」


    　その声が多美のものじゃないことはすぐにわかった。


    　素早く小春が顔を上げると、そこには月明かりに照らされた凛りん子こと綾あやの姿があって、多美はそんな彼女たちの足あし下もとで縮こまるようにして座っていた。


    「なんの用よ、消灯時間後に生徒間の部屋の移動は禁止されているはずよ」


    　小春が凛子を鋭く睨にらみつける。


    「同じクラスのよしみじゃない、もうちょっとだけいさせてよ」


    　そう言いながら、なぜか人の顔を見て面白がっている凛子の態度がひどく癪しやくに障さわる。


    「用事がないなら早く出て行って。じゃないと明日の朝礼で峰みね岸ぎし先生にこのことを報告する」


    「用事がないだなんて、こっちは一言も言ってないけど？」


    「なら早く言いなさいよ、もったいぶってないで！」


    　苛いら立だちを抑えきれず思わず声を荒らげると、


    「……無断外出しておいて、随分と偉そうな口を利くじゃない？」


    　凛子のその言葉を聞いた途端、小春は凍り付いたように動けなくなる。


    「ごめんなさい小春ちゃん……私のせいなの……」


    　涙声で話す多美の言葉の意味がわからないでいた小春に、凛子の隣にいた綾がすっと自らの手を掲げてこう告げた。


    「まぁー簡単に言うと、今朝この子が一人でいるところに『精神感応テレパス』でね。心の中を覗のぞいちゃったってワケ。何もかも、ぜーんぶね」


    「しっかし驚いたわぁ。まさか委員長、外出してるだけじゃなく男と会ってるだなんてさ。ずいぶんとお盛んじゃない？」


    　そう下品な言葉を吐きながら笑ってみせる凛りん子こに、小こ春はるは言い返す言葉がない。


    　ここから先、抵抗は全すべて無意味だと、静かにそう悟ったのだった。


    「それで……どうするつもり？」


    　小春は凛子にそう尋たずねる。


    「先生に言うなら言えばいい。でも多た美みは別。あたしが彼女に無理矢理指示してただけで、多美は関係ないから」


    「関係ないことないでしょ？　あなたのチップを取り出してるのはこの子なんだから」


    　そう言って多美をじろりと見つめる凛子。


    「でも──っ」


    　焦って口を開きかけた小春を凛子が制する。


    「安心しなよ。先生に言ったりはしない」


    　全まつたく予想外な言葉に、小春はぽかんと口を開いて凛子の顔を見つめる。


    「……ほ、本……当に？」


    「ただし条件があるけどね」


    「条件……？」


    「そ。とても簡単なことよ」


    　表情に不安の色を隠しきれないでいる小春と対照的に、この状況を楽しんでいるように笑っている凛子がゆっくりと口を開く。


    「まずは明日の夜に、大だい治じ郎ろうって男に会って伝えなさい。明後日あさつての夜までに男を三人を集めろってね。集まる場所は別にどこでもいい、お任せするわ」


    「……は？」


    　小春は凛子が一体何を言っているのかわからない。


    「それで明後日の夜。わたしと綾あや、そしてそこで泣いているこの子も一緒に連れて外にいるその男たちのところまで案内してちょうだい」


    「ちょ、ちょっと待ってよ……何をする気？」


    　勝手にどんどん話を進めていく凛子に、小春はこめかみを押さえながら一度頭の中を整理しようとする。


    「あなただけ無断外出して男と知り合ってるだなんてずるいでしょう？　せっかくこうしてお互いに素敵な秘密を共有し合う仲になったんだから──」


    　嫌味なその言葉に、思わず小こ春はるの眉み間けんが引きつる。


    「だから、みんなで楽しく合コンしましょ？」


    　そう言った凛りん子この笑えみを、小春はただ困惑しながら見つめることしか出来なかった。
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    　昨夜、小こ春はるに「会わないようにしよう」と告げられた大だい治じ郎ろうだったが、その翌日の月曜日の夜もいつもの時間にレンタルビデオ店の看板下までやって来ていた。


    　看板の照明が落ちているのが遠くから見えた時からわかっていたことだったが、レンタルビデオ店の照明は全すべて落とされて真っ暗だった。


    　出入り口の柱には『本日休業』という貼り紙がしてあり、小春の見えない力で破壊されてしまった様々な被害の痕こん跡せきがその場に残されたままになっていた。


    　もしかするとあの時の出来事は夢だったのでは、という大治郎の一いち縷るの望みは一瞬にして崩れ去ってしまった。


    「はぁ～……っ」


    　わざとらしい溜ため息いきを吐ついて、大治郎はその場にしゃがみ込んだ。これまで少しずつ小春とともに積み上げてきたものが、あの一瞬で終わってしまったという空むなしさがたまらなかった。


    　小春が去って行く寸前に、もっと他ほかにかけてあげる言葉があったはずだ。その後悔が今さらになって押し寄せてくる。


    　真っ暗な駐車場の中で、何をやっているんだと大治郎は馬ば鹿からしくなって立ち上がる。


    「帰るか……」


    　大治郎は看板下に停とめたママチャリのほうに歩き出した。


    「────大治郎」


    　自分の名を呼ぶ声が聞こえたような気がして立ち止まるも、やはり空耳かと思って再び歩き出す。


    「────大治郎っ!!」


    　今度は空耳じゃない。


    　そう思って背後からしたその声に振り返ると、


    「……こん、ばんは」


    　そこには、たった今もう二度と会えないのかもしれないと思っていた女の子が立っていて、大治郎はあまりの驚きに言葉を失ってしまった。


    「昨日はその……勝手にいなくなってゴメン……まだ話が終わってなかったのに……」


    　ぽつぽつと、小春は静かに話し始めた。


    「あんなことがあって……きっとびっくり──ううん……びっくりするなんてもんじゃ……なかったと思うの。あの時のあたしはすごくその……感情のブレーキが利かなくって、それで……ゴメン。別に、そんな言い訳が聞きたいわけじゃないよね……」


    　たどたどしく話そうとする彼女の言葉を聞いて、ようやく大治郎の身体からだを金縛りに遭わせていた緊張が解けてきた。


    　今ここに立っているのは、昨日の夜に柄がらの悪い連中を見えない力で吹っ飛ばした人物ではない。これまでずっと、ここで二人待ち合わせしていたあの優しい女の子であった。


    「超能力者──なんだろ？」


    　大だい治じ郎ろうがそう告げると、小こ春はるの肩がぴくりと揺れる。


    「……昔のホラー映画で、女の子が確かあれに似たような力を使っていた話があったんだ。何も触れていないのに、人や物が飛んだりして」


    「ホラーかぁ……はは。でも……そうかもしれないね」


    　大治郎の言葉に、小春は自虐的に笑う。


    「……あたしね。小さい頃ころに変な病気に罹かかって、それ以来なぜかあんな能力に目覚めちゃったんだ。あたしと同じような子たちは他ほかにもいて……それで、その子たちと今もずっとこの国の政府が作った研究所で毎日暮らしてるの」


    　彼女はそこで大治郎たちが通う松まつ郷ざと高の建つ山とは、反対側にある山の頂上を指差した。


    　それは始業式の日に、クラスの連中が騒いでいたあの白い建物であった。


    「あの建物に引っ越して来たのはつい最近。それまではこんな街中じゃなくて、もっと誰だれもいないような山奥にあったの。あたしたちは人に危害を加える可能性があるからって」


    　そう言って小春は昨夜のことを思い出したのか、ふっと自虐的な笑いをこぼす。


    「実際、本当にそうだったんだけど……。だから外出はすごく厳しく禁じられているんだよ。見つかったら厳罰処分だっていうから誰もしようとしない。でもある日、あたしは誰からも見つからないで外に出られる方法を見つけたんだ。そうして外に出たらすごくドキドキして……楽しくって……もっと山の下まで出て行ってみようって──そして大治郎と出会ったんだよ」


    「それから──何度も俺に会いに来てくれていたのか」


    　小春はゆっくりと頷うなずいた。


    「しばらく会うのを控えようと思ったのは、あそこでの生活に色々と不都合が出てきたから。外出を手伝ってくれてる友達にもすごく迷惑をかけてしまうし……自分勝手な理由だけど、そう決めたんだ」


    「そう……だったのか……」


    　はぁーっと溜ため息いきが漏もれる。


    　およそ大治郎が想像しうる範囲を超えて、小春という女の子の背景は壮大であった。


    「それでね、大治郎──」


    　そこで急に真ま面じ目めな顔つきになって、小春は大治郎の瞳ひとみを真まっ直すぐ見つめて言った。


    「実はお願いがあってここに来たの。本当にどうしようもないお願いなんだけど……」


    「な、なに？」


    　あらたまった態度の彼女に大治郎は少しだけ臆おくしてしまう。


    「別にあたしがしたいんじゃないよ？」


    　そう前置きをすると、小こ春はるの表情が次第に赤くなっていくのがわかった。


    　そのまま彼女はすぅっと息を吸い込むと、


    「──合コンしてほしいの」


    　それまでしていた話とは一切無縁の、ひどく俗っぽい頼み事が大だい治じ郎ろうの耳に飛び込んできたのだった。


    



    「──蔵くろ人うど、ちょっと話がある」


    　翌朝、登校するやいなや蔵人の姿を見つけた大治郎はそう告げた。


    　彼は眼鏡めがねを直しながら大治郎の顔を見つめる。


    「なんだ一体？」


    「俺と一緒に三次元の女の子と合コンに──」


    「断る」


    　あまりに早すぎるシャットアウトじゃないかと思いながら、なおも大治郎は食い下がるようにして言った。


    「頼む！　今回限りでいいから!!」


    「なんなのだお前は……いきなり合コンなどと」


    　面倒臭くさそうに聞く態度を見せ始めた蔵人に、大治郎は知り合いの女の子から頼まれたということにして今夜の合コンの話を彼に告げる。


    　当然ながらそこにやって来る女子たちが全員超能力者であるという事実は伏せておいた。言ってもどうせ信じないだろうし、仮に信じてくれたとしてもそのような要素があるだけで断られるには十分すぎるほどの理由がある。


    「可愛かわいい女の子もいっぱい来るし、どうだ？」


    「馬ば鹿かめ。こよりちゃん以上に可愛い女子など三次元には存在せん」


    「数合わせみたいな気分でいいんだ!!　来てくれよっ!!」


    　両手を合わせて懇願すると、蔵人はふぅと溜ため息いきを漏もらす。


    「……大治郎。その話はこれまでにも時々我われに相談していたことと関係しているのか？」


    「えっ？　えーっと……」


    「答えられないのならばこの話は終わりだ」


    　再びシャットアウトの姿勢で臨もうとする蔵人に、慌てて大治郎は叫んだ。


    「わ、わかったわかった!!　ある!!　全部超カンケーしてるよっ!!」


    「ふむ、やはりか。なるほどな──」


    　一人でうんうんと頷うなずくと、蔵人は大治郎に言った。


    「──三次元女どもとの会話など不毛な時間ではあるが、腐れ縁のよしみで行ってやろうじゃないか」


    「ありがとう蔵くろ人うどっ!!」


    　思わずその場でガッツポーズをすると、大だい治じ郎ろうは一安心とばかりに彼に告げる。


    「あと二人だな。誰だれを誘おうか……？」


    　クラスをぐるりと見回して、合コンに誘うなら他ほかにどのようなメンツが揃そろえばいいのかと大治郎が考えていると、ふと窓側の一番後ろの席の人物に目が留まった。


    「なぁ……合コンってイケメンがいたほうが絶対にいいよな？　女の子も盛り上がるだろうし」


    「誰のことを言っている」


    「あいつだよあいつ」


    　大治郎が顎あごを向けた先にいたのは、始業式の日にぶつかったＨＩＰＨＯＰの兄ちゃん。


    「名前なんだったっけなぁ……」


    「中なか井い達たつ也やだ」


    　必死に思い出そうとしていると、蔵人がさらりと彼の名前を言ったので大治郎は驚いた。


    「意外だな。どうしてそんなにはっきりと覚えてるんだよ」


    「我われと同じくこのクラスにおける孤高の存在だからな」


    　眼鏡めがねを直しながらそう語る蔵人に、大治郎は呆あきれて言葉もなかった。


    　普段の彼は無口で、クラスの中で完全に浮いているぼっちな奴やつではあったが、顔だけはモデル俳優に匹敵するレベルのイケメンであり、どう考えても蔵人とはタイプが違いすぎる。


    「とにかく！　話しかけてみるよ。ひょっとしたら、意外といい奴かもしれないし」


    　断られる可能性も十分あったが、どうせ他にあてもないのだし聞くだけ聞いてみようと大治郎は思った。


    「我は行かんぞ。お前が誘え、大治郎」


    「わかってるよ、まぁダメ元だけど聞いてくる」


    　なるようになれとばかりに、大治郎は一番後ろの達也の席まで真まっ直すぐに向かって行く。


    　机に両足を投げ出して座っていた達也は、今日もいつも通りにヘッドホンで音楽を聴いていた。話しかけるにも、まずこのヘッドホンを外してもらわなくてはならない。


    「あの～……」


    　フードとキャップに隠れて表情が見えないため傍はた目めには眠っているように見える達也に対し、まずはこちらの存在に気付いてもらうため大治郎は彼の視線に合わせて屈かがみながら挨あい拶さつをしてみる。


    「こ、こんにちは……」


    　すると達也はじろりと大きな目をこちらに動かして、どこか不機嫌そうにヘッドホンを外した。何か文句でもあるのかとばかりにふんぞり返って、下へ手たなことでも言ったら殴りかかってきそうなそんな目つきをしている。


    「……ワサッス」


    「え？」


    　突然そのような謎なぞの言葉を発してぺこっと頭を下げる達たつ也や。


    　一体何語なんだと戸惑いながらも、


    「わ、わさっす……」


    　と大だい治じ郎ろうも同じように頭を下げる。


    「あ、あの、実は中なか井いくんにですね……折り入って頼みたいことがあって」


    　無言のまま、達也は大治郎から一切視線を逸そらさないで見つめ続ける。


    「今日の夜に合コンがあるんだけど、もしよければそれに参加してくれないかなぁーって思って……その、開始時間が結構遅くて……二十三時からなんだけど……」


    　先ほどから彼の周囲に漂う重々しい空気が、大治郎にはそろそろ耐えられなくなってきた。


    「あ、ごめん。やっぱなんでもないです……」


    　そう言ってその場から立ち去ろうとしたその時、


    「──いいよ」


    「え？」


    　大治郎は驚いて声を上げた。


    「いいよ、合コン」


    　今度ははっきりと達也の口からその言葉を聞くと、再び彼は耳にヘッドホンを装着して自分の世界へと引き戻っていった。


    「あ、ありがとう！」


    　まさかの了承を得た大治郎は達也に感謝を告げて、蔵くろ人うどのところに戻る。


    「ＯＫしてくれたぞ！　やっぱいい奴やつじゃないか！」


    　嬉うれしそうに告げると、蔵人は眉み間けんに皺しわを寄せながら眼鏡めがねを押し上げる。


    「本当にあの男でいいのか……？　我われやお前だけでなくクラス連中の誰だれとも喋しやべっていないような奴だというのに」


    「確かにそれは問題かもなぁ……」


    　イケメンだからという理由だけで選んでしまった大治郎だったが、この三人では非常に頼りない。そもそも大治郎と蔵人は合コン未経験で、そこに無口な達也というトリオではろくに場を盛り上げることも出来ないのは明らかだった。


    　必然的に最後のメンツは、場を大いに盛り上げられそうな人物が適任だと大治郎は思う。


    「……正直あまり誘いたくはなかったけど」


    　そのような人物は一人しか心当たりがなかった。


    　苦渋の決断ではあるが、大治郎は意を決して教室の中央にいるグループを見ながら言った。


    「蔵くろ人うど。悪いんだけど、俺アイツに頼んでみるよ──」


    「……おい……お前まさか……っ！　ま、待て大だい治じ郎ろうっ！　アイツだけはやめろっ!!」


    　蔵人の制止を振り切って教室の中央へと歩いて行くと、相変わらずグループの連中と馬ば鹿か騒ぎをしながら笑い合っている金髪頭の男に声をかけた。


    「あの坂さか井いくん、ちょっといい？」


    　大治郎がそう声をかけると、ちょうど話に一区切りついたらしい坂井亮りようがその顔を見て、おお、と手を挙げた。


    「亮でいいって。どしたの？　サエナイくん」


    「実は折り入って頼み事があって──」


    　リア充グループの巣の中で大治郎が合コンの話を耳打ちすると、亮はぽかんと口を開けた。


    「サエナイくんと……キモオタくんがぁ!?　嘘うそでしょそれ？　あり得なくね？」


    　バカにしたような態度の亮が大声でそう言うと、遠くのほうで明らかにイラついている顔の蔵人を大治郎は見た。


    「いつやんの？」


    「今日の夜」


    「さすがにソレ、いきなりすぎね？」


    「時間は二十三時から」


    「いくらなんでも遅すぎね？」


    「急でごめん。どーしてもあと一人メンツが足りなくて、悪いんだけどここは一つ！　合コンマスターの異名を持つあなたのお力をぜひお借りしたい!!」


    　ぱんぱんっとお参りするように大治郎が頭を下げると、亮はどうしようか決めかねているように金髪頭をぽりぽりと掻かいてみせる。


    「別にまぁ……オレ合コンチョー好きだし？　だから行ってやらねーこともねーんだけど」


    「ならばぜひとも!!」


    　腕組みをして少し悩んでから、亮は言った。


    「まぁ、なんか面白そうだし、いいよ。行っても」


    　と、意外とあっさり亮が了承した。


    「ぜ、全員揃そろった……っ!!」


    　しかしあらためて考えるに、癖くせが強すぎるメンツだと大治郎は思う。


    　ともあれ、どうにか揃ったこの四人のメンバーで、超能力女子たちが待つ合コンの場へといざ赴おもむくことになったのだった。


    



    　＊＊＊


    



    　その日の二十二時。


    　制服に着替え終えた多た美みが自みずからの耳たぶに手を触れると、ほどなくしてその手を握りしめながらゆっくりと手を開いて言った。


    「……私のも取れたよ」


    　同じく制服姿の小こ春はるは、先に多美に取り出してもらったチップを下段ベッドの枕まくら元もとに置いてから、多美に頭を下げた。


    「ゴメン……多美。あたしのせいで巻き込んじゃって」


    「小春ちゃん昨日から謝ってばっかり……私も、綾あやちゃんの『精神感応テレパス』に引っかかっちゃったわけだし、お互い様だよ」


    「うん……」


    　今日の合コンに制服を着て行くことを提案したのは綾だった。


    　男は制服が好きだからという理由だったが、制服姿で初めて外出する小春はいつもと勝手が違う感じがしてどうにも動きづらい。


    　凛りん子こと綾の発信器はすでに多美が消灯時間前に取り外してあった。二人とは二十二時に一階のトイレの中で落ち合うことになっているので、すぐにでも出発したほうがよさそうだった。


    　小春はそっと部屋のドアを開けて廊下を確認すると、多美に手招きしながら言った。


    「……それじゃ、行こう」


    　無言で多美が頷うなずいたのを確認して、小春は忍び足で廊下に出た。


    



    　＊＊＊


    



    　小春たちよりも先に、凛子は綾と一緒にトイレに着いていた。


    「……合コン楽しみだなぁー」


    　本気でワクワクしている綾に向かって、凛子はふんと鼻を鳴らした。


    「……別にどうでもいいわよ、合コンなんて」


    「えぇ！　凛子がやろうって言い出したくせにーっ！」


    「……バカ、声が大きいって！」


    　凛子が人差し指を口に当てると、綾は慌てて両手で自分の口を押さえた。


    「……大だい治じ郎ろうっていう男を直接この目で見てみたかったのよ。そのまま『会わせろ』って言っても委員長はきっとすぐにＯＫだなんて言わないでしょ」


    「……なるほどー。自分の娘のカレシが気になる父親みたいだね。やっぱ凛子は委員長のこと大好きなんじゃん？」


    「バ──そんなんじゃないって!!」


    「……しー」


    　カッとなった凛りん子こが声を荒らげそうになったのを、今度は綾あやがニコニコしながら制する。


    　凛子がもう一度、声を抑えて口を開こうとしたところで、


    「──お待たせ」


    　トイレのドアが音も立てずに開いて小こ春はるが現れる。少し遅れて多た美みもやって来ると、凛子は出かかっていた言葉を呑のみ込んで綾をぎろりと睨にらみつけた。


    　小春は窓に手をかざして『念動力サイコキネシス』を発動させると、全員を見回して言った。


    「それじゃ、行くよ」


    



    　＊＊＊


    



    　二十二時三十分──。


    　合コン経験者である亮りようからの提案で、大だい治じ郎ろうはバスターミナルへと向かっていた。


    　その理由は、大治郎が合コンメンバーを揃そろえた直後まで遡さかのぼる。


    「んじゃ、みんなスマホ出して」


    　大治郎、蔵くろ人うど、達たつ也やの三人が亮に言われた通りにスマホを出すと、亮も自身のスマホを取り出し、無料で電話やショートメールを送ることが出来る有名なメッセンジャーアプリを立ち上げてみせた。


    「合コンの最中に、好みの女の子がいたりしたらこっそりこれで女の子の名前を打って送って。ちなみにコレ、使ったことない人いる？」


    　その言葉に亮以外の全員が手を挙げる。


    「マジか……お前らどれだけ友達いないワケ？」


    　と、本気で引いている表情を三人に向ける。


    　もちろん大治郎はそのアプリの存在を知らないわけではなかったのだが、蔵人以外に連絡する人もいないうえ、彼とは普段から学校でずっと一緒なので必要とする機会がなかったのだ。


    　亮は、仕方ないと呟つぶやくと全員にアプリをインストールさせ、丁寧にその使い方を説明した。


    　そうして各自帰宅して、後は合コンの開始時刻である二十三時を待つばかりと思っていたら、夕方に亮からこのようなメッセージが届いたのだった。


    『合コン開始の三十分前に、全員バスターミナルに集合！』


    　合コンの会場はあらかじめ昨日の夜に小春と決めたカラオケ店で、その日のうちに下見をして二人で二十三時に予約をしてきてある。店の場所はいつも集まっていたレンタルビデオ店から駅方面に真まっ直すぐ行けば五分もしない距離にあった。


    　後はその場所に各自で向かうだけだったのだが。


    「……なんでわざわざその前に違う場所で集まるんだ？」


    　疑問に思っているうちに、バスターミナルが見えてきた。


    　そこにはすでに、赤いチェックのシャツを着た蔵くろ人うど、紺のジャケットの亮りよう、グレーのパーカーに緑のベースボールキャップの達たつ也やの三人が集まっていた。


    　最後の一人である大だい治じ郎ろうがそこに合流したところで、


    「この中で合コン経験者は？」


    　と、亮が急に講師然とした感じで話し始めた。


    　当然誰だれも手を挙げる者はいない。


    「だと思った。実は、開始前にわざわざ先に集まってもらったのは合コンでの鉄則というか、まぁ共有する情報をここで打ち合わせておく必要があると思ったからなのね」


    「共有する情報？」


    　大治郎が尋たずねると亮が頷うなずく。


    「うん。早い話が合コンって、全員が好みの女の子と楽しくわいわいと盛り上がって気持ちよく楽しむのが一番なわけじゃん？　そのためにも男同士で、好きな子がバッティングしたりしないように情報の共有が必要なわけ」


    　なるほどと思い、そこで大治郎は全員に小こ春はるのことだけは説明しておかないといけないと思い、その場で手を挙げた。


    「女子側の幹事役は小春って子なんだけど。俺はその子のことが好きだから、みんなはそれ以外の子を狙ねらってほしいかなって」


    「ほぉー。サエナイくん、ずいぶんはっきりと言うね」


    　亮は驚いたように声を上げる。


    「それは了解。でも、まだ始まる前なのに、そんなはっきり言っちゃっていいの？　もっと素敵な子と出会えるかもしれないのに？」


    「うん。俺は問題ない」


    「おぉー。なんだかサエナイくんがチョー格好良く見えてくるわー」


    　そう茶化しながら亮は空を仰あおいで、何度か名前を確かめるように呟つぶやいた。


    「へぇー……小春ちゃんね。小春ね、小春小春……ふむ。他ほかには事前にそういう子がいる人いないよね？」


    　誰も手を挙げないのを見てから、亮はスマホを取り出す。


    「よし。じゃあここからが本題だ」


    　そう言いながら画面上のアプリアイコンをタップする。


    　すぐさまスマホ画面一杯に『合コンＤＥルーレット』という名前のアプリが起動する。


    「まー、もし女の子の中でこのアプリのこと知ってる子がいたらやべーんだけどね」


    　そう言いながら軽く苦笑いしてみせる亮に、大治郎が告げる。


    「その点は大丈夫だと思うよ。全員スマホ持ってないし」


    「マジで？　なんでわかんの？」


    「実は事前に小こ春はるから聞いてるんだ。全寮制の厳しい学校だから、スマホは禁止で誰だれも持ってないって」


    　その程度の言い訳で留とどめておくが、実際に彼女らがスマホや携帯電話などの類たぐいを持っていないことはすでに小春から確認済みである。


    　というのも、実は昨夜のうちに小春と会場となるカラオケ屋の場所を下見に行ったのもそのことが理由で、連絡手段がない以上は集合時間もあらかじめ決めておかなければならないという状況の中、どうにか男の人数を揃そろえられたからよかったものの、もし誰も集まらなかったらどうしようかと本当に冷や冷やものであった。


    　彼女たちの正体や研究所のことについては、当然大だい治じ郎ろうからは何も知らせていない。


    　亮りようは女の子たちがスマホを持っていないということが信じられないといった様子だ。


    「はぁ～……今時珍しいっつーか……もしかしてそいつら全員ブスとかじゃねーよなぁ？」


    　などと傍若無人なことを言い出した亮が、大治郎の顔を訝いぶかしげに覗のぞき込む。


    「他ほかの子は会ったことないからわかんないけど……少なくとも幹事役の小春は可愛かわいいよ」


    　大治郎のその言葉を聞いても、亮はどうも信用していない様子だった。


    「……まぁいいや。とにかくこれは合コン用に作られたパーティーゲーム用アプリね」


    　説明しつつ、起動したアプリのスタート画面をタップする。


    　すると、カジノで使われるようなルーレットが画面に表示された。亮が真ん中の『ＯＮ』と表示された部分を指して、


    「ここをタップすれば回り出す。そんで止まったお題をやるってゲーム。やってみるよ」


    　亮がタップした瞬間、ルーレットがぐるぐると回り出す。


    　約五秒ほど経たってから回転が止まると、表示されたお題を全員で確認する。


    『お題。好きな動物の鳴き真ま似ねをしてください』


    　正直に言って、たいして面白くもないお題だった。


    「よし、んじゃ次サエナイくんやってみて」


    　渡されたスマホの画面を大治郎がタップすると、ルーレットが回りお題が表示された。


    『お題。今穿はいている下着の色を教えてください』


    「えっ、マジかよ。グ、グレーッ!!」


    　つい反射的に答えた大治郎を、亮が呆あきれた顔で見つめる。


    「ルール説明のための実演なんだから、別にサエナイくんが答えなくてもいいって」


    「そっか……」


    　大治郎はしゅんとする。


    「つーことでこのアプリの遊び方はこんな感じ。真ん中をタップすればルーレットが回る。止まったらお題が表示される。そこに出たお題はタップした人が必ずその場で答えなくちゃいけない。ルールは以上。ま、全自動の王様ゲームみたいなもんかな」


    　意外と単純なゲームだなと大だい治じ郎ろうは思う。


    　亮りようが再びルーレットの画面を三人にも見えるように傾ける。


    「で、まだ話には続きがあんの。ここからが特に重要だからよく見といて──」


    　そう言ってまた画面中央の『ＯＮ』をタップしてみせる。すると先ほどと同じくルーレットが回り始め、五秒待ってから全員で画面内のお題を覗のぞき込むと、


    『お題。早口言葉を言ってください』


    　またしても亮のお題は面白くもなんともないものだった。


    「じゃ、もう一回。サエナイくん。タップしてみて」


    　言われた通りにタップする。ルーレットが回って出てきたお題は、


    『お題。あなたの乳首の場所を教えてください』


    「えっ!?　こ、ここだけど!!」


    　再び実演する大治郎を無視して、亮はゲームの種明かしを始めた。


    「要するにこれ、合コンで男が女にエッチなことを要求しまくるためのイカサマアプリなんだよね。真ん中を一回タップしただけだとエッチなお題。二回タップすれば、普通のお題になるワケ。これ合コンで使うとケッコー盛り上がるんだよなー」


    「……まさかとは思うけど、今日の合コンでこれを？」


    　大治郎が尋たずねる。
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    「そのつもりだけど」


    　何を今さらといった表情で亮りようが頷うなずく。


    　その瞬間、大だい治じ郎ろうの脳内に小こ春はるがエロいお題に対して一生懸命に恥じらいながら答えている姿がイメージされた。思わず鼻の下が伸びて、ハァハァと息づかいまで荒くなる。


    　だが、そこでどうにか頭の中にあるわずかな理性が働いた。


    「だ、駄目駄目駄目っ!!　そんな……女の子を騙だますようなこと、絶対に駄目だって!!」


    「なんで？　これケッコーマジで盛り上がるんだけど？」


    「だって……さすがにそれはいくらなんでも女の子たちに悪いというか……」


    「わかってないなぁ、サエナイくんは」


    　ちっちと顔の前で人差し指を振ってみせると、亮はニヤニヤしながら合コン未経験者である大治郎の肩にぐるりと腕を回して言った。


    「オレたちがなんのために合コンに来てんのかって言ったら、いい女と出会いたいからでしょうが。向こうだって、いい男と出会いたいからやって来るんだよ？」


    「で、でもそれとこのアプリで騙すのとなんの関係が──」


    「あるある！　大ありだって。要するに一緒なの！　男とか女とかカンケーないの!!　合コンにやって来る奴やつなんて、つまりはみーんなセックスを求めちゃってんだから!!」


    「セッ──ッ!?」


    　わかりやすい反応をする大治郎に、亮はぼそりと告げる。


    「……女だって本当はみんなエッチなんだよ。普段はすましてっけど、場の空気に呑のまれたらこれくらいのことは余裕余裕」


    「よ、余裕なのか──!?」


    　全身に衝撃が走る大治郎に、亮は肩へ回していた腕を放して蔵くろ人うどへと振り返る。


    「キモオタくんは別にいいよな？　合コンの最中に、最高のタイミングでオレがこのアプリを投入して場を暖めてやるから任せてくれよ」


    「我われは三次元女子など割りとどうでも良い」


    「キミなんで参加したの」


    　手のひらを見せて「ＮＯ」の態度を示す蔵人に首を傾かしげつつ、亮はその隣に立っている達たつ也やにも確認する。


    「ラップくんも問題ないよね？」


    「……アイ・ドン・ギブ・ア・ファック」


    「……それどういう意味？」


    　困惑した亮がさらに首を傾げるその一方で、まだ大治郎は先ほどの「女はスケベ」発言が頭の中でぐるぐると回り続けていた。


    「まじか……女の子って……実はエッチだったのか……まじか……」


    　合コンマスターと呼ばれる亮りようの発言だからこそ、その信頼性は高いと思った。


    　童貞をこじらせていたがためについ間接キスや転んだ拍子のパイタッチで喜んでいたが、度胸次第ではさらに過激なことが要求出来たのかと思うと後悔で死んでも死にきれない。


    「とにかくこれで事前の打ち合わせは終了ね。誰だれか緊急で何かあったらメッセにそれを書いて。そしたらトイレへ全員集合。あとはまぁ流れを見て、オレがうまくやってみるから」


    　そこまで言うと、亮は全員を見回してから踵きびすを返す。


    「そんじゃ、行きますか」
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    　合コン開始時刻の二十三時。


    　その五分前に小こ春はるたち女子四人は目的の場所にたどり着いた。


    「──ここが、今日のお店」


    　小春がそう告げると、凛りん子こはカラオケ店の外観を見てつまらなさそうに声を上げた。


    「何コレ。もっとオシャレで、キレイな夜景とかが見える場所とかなかったの？」


    　老朽化とまではいかないが、それなりの年月は感じさせる五階建ての古びたビル。カラオケ店が入っているのは四階と五階で、三階より下は全すべて居酒屋となっていた。


    「……しょうがないでしょ、いきなりだったんだし」


    　むしろ幹事役のどちらも合コン未経験の二人なのに、それでもこうして一応の場所を取れたというだけでも褒ほめてほしいくらいだった。苛いら立だちながら小春はそんなことを思って店の自動ドアの前に立った。


    「予定だと先に男の子たちは来ていて、中で待っているはずだから」


    　そうして四人で店の中に入ると小春は店員へと近づき、


    「伊い藤とう大だい治じ郎ろう、の名前で予約している者なんですけど」


    「パーティールームのお客様ですね。ここから歩いて突き当たりのお部屋です」


    　レジの備え付けられたカウンターから、身を乗り出してそう告げた店員に頭を下げて、小春は三人を振り返る。


    「じゃあ行くよ」


    「うっわすごいよー凛子。衣装を無料貸し出しだって！　コスプレ出来るじゃん!!」


    　綾あやはハンガーにかけられたチャイナドレスを手に取ると、嬉うれしそうにきゃっきゃとはしゃぎ始める。


    　その横で凛子は呆あきれたように待合用の革椅い子すを指先で何度も押しながら、


    「安っぽい材質……白い壁も少しくすんでいるし……ホンット、委員長って使えない人だこと……ちゃんと店のレベルも指示しておけばよかったわ」


    　ぶつぶつとそんな文句を、わざとらしく小春の耳に届くように言って溜ため息いきを吐つく。


    「ねぇ小春ちゃん、タンバリンと、マラカスも無料で貸してくれるんだって！」


    「多た美みまでバカなこと言わないでもう……頭が痛くなる」


    　こめかみを押さえてから、小春は凛子と綾に向かって声をかける。


    「ほら、行くって言ってるでしょ。こっちだから早く！」
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    「わたしの予想なんだけど──」


    　先を行く小こ春はると多た美みから少し離れて歩く凛りん子こはそう言って、綾あやの耳元に口をそっと近づける。


    「多分、委員長は面食いだと思う」


    「え。そうかなー？」


    「あの手の性格の女は互いの相性とかどうでもよくて、ステータスで人を見るのよ。だから当然顔がいいのは大前提。一緒に連れていれば見た目だけで周りを羨うらやましく思わせることが出来るからね。なんならその大だい治じ郎ろうって男がどんなやつか見て、当ててあげようか？」


    　自信ありげに胸を張るも、綾は「そうかなぁー？」と何度も左右に首を捻ひねる。


    「むしろいいんちょーみたいなタイプって別に誰だれかに彼氏を自慢したいとか、そういうんじゃなさそうにアタシは見えるけどなー」


    「綾は何もわかってないね。イケメンでかつ知的な雰囲気を持った優等生が彼女のタイプに決まってるじゃない。眼鏡めがねもかけているかもね」


    　そんなことを話していると一番奥の部屋にたどり着いた。


    　小春が、凛子たちへと振り返って告げる。


    「入るよ」


    　そうして小春が部屋のドアを開けて中に入って行くと、


    「いらっしゃーいっ!!　さぁさぁ、皆さん中へどうぞ！」


    　椅い子すから立ち上がった金髪の男が大声で手を叩たたきながら部屋の出入り口までやって来た。


    　その金髪の男の顔をじっと見つめる凛子。


    「お？　ちょっ!!　ちょっとぉー!!」


    　その視線に気付いたのか、凛子に向かって金髪男が一人で勝手にはしゃぎだす。


    「くぁー！　部屋に入ってくるなり見つめられるとかもうマジさいっこーっ！　まだ始まってもないのに本命に決めちゃいました的な？　やっべー。ねぇ……今日のオレの中の主役、キミに決めていい？」


    　──論外ね。これじゃないわ。


    　金髪男から視線をついっと外すと、凛子は部屋の中を見渡した。


    　パーティールームを予約したというだけあって、カラオケルームとしてはかなり広い部屋であった。部屋の中央には四人がけ用のテーブルの二つがくっつけて並べられており、上座の奥には小さなステージが設けられている。よく見ると出入り口近くの壁に『定員約三十名』と書かれたプレートがかけられてた。


    　使わないテーブルや椅子は全すべてステージ袖そでのところに寄せられていて、店自体が古いということを除けば、凛子の中では合格ラインといったところだった。


    　ふと凛子は自分から見てテーブルの一番手前に座るアウトローな雰囲気の男に目がいく。


    　首にヘッドホンを掛けたその男は、無言で部屋の中央にいる小こ春はると多た美みを眺めている。


    　──顔は合格……。もしかすると委員長はこれまで真ま面じ目め一筋だったから、その反動でアウトローな男に魅了されるというのも十分あり得るわね。こいつが『大だい治じ郎ろう』かも。


    　真面目だったことの反動と考えると、先ほどの金髪の男も決して悪い線ではない。


    　そう思って、凛りん子こは次にアウトローな男の隣に座っている男に目を向ける。


    　眼鏡めがねをかけたその男は凛子が見つめると、すぐさま目を逸そらしてサッと正面に向き直った。


    　──服装も顔つきもオタクっぽいけど……この三人の中では一番知的な印象がある。真面目からの反動とは思ってみたものの、現実的にはこういう男のほうが委員長のタイプかも。


    「ありゃりゃ、てか三人しかいなくね？」


    　綾あやが部屋を歩きながら男たちを見回してそう問いかける。


    「ちゃんと四人いるよ。緊張したのか、一人いまトイレ行ってる奴やつがいてさ」


    　金髪がへらへら笑いながら答えていると、ドアが開き、最後の一人が入ってきた。


    「──わ。も、もう来てたっ。ごめんごめん！」


    　格好良くも悪くもなく見た目になんの特徴もない、いかにも冴さえない男だった。


    　──何もかもぱっとしない。この男が一番論外ね。


    　あらためて凛子は冴えない男から視線を外して先ほどの三人を見比べる。


    　凛子は悩んでいた。最後に来た男以外はどれもが可能性があるように思えた。


    　その時、冴えない男が出入り口にいた凛子を通りすぎて、部屋の中央へと向かっていった。


    「小春。この子たちが同じクラスの？」


    　冴えない男が、小春のことを呼び捨てにして話しかける。


    「──へっ？」


    　あまりのことに凛子が唖あ然ぜんとしていると、小春はその冴えない男にゆっくりと頷うなずいた。


    「うん。大治郎がいないから一瞬、部屋を間違えたかと思っちゃった」


    　控えめにそう笑ってみせる彼女の表情は、冴えない男が自身の元にやって来た安あん堵どによるものなのか、普段、委員長として学園で過ごしている彼女が見せるものとはとても思えないほどに、優しく柔らかいものだった。


    「…………う、嘘うそでしょ？　あ、あんな普通すぎる……冴えない男が……大治郎？」
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    　──何してんだろ？　いつまでもあんなところに突っ立って。


    　小春はいつまでも出入り口の辺りで立ち尽くしている凛子を一いち瞥べつしてから、大治郎へと視線を戻す。


    「そっちはどうにか人数が集まったんだね。みんな大治郎の友達なの？」


    「ま、まぁ……そんなところ。ははは」


    　なぜ苦笑なのか小こ春はるは少し気になった。


    「ひとまず全員、席に着いてもらおうか」


    「そうだな──あ、俺たち二人は一応幹事役だし、上座の席に向かい合って座ろっか」


    　八人掛けテーブルの両サイドに男子と女子に分かれて座るよう決めると、二人はそれぞれが呼んだメンバーに声をかけて着席させていく。


    　女子は上座から、小春、凛りん子こ、多た美み、綾あや。


    　男子は上座から、大だい治じ郎ろう、亮りよう、蔵くろ人うど、達たつ也や。


    　このような順番で座ってもらったところで、


    「……で、この後どうするのかな？」


    「さ、さぁ……？」


    　小春と大治郎がともに次の進行に戸惑っていると、彼の隣に座っていたチャラけた金髪男が立ち上がって二人に言った。


    「まずはドリンクの注文かな。つーか、いっそのことオレに進行任せてもらえない？　こういう場には慣れてるし」


    「あ。じゃあ悪いけど頼むよ」


    　大治郎の言葉に頷うなずくと、金髪男はすぅっと息を吸ってから手を挙げて、


    「──はいはーいみんな!!　今からオレがメニュー持って順番に聞いてくから飲みたいドリンク教えてねーっ!!」


    　すごい元気な人だなと小春はびっくりしながら、一人一人の座っている席に注文を取りに行く金髪男の姿をただ呆ぼう然ぜんと眺めていると、


    「……ん？」


    　ドリンクを聞きに下座へと向かっていった彼が、自分に向かってウインクをしたように見えて小春はぽかんと口を開け放った。気のせいかとも思ったが、それにしてははっきりとそう見えたような気がして、小春は首を捻ひねる。


    「はいコーラ二つにオレンジ一つと、アイスコーヒー二つに──それから大治郎と……小春ちゃんだっけ？　どうする飲み物？」


    「じゃあ俺もコーラ」


    「あたしは……アイスティーで」


    「はいはーい」


    　そうしてあっという間に全員のドリンクを聞きに回った亮が、部屋のインターホンの受話器を取って店員に伝えていく。


    　その手際のよさは素直にすごいと思ったけれども、特に彼に対してそれ以上の興味も湧わかなかった小春は、そのまますっと視線を外して多美のほうへと顔を向けた。


    　──大丈夫かな、あの子。


    　幹事役は上座に座ろうと、そう大だい治じ郎ろうに持ちかけられた時、小こ春はるが真っ先に思ったのは、この合コンで何をしでかすつもりなのかまるで読めない凛りん子こを自分のすぐ隣の席に置いておくことであった。こうして彼女を近くで監視しておけば、もし何かよからぬことを企たくらんでいても対処しやすい。


    　凛子もそれにすんなり従ったための席順だったのだが、


    　──やっぱ判断ミスだったかなぁ……。


    　先ほどからずっと俯うつむいてばかりの多た美みを見て、小春は自分の選択がどうにも誤っていた気がしてならなかった。


    　──もしかしたら、凛子は本当にただ合コンを楽しみたかっただけなのかも。


    　そう思うと彼女のことを、あれこれと疑ってかかっていたことが申し訳なく思えてきた。これまで相手が色々と反発した態度でいたために、勘ぐりがすぎたのかもしれないと、そう小春が思ったところでドアがノックされ、お盆にドリンクを載せた店員が部屋に入って来た。
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    　大治郎は、下座の達たつ也やから回ってきたドリンクを受け取る。見ると全員分のグラスがすでにテーブルの上に並んでいて、これで準備は全すべて整ったようだ。


    「んじゃ、一度みんなで乾杯しましょうか。せぇの──」


    　亮りようがグラスを持って立ち上がると、すっと息を息を大きく吸い込んで叫んだ。


    「──かんぱあああああああああああい」


    「いえ─────いっ!!」


    　亮の乾杯の音おん頭どに続くように、達也の向かいに座っていた女の子が元気よく立ち上がる。いかにもギャルといった風貌の女の子だ。


    　しかし、そのギャルの子が亮に続いただけで、それ以外のメンツは全まつたくと言っていいほど声を出さなかった。そもそも来る前からほとんど喋しやべっていない達也は論外で、なぜか店に入るまでは普通にしていたはずの蔵くろ人うども、女子がやって来てからはずっと視線のやり場に困ったようにもじもじしている。


    　全員無言でドリンクを飲む。ひたすら飲む。


    　ただそれだけの時間が流れていく。


    　合コンマスターの亮もさすがにこの場の勢いのなさに笑え顔がおを引きつらせ、大治郎のほうに向かって「お前ももっと盛り上げろよ」という視線を送り続けていた。


    　しかし、当の大治郎にしても合コン自体が初体験で、どのように盛り上げればいいのかさっぱりわからない。


    「……おい」


    　隣の亮りようから肘ひじで脇わきを突かれる。


    「……自己紹介いくぞ」


    　小さくそう告げたかと思うと、亮は突然声を張り上げて言った。


    「それじゃあ、みんな自己紹介といきましょうか!!　まずは男性サイド幹事の大だい治じ郎ろうくんからどうぞーっ！」


    　亮の大げさな拍手により、ほとんど強制的に席を立たされてしまう。


    　しんと静まりかえった場での一番手など、あまりに荷が重すぎると大治郎は思った。


    　かつてないほどのプレッシャーが押し寄せてきて、何も考えられないのに悩んでいる暇もないという、そんな最悪な緊張感でどんどんと手汗が吹き出してくる。


    「え、えーっと……」


    　もう頭に浮かんだことを口にするしかないと思い、大治郎は勢いを込めて言った。


    「い、伊い藤とう大治郎って言います!!　えと、その……俺は──スケベじゃありませんっっ!!」


    　一番手として何か掴つかみが欲しかったから、ある程度の自虐も込めたというのに、部屋の温度は暖まるどころか、むしろ急速に冷えていく感覚があった。


    　──い、いきなり下ネタはきつかったか……。


    　立ったままちらと目の前の小こ春はるを見ると、「いやスケベでしょ」と言わんばかりにその瞳ひとみが部屋の電球に照らされ冷たく光っていた。


    「あ。あー……その、一応映画とかも好きです。はい……」


    　完全に滑ってしまい、力なく席に座ろうとしたのだが、


    「──あの、ちょっといいかしら？」


    　ふとそんな声が聞こえてきて、大治郎は尻しりを浮かせたまま顔を上げる。


    　小春の隣に座る女の子が、手を挙げてこちらをじっと見つめている。話し方、背筋をぴんと伸ばした姿勢、発言する前の挙手と、なんだか上品な印象を漂わせていた。


    　その視線に少しだけドキッとしつつ「どうぞ」と促すと、上品な感じの女の子は手を下ろして大治郎に尋たずねる。


    「あなた、一体委員長とどこで知り合ったの？」


    「委員長？」


    　一瞬誰だれのことかと思ったが、すぐにそれを理解すると視線の先を小春に向けた。


    　一瞬驚きの表情を見せていた小春は、やがて了承の合図のようにその場でゆっくりと小さく頷うなずくと、それを見た大治郎は出会いのきっかけを話す。


    「レンタルビデオ店で、会ったんだ」


    「レンタルビデオ？」


    「うん。会員カードを持っていないから、代わりに観みたい映画を貸りてほしいって」


    　嘘うそ偽りのない事実であったが、上品な感じの女の子はそれを聞いてさらに質問を投げかける。


    「それで貸りてあげて、どうしたの？」


    　さすがにＡＶのことまでは話す必要もないだろうと思い、


    「まぁ、借りたら返しに来なくちゃいけないから……また会おうって」


    「ふぅん……」


    　何か考えるように上品な感じの女の子は下を向くと、またすぐに顔を上げて言った。


    「ありがとう。質問は以上よ」


    　その言葉とともに、これ以上の紹介はもういいだろうかと思って大だい治じ郎ろうは席に座る。


    「はいはーい、サエナ──大治郎くんの自己紹介でした！　皆さん拍手!!」


    　テンションの高い亮りようの言葉とは正反対にぱらぱらとまばらな拍手が起こると、そのような頼りない音でも出だしで滑って大恥をかいたことが少し報われた気がする大治郎であった。


    「んじゃ次オレねっ！　坂さか井い亮っていいます!!　いえーい!!　合コン超大好きですっ!!　最初大治郎くんに誘われた時は『一体どんな子が来るんだろー？』って、マジでドキドキしてたんだけど、こうして会ってみるとみんな、めっ────ちゃ可愛かわいいねっ!!」


    「いえーいありがとー!!　アンタの金髪もかっこいいよーっ!!」


    　亮のテンションにつられて、達たつ也やの向かいに座っているギャルの子が手を挙げた。


    　亮の自己紹介を見た大治郎は、自己紹介のハードルを自みずから高くしてしまっていたのだと気付かされる。とにかくハイテンションで、下へ手たにウケなど狙ねらわなくても勢いで押し切れば誰だれかがノってくれるんだと、この時初めてわかったのだった。


    「いやありがとありがと!!　後でちゅーしてあげるよ!!」


    「やだキモいー。遠慮します。べー」


    「はっは。まぁそんな感じで今日は楽しくやっていきましょう!!　よろしくーっ!!」


    　さらっとギャルの子からキモいと言われているのに、まるで傷ついていないかの如ごとく笑えみを絶やさない精神力は素直にすごいと思う。


    　亮からは学ぶところがたくさんあるなと大治郎は感心しながら、席に座ってもニコニコと愛想よく笑っている彼に熱い拍手を送った。


    　続いては蔵くろ人うどの番であったが、なぜか彼は自分の番だと気付いていないのか、ガチガチに身体からだが強こわ張ばったまま席に座り続けている。


    「キモオ──蔵人くん!!　次はキミだよ!!」


    「ふはっ!?」


    　耳元で亮が告げた途端、びくっと肩を震ふるわせ反射的に立ち上がった蔵人。


    　先ほどまでの寒々しかった空気も、無理矢理テンションで押し切ろうとした亮とギャルの子のおかげで、少しずつ拍手の音も大きくなっていた。


    　少なくとも自分の時よりかはいくらかやりやすくなっているのは間違いない。だが、大治郎はすでに蔵くろ人うどの自己紹介に嫌いやな予感しかない。


    　というのも、蔵人は昔から人前で何か喋しやべろうとすると、上がってしまって何も喋れなくなるタイプの人間であった。一対一ならば問題ないのだが複数から注目されてしまうと途端に言葉が出てこなくなるのである。


    　──蔵人、ここはもうなんでもいいから何か言って、さくっと終わらせてしまえ!!


    　大だい治じ郎ろうがそう必死で願うも、蔵人の口からはなかなか言葉が出てこない。


    　彼が立ち上がってから、もうすでに十秒が経過している。


    　さすがにこれ以上は無理かと思い、大治郎がこっそりとそのことを亮りように伝えようとしたその瞬間、


    「わ……我われは大おお貫ぬき蔵人……………………と、申す」


    　時代劇かよと思わずツッコミたくなるような出だしが予想外で、フフッと大治郎の口角が引きつってしまう。


    「わ、我は…………二次元の……魔法少女こよりちゃん……が……好き……と、申す」


    　その時、蔵人の目の前に座っている女の子が、なぜかはっとしたように顔を上げる。


    「故ゆえに……人……呼んで……オタクと、もう──」


    「──はい」


    　そこで先ほど大治郎にも質問した、上品そうな女の子がまた手を挙げた。


    「さっきから、その申すって何？」


    　彼女がツッコミを入れた瞬間、蔵人がびくっと肩を震ふるわせる。


    　彼にしてみればこれ以上にないほど奇跡的に快調な自己紹介であったのに、その流れを容赦なく堰せき止とめようとする上品そうな女の子を見て、大治郎は思わず唇くちびるを噛かむ。


    　──蔵人!!　そんなツッコミに負けるなよ!!


    　そう思った瞬間、ぷるぷると震える指先でズレてもいない眼鏡めがねに触れると、それを何度も上下させながら蔵人は静かに言った。


    「……て、丁寧語です」


    　その言葉を機に、自己紹介終了といった様子でぺたりと席に座り込んでしまった。


    「は……はいっ!!　蔵人くんありがと────っ!!」


    　苦しそうに亮が結んで精一杯の拍手をすると、先ほどと変わらぬ拍手に包まれて大治郎はほっと自分の席にもたれかかった。


    　次は未知数の男、達たつ也やの番であった。


    　一体どんな自己紹介をするのだろうという興味はあったが、同時に不安も襲ってくる。


    「それでは男性陣の最後の自己紹介だ!!　どうぞっ!!」


    　亮の言葉とともにすっと立ち上がる達也。


    　そこで大治郎は彼が手に持っているものを見て、ぎょっとする。


    「……ＨＥＹ　ＹＯ」


    　いつの間にかカラオケのマイクを握りしめていた達たつ也やは、その身体からだを上下に揺さぶらせ始めると、


    「……オレは達也　この町の桜　散る前にまずは　自己紹介だ　イエー」


    　まさかのラップでの自己紹介を始めた。これには大だい治じ郎ろうだけでなく、亮りようや蔵くろ人うども思わず目を見開いて彼を凝視してしまう。


    　しかしそれだけの変化球な紹介にもかかわらず、部屋内のスピーカーから聞こえてくるのは「ボォ」「ボォ」という彼の吐息のほうであった。いかに普段から小さい声でぼそぼそと喋しやべっているのかがわかり、ある意味で本当に正しき自己紹介とも言えた。


    「好物は豆腐　マジやばいドープ　な俺が達也だ　ピース」


    　リズムを取るように必死で動かしていた手がピタリと止まり、そこで自己紹介が終わったのだとその場の全員が気付かされた。


    「さすがにこれは……フォローキツいぞオレも……」


    　横でこっそり亮がそんなことを呟つぶやく。


    　まさか合コンマスターの彼でさえ泣き言を漏もらしてしまうとは。


    　そのまま大治郎が達也を見ると、彼は彼でこの場でやりたいことは全すべて出し尽くしたとばかりに、天井を見上げながらゆっくりと息を吐き出していた。


    「ねぇねぇっ!!」


    　とそこで達也の向かいにいるギャルの子が、テーブルに身を乗り出しながら亮に向かってはいはいと手を挙げる。


    「ど、どした急に!?」


    「女子の順番なんだけどさ、アタシからでもいいかな？　ラップの人からぐるっと回って戻っていく感じでさっ」


    「あ。ああ、いいよいいよっ!!」


    　達也の紹介に拍手は一切起きなかったものの、どうにか微妙な空気の間が出来る寸前で今度はギャルの子の紹介が始まった。
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    　楽しそうに席を立つ綾あやの姿を見て、凛りん子こは自みずからのドリンクにそっと口をつける。


    「はーい、相あい沢ざわ綾でーす。なんかよくわからないままカラオケ来ちゃったけど、なんとなくこのビッミョーな雰囲気が見てて楽しいです。今日は誘ってくれてありがとーっ！」


    「いええええええええええいぃっ!!」


    　綾が自己紹介を始めると、目の前にいた亮という男が再び大きな声ではしゃぎだした。


    　先ほどまで続いたあまりにお粗末なレベルの自己紹介のせいで、ちょうど口をつけているドリンクの味も今の凛りん子こには不ま味ずく思えてしまう。


    　グラスを置くと呆あきれて溜ため息いきを吐つく。


    　──どうしようもない連中ね、コイツら。


    　そして凛子は、このどうしようもない連中をここまで引き連れてやって来た、大だい治じ郎ろうのほうへと視線を滑らせる。


    　現時点でも、凛子の彼に対する評価はまったくぱっとしない男という印象であった。


    　とてもじゃないがこの大治郎という男が、数す寄き柳やなぎ学園でとびきり優秀なあの灰はい島じま小こ春はると釣り合いが取れているようにはまるで思えなかった。


    　確かにレンタルビデオ店で知り合ったという話は、いくらか納得する部分はある。


    　小春が映画を好きなのは凛子も知っていた。寮内には娯楽用のために本数は少ないけれども有名どころの映画ＤＶＤは用意されていて、それを彼女が貸し出し用のポータブルプレーヤーと一緒に持ち出している姿を何度も目撃したことがあった。


    　──趣味が共通して意気投合するのはわからないでもないけど。


    　それでもなぜその相手がこの冴さえない男なのだと思うと、苛いら立だちがさらに増していく。


    　──アンタの男はもっと特別で、手が届かないくらいじゃなきゃおかしいじゃない。


    　凛子は小春という人間をあまりに強くライバル視しすぎているが故ゆえに、半ば過大評価気味に彼女のことを無意識に理想化していることを自覚していなかった。


    　むすっとしながら目の前のドリンクに再び口をつけると、いつの間にか綾あやの紹介が終わって隣の席の多た美みの番になっていた。


    「え、えっと……その、皆みな瀬せ多美と言います」


    　そう自己紹介を始める彼女に向かって、すっかりテンションが元に戻った亮りようが大声を張り上げる。


    「おお、声がすっごく可愛かわいいぞーっ!!」


    「ひゃっ……え、えと……」


    　そのせいでさらに恥ずかしくなったのか徐々に赤面していきながら、


    「じ、実は、私も……お、大おお貫ぬきさんと同じで……こよりちゃん……が好きで……ま、毎週小春ちゃんと一緒に……寮の談話スペースにあるテレビで……観みてます……」


    　そこまで言ってすとん、と席に座る多美。


    　ほとんど蔵くろ人うどに対してアピールするだけの自己紹介になってしまったことに、本人はまるで気がついていないようだった。


    「す、好きなんですか……？　あの日曜の朝アニメである……こよりちゃんが……？」


    　口をぱくぱくさせながら蔵人がそう問いかけると、多美は耳まで真っ赤にさせながら無言でこくりと一度だけ頷うなずく。


    　蔵くろ人うどはぶるぶる震ふるえだしたかと思うと、


    「──ぶふぉっ!!」


    　突然彼の中で何かが弾けたような謎なぞの奇声を発して、席に仰のけ反ぞった。


    「ま、まさかまさかのカップル誕生かぁ!!　いくらなんでも早すぎないかぁおいっ!?」


    　囃はやし立てるようにそう叫ぶ亮りようであったが、彼自身もまたいくらか動揺しているのが表情を見ているだけではっきりとわかった。


    　一連の出来事を無関心に傍観していた凛りん子こは、またしても趣味の一致かとうんざりするような目で彼らを見つめてから、次の番である自みずからの自己紹介のことについて考えた。


    　彼女にとってこの合コンの目的は小こ春はるが以前から会っていた大だい治じ郎ろうという人物をこの目で直接見ることであった。


    　そしてそれが達成された今、凛子の中で別の新たな目的が生まれつつあった。


    　少なくとも凛子は、大治郎が小春の相手としてふさわしい人物だとは思っていなかった。


    　ここにいる男たちは、どうしようもない連中ばかり。


    　だが彼らを集めた大治郎という男もまた、その一味であるということは疑いようもなく、ただのつまらない男だということに小春は気付いていない。


    　──それならばいっそ、気付かせてやろうかしら？


    　そうすることで、これまで自分が慕っていた相手がどれほどくだらない人物なのかと知った時に絶望する小春の顔を、凛子は見てみたくなった。


    　凛子は募りに募った苛いら立だちを解消するアテを思いついたような気がした。


    「はい、それじゃ次の方！　自己紹介よろしくお願いしますっっ!!」


    　と、向かいの席の亮から手を差し出されて立ち上がった凛子は、それまでの不機嫌な表情を一変させてにこりと微笑ほほえんだ。


    「妹せの尾お凛子です──」
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    　たった今まで、小春はこの合コンという集まりの意味があまりよく理解出来ていなかった。


    　いきなり多た美みが『魔法少女こよりちゃん』の話題で蔵人という男に作品のファンであることをアピールしたのには驚いたが、さらに彼女が驚くことになったのは、そのすぐ後にやってきた凛子の自己紹介であった。


    「──まさかあの委員長が、わたしたちの知らないところで男の人と知り合ってるだなんて、ちょっとびっくりしちゃいました。けど皆さん、こうして見るととてもいい人そうで、今日はこうした場に参加出来て嬉うれしく思ってます」


    　普段の凛子を知っているだけにそのネコの被かぶり方は異常とも取れるほどで、この時点からすでに不穏な予感はあったのだが、それがはっきりと確信に変わったのは次の瞬間だった。


    「──特に先ほど委員長との出会いを語っていただいた大だい治じ郎ろうくんの雰囲気がとても優しそうで、正直委員長に嫉しつ妬としちゃうなぁなんて思ってしまって」


    「……えっ？」


    　いきなり自分の名前が出てくるとは思っていなかった大治郎が素すっ頓とん狂きような声を上げて凛りん子こを見つめると、彼女もまた彼に向かってにっこりと微笑ほほえんでみせる。


    「…………はぁ？」


    　ポカンと開けた小こ春はるの口からつい無意識にそんな声が漏もれ出てしまった。一体何を企たくらんでいるのかと思っていると、凛子は大治郎から目線を外してぐるりと部屋の中にいる全員を見渡しながら、


    「今日は大治郎くんももちろんですが、他ほかの皆さんとも仲良くお話出来たらと思います。それでは最後に委員長、どうぞ──」


    「ちょ、ちょっとあんた！」


    　突然バトンを渡すようにそう告げてさっさと着席する凛子を睨にらみつけるも、先ほどから必死に盛り上げようとしていた亮りようを筆頭に、その場の全員の視線が一斉に小春に集まってしまう。


    「うぅ……」


    　緊張に身を包まれながら小春が立ち上がると、


    「は、灰はい島じま小春です……映画が好きです。学校ではクラス委員長をやってます」


    　どうにかそれだけの簡単な紹介をすませてすぐに席に座ろうとした。


    「はーい!!　オレからの質問いい？」


    　短すぎる自己紹介を盛り上げようと考えたのか、亮が威勢良く手を挙げる。さっさと終わらせたかったのにどうして邪魔をするんだと、内心憤りの気持ちを亮に向けながらも小春は固い笑え顔がおで口を開く。


    「な、なんでしょう……？」


    「なんで大治郎と仲いいんですかー？」


    　それならさっき凛子が大治郎に聞いていた話だけでも十分わかることではないか、と思いながらも小春は答えた。


    「大治郎はあたしと同じで映画が好きだから──」


    「へぇ！　委員長ったら。大治郎くんのこと、呼び捨てにしてるんだ？」


    　今度は凛子がぱっと表情を明るくさせて、そう口を開いた。


    　からかうような目の彼女に、口を閉じたまま歯を食いしばる小春。


    「意外だなぁー。学校じゃあ全然そういう雰囲気ないよね？　結構お堅いっていうかさ、とにかく真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうって感じで」


    「こ、これでもうあたしの紹介は終わりでいいかな……？」


    　笑え顔がおの裏に激しい怒りの感情を溜ため込みながら、小こ春はるが優しく凛りん子こにそう言った。


    「えーそんなぁー!!　……んでもまぁこのくらいでいっか」


    　わざとらしく不満の言葉を漏もらすも凛子はそう告げて、ようやく解放された小春は座ると同時にテーブルに置かれたドリンクを乱暴に手に取って思った。


    　──何考えてんの凛子の奴やつ！　学園内でのあたしのこと、大だい治じ郎ろうに話してほしくないのに!!


    「……大丈夫か？　小春」


    　はっと小春がストローから口を離して前を見ると、大治郎がじっとこちらを見ていた。


    「なんか、ちょっとだけ怒ってるように見えたから」


    「う、ううん大丈夫！　全然そんなことないよ？」


    　大治郎に余計な気を遣わせてしまったと思うも、ぎこちない作り笑いを浮かべてしまう。


    「んじゃまぁ自己紹介も一通り終わったし、しばらくは適当にご歓談タイムってことにしよっか」


    　そう亮りようが告げると同時に、綾あやは興きよう味み津しん々しんな目を向けながら達たつ也やに顔を近づける。


    「ねぇねぇ！　さっきのヤツってラップだよね？　よくそんなすらすら言葉出てくるねー？」


    「……イエー」


    　意外にも綾は達也のあのラップが相当お気に召していたらしく、彼女から席が離れている小春にもその楽しそうな声が聞こえていた。


    「ＹＯＹＯ！　アタシ綾！　あんたは達也！　こんな感じ？」


    「……ライムが足りねぇな」


    「ライムって何!?　ウケるーっっ!!」


    　何がウケるのかと思いながらその隣に目をやると、多た美みが蔵くろ人うどという眼鏡めがねをかけた男と『魔法少女こよりちゃん』談義をぼそぼそと繰り広げていた。


    「……た、多美さんはその……いつからこよりちゃんを？」


    「わ、私は第一話からずっと観みてます……。一番好きなのが第三十九話のこよりちゃんが学校の皆とスキーに行く話で……」


    「おおっ！　あれは神回ではないかっ!!」


    「えと……実は私その……こよりちゃんの絵も……時々ノートに描かいたりしてるんです」


    「同志ッ!!」


    「ふぇっ!?　そ、そんな私はまだまだ……です」


    　控え目ながらも嬉うれしそうな横顔を見せる多美。


    　先ほどまで彼女を孤独にさせているという思いのあった小春は、その姿を見てほっとする。まさか毎週欠かさず観ていたあの女児向けアニメを好きな者がこの場にいるなど、思ってもみなかった。


    「そういえば、こうして向かい合うのってファミレス以来じゃない？」


    　正面の大だい治じ郎ろうから話しかけられて、小こ春はるは我われに返る。


    「そ、そうだね」


    　あの時のことを思い出すと羞しゆう恥ち心が蘇よみがえってきて顔が熱くなる。小春が赤面しそうな顔を隠そうと俯うつむきかけたその瞬間、


    「──え？　委員長と大治郎くん、二人でファミレス行ったんだ？」


    　隣の凛りん子こが突然会話に入ってきて、小春は顔を上げた。


    



    　＊＊＊


    



    　大治郎は、突然小春との会話に割り込んできた凛子を見て呆ぼう然ぜんとする。


    「いいなぁ。大治郎くん今度わたしも連れてってよ、ね？　委員長、わたし一緒に行ってもいいでしょ？」


    「な、なんなのアンタさっきから!?」


    　小春もその急な会話の割り込みに、ひどく驚いた顔をしながら凛子を見つめていた。


    「いいじゃないの。わたしも前からファミレスに興味あったんだから」


    「そうじゃなくて──」


    「あ。もしかして大治郎くんと二人っきりで喋しやべりたいのに、わたしが話しかけてきてちょっと怒ってる？」


    「ば──っ!!」


    　凛子と会話をしながら、終始目の前でいいようにあしらわれている小春を見ていたその時、突然大治郎のポケットの中でスマホが震ふるえだした。


    　なんだろうと画面を確認すると、メッセンジャーアプリの通知で『亮りようさんから二通のメッセージが送られています』と表示されている。


    　──オレは目の前の凛子ちゃん狙ねらいで行くぜ！


    　──お前らも狙う子はここに書いていけよ！


    　それら二つのメッセージを見てスマホをしまうと、横にいる亮がニヤニヤしながら親指を立てて大治郎を見つめていた。


    　その表情を見て大治郎は、はっとなる。


    　合コンと聞いてどの相手を狙うかという話をするのは何も男だけの話ではなく、目の前にいる女の子たちだって同じ事が言えるのだということに今さら気付いたのだった。


    　──小春も……もしかしたら俺なんかより他ほかの男のことが……。


    　そんな大治郎の気も知らず、さっそくと亮は二人で会話をしている小春と凛子に割って入るように口を開いた。


    「じゃあ、もし良かったらオレと行こうよ凛子ちゃん？」


    「……は？　なんで？」


    　声のトーンが一気に下がる凛りん子こにも、亮りようは負けじと会話を続ける。


    「ファミレスっていったら、食べたいスイーツの種類とかで店も色々と変わるじゃん？　たとえばここから少し離れたところに新しく出来た店なんだけど、そこにベリーソースの載っためっちゃ美う味まそうなパンケーキがあるんだよね！　写メあるんだけど見る？」


    「……いや別に」


    「そっかそっか。でもまぁパンケーキって結構腹に溜たまるしね。じゃあ凛子ちゃんは何が食べたい？　スイーツなら意外とオレ色々知ってる自信あんだけど？」


    　さすがリア充とも言うべきか、明らかに凛子の冷めた態度にもそれをどうにかして温めていこうとするそのポジティブさは賞賛に値すると大だい治じ郎ろうは思った。


    「別にそういうことに興味があるわけじゃなくて、わたしは委員長と──」


    「委員長！　そっか小こ春はるちゃんと一緒に行きたいんだ？　りょーかい。実はオレ、二人が絶対美味いって言いそうなケーキバイキングが食べられる店とかも知ってるんだけど、ケーキバイキングとファミレスのスイーツ、行くならどっちがいい？」


    　亮はさらにマシンガントークで断る以外の二択をさらっ提示してみせ、まるでケーキかファミレスかのどちらかしか選択肢がないような方向へ話を持っていこうとする。


    　提示されたその二択でうっかりどちらかを答えてしまえばおそらくアウト。その瞬間に約束は成立したものとして次に具体的な日程の話を進めていく。有無を言わせないよう捲まくし立たてて、相手の思考停止を誘おうとする手際も実に見事であった。


    　だが、そのように勢いで押し込もうとするパワープレイにも凛子は動じない。


    「うるさい。いい加減少し黙りなさいよ」


    　と自分のペースを乱すことなく、完全に亮に対してシャットアウト宣言を出した。


    　さすがにこれはもう無理かと大治郎が思っていると、再びスマホに通知が届く。


    　──オレも今から小春ちゃん狙ねらいで。


    　画面を見て思わず大治郎は椅い子すから尻しりが浮き上がりかけた。


    「はぁ!?　おい亮──」


    「ねぇねぇ小春ちゃんって、どんな食べ物が好きなの？」


    　大治郎が口を開く前に、亮は小春に向かって話しかけていた。それを見て、大治郎は先ほど思っていた焦燥感のようなものが一気に胸の内で膨れあがっていく。


    　事前に情報を共有しようとか言っておいて、さすがに亮の行動は裏切り者にもほどがあった。別に付き合っている訳でもない小春に対して会話をするなとも言えない。亮と話すかどうかを決めるのは小春の意志であり、それを妨げる権利など大治郎にはない。


    　はらはらしながら、大治郎は小春と亮を見つめる。


    「……パフェ」


    　凛りん子こから顔を背そむけていた小こ春はるが、ちらとだけ亮りようのほうを窺うかがいながらそう答えた。その表情は先ほどの凛子とのやり取りもあったせいか、やや不機嫌な様子に見える。


    「映画好きって言ってたけど、どんなの観みるのかなぁ？」


    「……言ってもわからないと思う。ほとんど古い映画だし」


    「あー……そう」


    　小春は先ほどの凛子のように完全拒絶の態度ではないにせよ、亮に対して絶対的に興味がなさそうに素そっ気けない言葉ばかりを返していた。飲み物を口にすると、小春は凛子に警戒するような視線を一度だけ送り、再び彼女から顔を背けてしまう。


    　その様子を見て大だい治じ郎ろうは心から安あん堵どしていた。


    　亮もさすがにこれ以上の会話が無意味だと気付いたのか、テーブルの下に顔を向けていると思うと、少しして大治郎のほうにまたメッセンジャーアプリからの通知がやって来た。


    　一度押された裏切り者の烙らく印いんはそう簡単に消えないぞと睨にらみつけるも、亮はへらへらと助けを求めるように笑いながら、テーブルの下で大治郎に両手を合わせていた。


    　仕方なくポケットからスマホを取り出すと、


    　──さっきのはジョークだって!!　例のゲームで一度流れを変えようぜ!!


    　という内容のメッセージが書かれていた。


    　なんて調子のいい奴やつだと呆あきれていると、


    「はいはーい、今からみんなでゲームするよぉー!!」


    　亮はさっそく叫んで立ち上がると、片手に持ったスマホの画面をその場の全員に見せながらゲームのルールを説明し始めた。


    「──とまぁ、こういう感じでね。ルーレットで出たお題は必ずやらなくちゃいけないっていうゲーム」


    　亮はテーブルの上に自みずからのスマホを置く。


    　先ほど凛子がキツい言葉を浴びせたにもかかわらず、相変わらずヘラヘラしたままだった。


    　本当に図太い神経だなと大治郎は思う。


    「それじゃ最初は──綾あやちゃんからやってみようか!!」


    「おぉ？　アタシから？」


    　テーブルの中央に亮のスマホが置かれると、ややフライング気味に綾が画面に向かって手を伸ばす。


    「いいの？　もう始めちゃって？」


    「いつでもどうぞ」


    　顔を上げて尋たずねる綾に亮がスマホを差し出すと、


    「んじゃーいっくよーっ。どーんっ!!」


    　そう言って真ん中に表示されたルーレットをタップした。


    　さして興味もなさそうな小こ春はると凛りん子こも、視線を落としてそのゲーム画面を覗のぞき込む。


    　ルーレットはぐるぐると回り、やがてゆっくりと減速してお題が出る。


    『お題。あなたのバストサイズを教えてください』


    「……何コレ？」


    　凛子がじろりと鋭い目で亮りようを睨にらみつける。


    「いやいやっ!!　そんな怒んないでって!!　そういう系のお題も出るってだけだから!!」


    　彼女の恐ろしい形相に圧倒されて亮が椅い子すごと後ずさる。


    　お題によると、バストサイズを言わなければならない綾あやは、けろりとした表情だった。


    「えー。これ普通にそのまま言えばいいの？　言ったらお題は終わり？」


    「そ、そうそう！　簡単でしょ？」


    「簡単すぎるぅーっ。もっと面白いのがよかったなぁー」


    　そうしてしばらく足をばたばたさせてから、綾はハァと短く息を吐いて立ち上がった。


    「アタシのバストサイズは──86のＤカップでっす!!」


    　その瞬間、おおーっと男性陣から声があがる。大だい治じ郎ろうも一緒になって声を上げそうになったが、直前で小春の視線に気付いてどうにか喉のどを鳴らすだけに留めた。


    「ありがとー綾ちゃん。まだまだ行くよー!!　んじゃ次は達たつ也や」


    　達也がテーブルに置かれたスマホに指を近づける。


    「……ＹＯ」


    　ぼそりと呟つぶやきながら、さりげなく二回タップしてルーレットが回る。


    『お題。何か歌ってください』


    　出てきたお題は、まさかの達也のセカンドステージであった。


    　無表情なのにどこかウキウキとした様子で達也はマイクを持つと、わざわざ部屋の奥のステージに立ち、またしてもスピーカーからほぼ吐息だけしか聞こえないラップを繰り広げた。


    「きゃははっ！　いーぞ達也ーっ!!　アタシもラップデビューしたいーっ!!」


    　綾が一人だけ手を叩たたきながらそう言って爆笑する。


    「と……とまぁこんな感じで流していくから順番に回していってよ!!　それじゃ次は多た美みちゃんで」


    　まだ達也のお題が終わっていないにもかかわらず、亮が多美へルーレットを回してもらおうと呼びかけた。


    「わ、私ですか……」


    　おそるおそるといった様子で、多美はルーレットを押そうとする。


    　その姿を見た大治郎は思わずはっと息を呑のんだ。


    　最初に出会った時から大きいと思っていた彼女の胸が、スマホの画面を覗き込もうと前屈かがみになることによって、その豊満さが強調されている。先ほどの綾の質問であったバストサイズのお題は、むしろ彼女にこそ当たるべきだったんじゃないかと思いながら、ちらちらと小こ春はるにバレないよう何度も視線を泳がせる。


    『お題。ファーストキスの感想を教えてください』


    　全員がそれを読み上げてから多た美みを振り返る。みんなの視線が自分に集中していることに気付いた彼女は、みるみるとその表情を赤らめていった。


    「え……えぇ─────────っっ!!　無理ですっ！　そんなの答えるなんて!!」


    「ま、まさか多美さんは……も……もう、すませているですかっ!?　キ、キッ、キスをっっ!?」


    　蔵くろ人うどは口をぱくぱくさせながら必死にそう尋たずねるも、多美はいやいやするように首を振り続けて答えようとしない。


    　大だい治じ郎ろうも多美のほうに耳を傾けて、彼女からの回答を待っていた。


    　大人しそうな子のほうが、早いうちに色々と経験を済ませているなどという話も聞いたことがある。隔離された施設にも、研究者の中に男がいればあり得ない話ではない。


    「そんな、わ、私……キ、キスなんて……ファーストキスなんて……っ!!」


    「さぁさぁ、ぜひとも教えていただきたいっ!!　多美ちゃん、感想はいかがでしたかーっっ!!」


    　未いまだ恥じらいの表情を見せる多美に向かって、これ以上のためらいの隙すきを与えないように亮りようが大声で詰めていく。


    　いよいよ男性陣の期待もピークに達したその時、追い詰められるようにして多美は言った。


    「────まだ………まだ経験したことありませんっっ!!」


    　真っ赤な顔を両手で覆い隠してテーブルにうつぶせになる。


    　肺の中の空気を全すべて吐き出そうとするような、蔵人の長い安あん堵どの溜ため息いきが印象的だった。


    　次に蔵人へ回ってきたお題はテレビタレントの物真ま似ねをしろというもので、全然似ていない物真似を無理矢理披露した後、いよいよ凛りん子この番が回ってきた。


    「わたし、やりたくないんだけど」


    「まーまーっ!!　そう言わずにっ!!　画面をちょんと押すだけだからっ！　お題もさっと終わるものばかりだからっ!!」


    　亮は弱々しく笑えみを浮かべて、凛子への説得を続ける。


    「そこに座ってる多美ちゃんだって、すごい恥ずかしそうだったけどやってくれたし！　ここまで全員ちゃんとやってくれたんだしさぁ!!　ね？　ね？」


    「イヤ」


    　ぷいっと腕組みしたまま顔を背そむける凛子を見て、大治郎もさすがにこれ以上の続行は不可能かと思った。


    　その時、


    「えーっ。なんで凛子やらないのー!?　そんなのチョー不公平じゃーんっ。いくじなしー」


    　唐突に綾あやがテーブルに頬ほお杖づえをつきながら口を開くと、凛子の眉み間けんがピクッと動いた。


    「じゃあもーいいから凛りん子こ飛ばして次いこーよ、亮りようくん」


    「……ちっ！」


    　あからさまな綾あやの挑発に乗ってしまった凛子が舌打ちをしながら、亮のスマホに手を伸ばすと画面をタッチしてルーレットを回す。


    　ルーレットの回転が減速して、止まった先に書かれていた言葉に大だい治じ郎ろうは顔を近づける。


    『お題。あなたはＳですか？　Ｍですか？』


    「──Ｓよ」


    　即答して凛子はスマホを亮に突き返す。


    　これまでの彼女の言動を見ていれば誰だれもが納得する回答であった。


    　亮のお題が終わって、残ったのは小こ春はると大治郎だけとなる。


    「……変なのは出てほしくないなぁ」


    　そう呟つぶやきながら小春がルーレットに触れる。


    　しかし、残酷にもルーレットはそのような彼女の願いを聞き入れなかった。


    『お題。今穿はいている下着の色を教えてください』


    　画面を見つめた小春の凍り付く表情を見て、凛子は忍び笑いを隠しきれない様子でぷるぷると小刻みに震ふるえていた。


    「ちょ───ちょっと待って!?　こ……これは無理無理っ!?　さすがに言えないって!?」


    　首を左右に振りながら必死に抵抗する小春を見て、大治郎の理性はすでにぎりぎりのところまで来ていた。あれだけ否定していたはずのアプリの魔力に、すっかり囚とらわれ始めている。


    　──こ、小春の下着の……色を聞けるなんて。


    　ダメだとわかっていても、興奮せずにはいられない。


    「だからいいんちょー、それはダメだって。ほらほら早くぅー」


    　ルーレットゲームを本気で楽しんでいる綾が小春を急せかす。


    「はい、きましたーっ!!　小春ちゃん、では張り切ってお答えくださーいっ!!　どうぞ!!」


    



    　＊＊＊


    



    「──あ、赤……」


    　死ぬほど恥ずかしい思いで小春がそう答えると、男性陣だけでなく女性陣からも「おーっ」という声が上がった。


    「こ、小春ちゃん、そんな色持ってたんだ？」


    　多た美みは本気で驚いている。


    「い、一枚だけね!!　たった一枚だけだからっ!!」


    　小春は両手で顔を押さえて下を向いた。


    　ゲームとはいえまさか下着の話になるとは思ってもいなかった小こ春はるは、直後に始まった大だい治じ郎ろうのお題などほとんど頭の中に入ってこなかった。


    　しかし彼の番が終われば、これでようやくゲームが終了する。


    　小春はそう思っていたのだが、甘かった。


    「──いよ───っし、それじゃあ二巡目いっきまーす!!」


    「ひゃっほ───っ！」


    　亮りようの声とともに綾あやも一緒になってその場で騒ぎ立てると、小春はさすがに声を荒らげて立ち上がる。


    「な、何を言ってるのっ!!　もう終わったんじゃないの!?」


    　すると多た美みも一緒になって、小春に加勢する。


    「そ、そうですっ!!　一度全員に回ったんだからもうこのゲームは終わりにしましょう!!」


    　ところが亮は小春たちの反対意見を封殺するように綾へスマホを渡すと、


    「それじゃ、二巡目いってみよーっ！」


    　と元気よく声を上げて綾が画面をタップしてしまった。


    　ルーレットが止まり出てきたお題は、


    『お題。あなたの下着を見せてください』


    　先ほど小春が当たったものよりもさらにひどいものであった。


    　さすがの綾もこれには嫌いやがるかと思いきや、そんなことはなかった。


    「これ、上と下とどっちだろー？」


    　一切動じることなくそのお題に応こたえようとするその姿に、男性陣の興奮のボルテージはさらに高まっていく。


    「ま。いっか。上にしよーっと」


    　綾は制服の横に付いているファスナーを下ろすと、両腕をクロスさせて勢いよく脱いだ。


    　薄い黄色のブラジャーに包まれた胸が露あらわになった瞬間、大治郎と亮が同時に声を上げる。


    「うおおおおおおおおおおっっ!!」


    「きたあああああああぁぁぁっ!!」


    　胸に釘くぎ付づけになっている二人に対し、綾は恥ずかしがるどころか、さらにポーズまでも決めて自みずからのＤカップの胸を強調しようとする。


    「こういうのが好き？　それともこっち？」


    「どっちも、ごっつぁんです!!」


    　綾の質問に亮は元気そうよく答える。


    「ちょ、ちょっと綾!?　さすがにそれ以上は──」


    「あ、このポーズはどう？」


    　小春の制止も聞かずに綾が上体を仰のけ反ぞらせると、それを見た大治郎はさらに鼻息を荒くさせて叫んだ。


    「それ、サイッコーッですっ!!」


    　小こ春はるはそれを見て、いよいよ頭にきてぶすっとしながらドリンクに口をつけた。


    　──ホンットーに男ってスケベな人ばっかっ!!


    　先ほどまで多た美みと仲良く会話していた蔵くろ人うども大だい治じ郎ろうや亮りようほどではないにせよ、眼鏡めがねを何度も押し上げながらちらちらと目の端でそれを眺めていた。


    　唯一達たつ也やだけが、先ほどから同じ姿勢のまま正面を向いてふんぞり返っている。と見せかけながらただ彼女が眼前にいるから動かないだけで、視線はばっちりと彼女の胸を見続けている。


    　ずずーっとストローの吸う音を立てながら、小春のイライラが募る。


    「はい、おわりー」


    　綾あやがようやくシャツを着ると、大治郎と亮のブーイングが飛んだ。


    　続く多美が引いたお題も酷ひどいものであった。


    『お題。あえぎ声を上げてください』


    　多美にそのお題が出ると、男性陣は全員鼻の下を伸ばしながら大喝かつ采さいを送った。


    「で、出来ないよっ!!　これは無理ですっ!?」


    「いやいや!!　出来る出来る!!　多美ちゃんならきっと出来るっ!!」


    　そうごり押しする亮に大治郎も一緒になって加勢する。
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    「大丈夫だよ!!　勢いですぐ終わらせちゃおう!!　一秒、いや最低二秒はお願いします!!」


    　とうとう男たちの強い押しに負けて、多た美みは席に座りながら目をつむった。


    「………あっ……あ…………あぁん……っ」


    　眉み間けんに皺しわを寄せたりして色っぽい声を出すも、二秒も経たたずに目を開けてギブアップした。


    「だ、ダメですっ!!　もう終わりですっ!!」


    　合コンが始まってから、もう何度目になるかわからないほど多美の表情は紅潮しっぱなしであった。それがさらに大だい治じ郎ろうと亮りようのスケベ心を煽あおるのか、互いにハイタッチしたりして盛り上がりっぱなしであった。


    「ひゅうううううッ!!　最高だな大治郎!!」


    「今のはたまりませんなぁ!!　亮──うっ!!」


    　その時、小こ春はるの鋭い眼光に気付いた大治郎が固まった。さすがにはしゃぎ過ぎたと自覚したのかすごすごと自みずからの席に座り込む。


    　スケベ心を全開にしている二人とは対照的に、多美の向かい席の蔵くろ人うどや達たつ也やは噛かみしめるようにしてエロスを堪たん能のうしていた。


    　じっとしているけれども、ちゃんと彼女らのお題を見て、聞いている。


    　この四人を見ていると、小春はエロに対する男たちの貪どん欲よくさに辟へき易えきしてしまう。


    「──いよーっし、それじゃ凛りん子こちゃんいってみよーっ！」


    　二巡目となった凛子が亮のかけ声に合わせてルーレットをタッチする。


    「先に言っておくけど、わたしは綾あやや多美のような要求は死んでもやらないから」


    「もちろん、ちゃんとやってもらうからねー？」


    　そう告げる綾をきっと睨にらみつけていると、ルーレットが停止した。


    『お題。胸の谷間を見せてください』


    　胸が小さいことを気にしている凛子にとってこの上ないほど残酷なお題に、その表情が引きつる。


    「イッエーイッ！」


    「谷間だイッエーイッ!!」


    　またしても大治郎と亮は狂きよう喜き乱らん舞ぶして騒ぎ立てた。先ほど睨みつけたにもかかわらず、大治郎はもうそのことを忘れているようだったが、相手が凛子なので小春はあえて黙認する。


    「ふ、ふざけないでよ……っ。こんなもの誰だれがやるって──」


    　合コンに来て初めて小春は、そこで凛子の屈辱的な表情を見た。胸のない凛子に谷間を見せてくださいなどというお題は、彼女にとって激しくプライドを傷つけられたも同然だろう。


    「凛子ー？」


    　綾が急せかすように名前を呼ぶと、観念した凛子は制服の胸元を摘んでさっと引っ張った。


    「ど、どうっ!?　こ、これで文句ないでしょっ!?」


    　しかし席に座ったままの状態で胸元を見せようとしても、男性陣には全まつたく見えなかった。


    「いっそのことテーブルの上で膝ひざ立ちして、首を少し上向けてから屈かがむような姿勢になれば少しは見えるんじゃない？」


    　小こ春はるがぽつりと告げると、一斉にそうだそうだ、と男性陣からの声が沸わいた。


    「ふ、ふざけないでよ……っ!!　そんなこと出来るわけが──」


    　要らぬことを言った小春を睨にらみつけながら凛りん子こがそう言うも、小春はけろっとした顔でそっぽを向く。


    「みんなやってるしね」


    「く、くそっ!!　あんたの番の時には覚えてなさいよ……っ!!」


    　捨て台詞ぜりふを吐きながら凛子がテーブルの上に膝立ちする。そして、羞しゆう恥ちの表情を浮かべながら、小春に言われた通りの姿勢になると、制服の胸元に人差し指を引っかけて引っ張った。


    　男性陣は鼻の下を伸ばして谷間を覗のぞき込もうとするも、多た美みや綾あやと比べて膨らみが控えめな凛子の胸は谷間と呼べるほどのものがなく、大だい治じ郎ろうと亮りようは重々しく溜ため息いきを吐ついた。


    「まぁ……いいんじゃないかな」


    「それなりに需要は……あるしな」


    　せっかく見せたにもかかわらず男性陣の感想を聞いて、凛子はさらに顔を赤くさせながらテーブルの上から降りる。
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    　そして亮りようのお題が終わって、小こ春はるの番となる。


    「さぁ二巡目のラストですねぇー」


    　亮がニヤニヤしながら小春を見つめる。


    　その視線がすごくいやらしくて、不快な気分になりながらもルーレットを回す。


    　──今度こそ、変なのが出ませんように……っ！


    　ゆっくりと静止していくルーレットを、祈る思いで小春は覗のぞき込んだ。


    『お題。キス顔をしてください』


    「おおおおっ!?」


    　目の前で大おお袈げ裟さに喜びの反応を見せた大だい治じ郎ろうに、小春は視線を合わせるのも嫌いやになってしまう。両手で顔を覆って泣きたくなる表情を隠してから、小春は顔を上げた。


    「大治郎」


    　小春が呼びかけると、大治郎はすっかりこのゲームの熱にうかされてしまった表情をこちらに向ける。


    「…………ちゃんと見ててね」


    「え？」


    　のぼせていた大治郎が、ふっといつもの表情に戻る。


    　その瞬間小春はすっと目を伏せて、その唇くちびるをテーブルの向かい側にいる大治郎に向けた。


    　どこにも触れない唇に少しだけ寂しさを覚える。


    　三秒ほど経たって唇をゆっくりと戻すと、


    「……はい終わり」


    　ぱちっと目を開けた小春の向かいの席で、大治郎はぽかんと放心してこちらを見ていた。


    「はいはーい!!　小春ちゃんのキス顔マジサイコーでしたあっ!!」


    　手を叩たたきながら亮はメニュー表を広げて全員に尋たずねる。


    「夜中だからか小腹空すかない？　何かつまめるもの頼もっか？　パーティープレートなんてどう？」
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    　三巡目の綾あやのお題を見た凛りん子こは、いい加減このゲームがおかしいことに気付き始めていた。


    『お題。自分の胸を揉もんでください』


    　男側が引くお題はどれも大したものでないのに比べ、女側はどれを引いても性的なことばかりを要求されている。


    　──まさか、意図的にお題を操作している？


    「ほらほらぁ～？　こっちも見たいでしょー？」


    　綾あやは自分の胸を散々男の前で揉もんだ後で、先ほどのように再び制服を脱ぐと、指先でブラジャーをずり下げ始めた。


    　是非アップで拝おがみたいと綾の席の近くまでやってきた大だい治じ郎ろうと亮りようを見て、凛りん子こが言った。


    「綾、もうその辺にしときなさいよ」


    　その言葉通りに綾はギリギリのところでブラジャーから指を離した。


    「はーい。おしまーい」


    「えええっ!?」


    　綾は素早く制服を着ると、落胆の声を上げる亮の肩に、ぽんと手を置いた。


    「えっへっへ。また次のお題でねっ」


    　それから彼女はニコニコしながら部屋のドアに向かっていくと、


    「ちょっとトイレ行ってきまーす」


    　と言って部屋を出て行った。


    「──わたしも行ってくる」


    　凛子はそう言って立ち上がると、綾の後に続いて部屋の外に出る。


    　女子トイレのドアを見つけて中に入ると、入ってすぐ洗面台の前で綾が待っていた。


    「綾、これ以上サービスしないで。あの猿どもが喜んでるとひどくムカつくの」


    　洗面台の後ろの壁にもたれかかって凛子がじろりと綾を睨にらむ。


    「いやー。だってからかってると面白くってさー」


    　綾がけらけら笑いながら、洗面台の鏡越しに凛子を見る。


    「……それで？　あの金髪男に『精神感応テレパス』を使って、何かわかった？」


    　先ほど綾が亮の肩に触れたのを見ていた凛子が尋たずねると、綾は洗面台から離れて彼女の隣に並ぶように壁にもたれかかる。


    「もっちろん──あのゲームはイカサマだよ。男子全員グルでね」


    「やっぱりね……」


    　凛子は呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。


    「もうルーレットの仕組みわかったから、教えてあげてもいいよー？」


    「そんなことでこっちの気が済むわけないでしょ。あいつら、このわたしを騙だましてたのよ」


    　人の谷間を見て好き勝手な感想を言われた、あの時の屈辱が凛子の心の中で蘇よみがえってくる。


    「でもいいんちょー可哀かわい想そうだなー。せっかくあの大治郎って男に興味持ってたのに。あいつもグルになってエロいことさせてたの知ったらどう思うかなー？」


    「そりゃあ当然幻滅するでしょ」


    　凛子は先ほどの小こ春はるが、お題で大治郎に見せていたキス顔のことを思い出して舌打ちする。


    　──バカな委員長。あなたが好きな大治郎がどんなこと考えてるかも知らないで。


    　小春に興味があるように見えて、綾が下着を見せればそちらに目が行ってしまい、多た美みがあえぎ声を出せば鼻の下を伸ばして大騒ぎする。


    　人を欺あざむく最低のスケベ野郎だと凛りん子こは思った。


    「で、どうすんのさー？　凛子のことだからどーせ仕返しを考えてるんでしょ？」


    　ワクワクしながら返答を待っている綾あやに、凛子は告げる。


    「仕返しはしない」


    「え、え──っ!!」


    　凛子は髪を掻かき上げてそう呟つぶやくと、綾が驚いたように声を上げる。


    「嘘うそでしょ？　凛子らしくないよー？　あの男たちに騙だまされた仕返しをするんじゃないの？」


    「もちろん全員燃やし尽くしてやりたいけど、それよりも委員長があのバカでスケベな男に騙されているほうが面白いじゃない」


    　凛子がトイレから出ると、綾もその後を追ってくる。


    　自分たちの部屋に、先ほど亮りようが注文した料理を店員が運んで来たのが見えて、凛子は口元に笑えみを浮かべた。


    「綾──わたし、面白いゲーム思いついちゃった」
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    　大だい治じ郎ろうがパーティープレート用の取り皿を席に配っている時、ちょうど凛子と綾がトイレから戻ってきた。全員に割わり箸ばしがいったところで二人の女子は席に着き、亮が声を張り上げて言った。


    「それじゃー三巡目の続き行きますか！　次は多た美みちゃんだ──!!」


    「──やめよっかそのゲーム」


    　亮が腕を振り上げたところで、凛子がにっこりと笑う。


    「わたしが考えたゲームをやりましょうよ」


    「へー別のゲーム──って!?　いやいやいやいやっっ!!」


    　亮はスマホを指しながら凛子に告げる。


    「まだ三巡目の途中でしょ!?　最後までやっていこーよ？　さすがに一回分多くやった人は可哀かわい想そうでしょ!?」


    「そ……そうだそうだ!!　不公平だぞ!!」


    　大治郎も慌てて亮に加勢するように抗議の声を上げた。


    　もはやイカサマアプリで女の子を騙すことに反対していた記憶など、ここまでのエロいお題の連発のせいですっかり忘れてしまっている。


    　せっかくこれだけ散々エロいことをしてきたのに、それが突然断たれてしまうなんてことは大治郎としても避けたかった。


    「ルーレットやろうよ!!　まだまだやり足りないって!!　達たつ也やもそう思うだろ!?」


    　大だい治じ郎ろうが達也に尋たずねると、彼は自分の席にふんぞり返りながらピンと親指を立てた。


    「蔵くろ人うどだってそう思うだろ!?」


    　蔵人に尋ねると彼は眼鏡めがねを押し上げる指を震ふるわせながら、ぶつぶつと呟つぶやく。


    「わ、我われはその……もとよりゲームは好きなほう、だからな」


    「ほら!!　やっぱやったほうがいいって!!　やろーやろーっ!!　三巡目レッツゴー!!」


    　大治郎が声を上げたその時だった。


    　凛りん子こはテーブルに置かれた亮りようのスマホを手に取って、大治郎たちに画面を見せながら真ん中のルーレットを指差した。


    「……なら、今後はわたしたちもここを二回タップするようにするけど？」


    　凛子の言葉を聞いた、大治郎と他ほか男子三人の顔が一瞬で強こわ張ばる。


    　再びテーブルの上にスマホを置くと、彼女は笑えみを崩さずに続ける。


    「今までずいぶんと、恥ずかしいことさせてくれたじゃない。だから今度はわたしがあなたたちにゲームをしてやるって言ってんの」


    「な、なにを言ってるのか……はは。意味わかんね」


    　動揺している亮を見てから、小こ春はるは凛子に尋ねる。


    「り、凛子。どういうこと？　なんの話をしてるの？」


    「委員長もわたしらも、こいつらに騙だまされてエロいことやらされてたの──そこの大治郎くんもグルよ」


    「騙されてた……大治郎から？」


    　冷ややかな笑みを浮かべて小春にそう言うと、凛子は男性陣全員の顔を一人一人を見つめていく。そして手元に置かれた割わり箸ばしを手に取ると、


    「──王様ゲームって知ってる？」


    　と言って二本に割った。


    「割り箸をクジ代わりにして、先っぽに王様と書かれた箸を引いた人が番号のついた箸の人へ命令出来るの。でもあのゲームのつまんないところって、王様役が一回ごとに変わっちゃうところなのよね」


    　話しながら凛子は別の割り箸も二本に割ると、それを先ほど割ったものとひとまとめにして右手で掴つかんだ。


    　四本の割り箸の束を男性陣の前に突き出す。


    「四人で一本ずつ摘んで一斉に引きなさい。先を黒く塗った箸を引いた人がわたしの奴ど隷れいで言うことを聞くの。王様ゲームではなく『わたしが女王様ゲーム』よ」


    　冷徹な声こわ色いろで凛子がそう言った。


    「ど、どうする……？」


    　肘ひじで脇わきを突いてくる亮りように大だい治じ郎ろうはぼそっと呟つぶやく。


    「どうもこうも……やらなきゃいけないんじゃないの？」


    　大治郎が立ち上がると、残りの三人も渋々といった様子で立ち上がり一斉に箸はしを摘む。


    　誰だれも言い出さないので、大治郎が箸を引くかけ声を上げることにした。


    「いくぞ、せーのっ！」


    　それぞれ抜き取った箸の先を見つめている中、大治郎もドキドキしながら箸の先を見る。


    　すると箸の先は小さく黒ずんでいた。


    「あら、奴ど隷れいおめでとう」


    　凛りん子こは実に愉快そうに笑いながら大治郎にすっと手を差し出した。


    「全員の箸は回収するわ。渡しなさい」


    　一人ずつ順番に凛子へ箸を渡していき、一番最後に大治郎が彼女に手渡してから尋たずねた。


    「お……俺は何をすればいいんだ？」


    　その瞬間、凛子がテーブルを強く叩たたいた。その音にびっくりして男性陣全員の肩が震ふるえる。


    「……口の利き方が生意気よ、奴隷の分際で」


    「す、すみません……」


    「申し訳ありません女王様、でしょ？」


    「も、申し訳ありません女王様……」


    　凛子はこれ見よがしにぐるぐると首を回してから、手を肩にかけて奴隷である大治郎に告げる。


    「このゲーム、始めてみたはいいけど……奴隷に与える仕事がすぐに思いつかないから、まずはこちらに来て肩を揉もみなさい。次の奴隷から何か考えるわ」


    　大治郎は言われた通りに立ち上がり、テーブルを回り込んで凛子の背後に立つ。


    　すると凛子の髪の良い匂においがふわりと大治郎の鼻孔をくすぐった。


    「肩以外に触ったら殺すから」


    　気の抜けていた大治郎はさらりと冷徹な一言をかけられ、はっと我われに返った。


    　大治郎は凛子の肩に手をかける。女の子らしいその小さな肩に触れると、ぐっと力を込める。


    「痛いっ！　……ちょっと奴隷、アンタふざけてんの？」


    「め、滅相もありません！　女王様！」


    「……次やったら、その服燃やして全裸の刑に処すから」


    　力を入れすぎたと思い、今度はゆっくりと優しく肩を揉み直す。


    「……んっ」


    　ぴくん、とわずかに肩が震えて吐息を漏もらす凛子を見下ろしながら大治郎は思った。


    　──これ……もしかするとご褒ほう美びなのでは？


    



    　＊＊＊


    



    　小こ春はるは、二分ほど凛りん子こに肩を揉もまされてから、席に戻れと命令される大だい治じ郎ろうを見ていた。


    　──騙だまされていた……？　この男の子たち全員に、わざとエッチなことをさせられてたの？


    　席に戻った大治郎と目が合うと、小春の視線を気まずそうに避ける彼の姿を見て先ほど凛子に告げられた言葉の意味を考える。


    　──大治郎も……あたしを騙してたの？


    　そして多た美みや綾あやや凛子に出されたお題を思い出し、さらに小春は愕がく然ぜんとした。


    　──あたしだけじゃない……。みんなを騙して……いやらしいことを楽しんでたんだ。


    「次の奴ど隷れい決めよ。さぁ引きなさい」


    　そうして再び凛子の右手に握られた箸はし四本を男性陣が一斉に引くと、またしても先の黒い箸を引いたのは大治郎だった。


    「同じ奴隷か、ホント使えないクズね」


    「……申し訳ありません女王様」


    「次はこれよ」


    　そう言って凛子の指が示した先は、先ほど届いたばかりのパーティープレートだった。


    「わたしに食べさせなさい」


    「か、かしこまりました」


    　またしても小走りで大治郎は凛子に近づくと、テーブルの上のパーティープレートから一口大のからあげを取って彼女の口に運ぼうとする。


    　それを見た小春は、俯うつむきながら凛子に言った。


    「ねぇ凛子……それはやめて」


    　騙されていたことは今はどうでもよかった。


    　大治郎を使って彼女の口に物を運ばせる行為を見ているのが、小春には耐えられなかった。


    「その…………物をそうやって食べさせるのさ……それ見てると……いろいろ思い出すことあるし……やめてほしいなって……大治郎にさせないでほしいなって……おねがい……」


    「……ふーん。あっそ」


    　制服の袖そでを引っ張りながらそう頼む小春に対し、凛子は実に冷たく言い放った。


    「こ、小春ちゃん……」


    　多美が小春の様子に気づき、心配そうに声をかける。


    「だめに決まってるでしょ。奴隷の言うことは絶対なんだから」


    　凛子はそのまま大治郎に向かって大きく口を開ける。


    　しかし大治郎は小春を見て迷っていた。


    「……奴隷、ほら早く」


    　口を閉じた凛りん子こが大だい治じ郎ろうを睨にらみつけると、渋々彼は凛子の口にからあげを入れた。


    「うーん、おいしいっ。奴ど隷れい、戻っていいわよ」


    　大治郎は小こ春はるを見つめてから、また自分の席に戻って行く。


    　──凛子……っ。


    　小春は少しずつ胸の中で、様々なことへの怒りの感情が膨らみ始めていた。


    「──委員長、さっきも言ったけど」


    　隣の凛子がテーブルの向こうにまで聞こえないようぼそりと告げる。


    「あの奴隷はわたしらを騙だまして、エロいことばかり要求してただけよ。あなたのことなんて性欲の対象としか見ていない」


    　その言葉を聞いて小春の怒りの感情がまた膨らみだす。


    「大治郎はそんな人じゃない……知ったふうな口……利かないで……」


    「さ、次の奴隷を決めましょうか」


    　そうして男性陣に突き出される三回目の女王の箸はし。


    　亮りようは箸を見ながら、ぼそりと呟つぶやく。


    「オレ……なんだかこのゲームの醍だい醐ご味みが分かってきた気がする……」


    　その言葉に同意するように達たつ也やが「……ＹＯ」と答えて頷うなずいた。


    　彼らは大治郎が奴隷になって、凛子の命令を聞くという行為が完全にご褒ほう美び以外の何物でもないように思えていた。


    「大治郎には引かせねーぞ……次はオレが引く！」


    　そして一斉に凛子の手から引かれていく箸。


    「なんで!?」


    　驚き頭を抱かかえる亮の横では、またしても大治郎が先の黒い箸を握っていた。


    　大治郎に凛子はくすくすと笑う。


    「あなた、きっとわたしの専属奴隷にふさわしいのよ」


    　俯うつむいていた小春がふと床を見ると、凛子の足あし下もとに二本の箸が転がっているのに気付いた。


    　二つの先は黒くなっていて、しばらく見つめてからハッと顔を上げる。


    　小春が大治郎が手に持っている箸の先を見る。


    　すると、それは黒く塗ったわけじゃなく焦げているのではないかと思った。


    　──まさか『発火能力パイロキネシス』で……っ!!


    　そのことに気付いた小春の全身が、怒りで小刻みに震ふるえだす。


    　凛子は握られている箸の中に先の黒い箸があらかじめ含まれていると見せかけて、相手に選ばせ奴隷を決めているように思わせていた。


    　だが実際は大治郎の握った箸だけを選び、その箸の先を『発火能力』で焦がしているだけ。


    　つまり凛子は、大治郎をわざと選んで何度も奴隷にしていたことになる。


    「凛りん子こ……ッ!!」


    　怒りの感情はもう小こ春はる自身では抑えきれないところまできていた。


    「それじゃ奴ど隷れい、次の命令だけど──」


    　目の前までやってきた大だい治じ郎ろうに対して、凛子は冷たい微笑を浮かべる。


    「な、なんでしょう女王様……？」


    　彼女は一瞬だけ小春に視線を合わせると、へらへらと笑う大治郎に再び視線を戻して言った。


    「──わたしとキスしてもらおうかしら」


    　小春がまだ彼に対して詰められなかった距離を、凛子は作為的なこのゲームでいとも容易たやすく詰めてみせようとしていた。それは先ほどまで大治郎たち男四人が、煩悩に従ってこちら側に好き放題やらせていたことと何も変わりがない。


    「キ、キスってそれは──ええぇっ!?」


    　驚いて声を上げる大治郎の表情を小春は見た。


    　デレデレと締まりなく頬ほおを緩ゆるめたその表情は、先ほどのルーレットの時と変わらず下心にまみれている。


    　──大治郎にとって、相手なんて誰だれでもよかったんだ。


    　そう思った瞬間、小春の中でぷつんと感情を抑制していた何かが切れた気がした。

  


  [image: ]


  
    



    
      [image: ]

    


    



    　凛りん子こを目の前にして大だい治じ郎ろうは困惑していた。


    　先ほどから二度も彼女の奴ど隷れいにされたと思っていたら、その命令は奴隷どころか罰とは言い難がたいものばかりで、挙げ句はキスをしろという完全なご褒ほう美びまで要求してきた。


    　小こ春はるの目の前でそんなこと出来ないと思いつつ、理性と本能の狭間はざまで揺れる。


    「どうしたの？　早くこちらに来てキスしなさいよ」


    「それは……さすがに……出来ないって」


    　だが、理性が一線を越えるのを踏み留めた。やはりいくら目の前にご褒美があるといえども、それだけは絶対に踏み越えてはいけない一線だった。


    「あなた女の子に恥をかかせる気？　奴隷はつべこべ言わずにさっさと──」


    　最後まで告げる前に、凛子は突然顔に向かって真まっ直すぐ飛んできた二本の箸はしを手で受け止める。意志を持って向かって来たそれをテーブルの上に置くと、その二本の先がこれまで大治郎が引いてきたものと同じく黒く染まっている。


    　凛子は俯うつむいている小春をキッと睨にらみつけながら言った。


    「……なんの真ま似ね？」


    　その言葉とともに、大治郎は部屋の室温が急激に上昇していることに気付いた。焚たき火びの前に立っている時のような熱気を感じる。


    「──ゲームは終了よ」


    　小春がぽつりとそう呟つぶやいた。


    「終了？　……バカ言わないで委員長。勝手に決めないでよ」


    「いいから……さっさと終われって言ってるの」


    　一昨日、三人組に絡からまれた時に発した時のトーンと、非常によく似た声で小春は告げる。


    　その声を聞いた大治郎の背筋に嫌いやな汗が流れた。


    「嫌よ。奴隷、何してるの早くこちらに──」


    「大治郎のことを──奴隷って言わないでッ!!」


    　小春が両手をテーブルに叩たたきつける。


    　その瞬間、テーブルに載っていた食器が一斉に浮き上がった。


    「な、なんだっ!?」


    　慌てふためき立ち上がった亮りようの目の前で、浮いたグラスや皿は一斉に凛子に向かって襲いかかる。席に座っていた凛子は素早く立ち上がりその場を離れると、たった今座っていた席に向かって飛んでいった食器が激しく叩きつけられ、破片を飛び散らせた。


    　亮が急いで睨み合っている女子二人から離れて部屋の出入り口に向かって行く。


    　それを見た達たつ也やも慌てたようにその後に続いて行くと、


    「た、多た美みさんっ!!　こちらへ」


    　すかさず立ち上がった蔵くろ人うどは多美の手を握りしめた。


    「えっ？　あ──は、はいっ!!」


    　多美は一瞬だけ気後れするも、すぐに彼とともにドアまで駆け寄る。


    　その場から逃げ遅れた大だい治じ郎ろうだけが席の前で呆ぼう然ぜんと固まって、テーブル越しに背を向けた小こ春はるを見つめていた。


    　部屋の奥で小春を睨にらみ続けながら、凛りん子こは尋たずねる。


    「なに怒ってるのよ、委員長らしくない。そんなにあの男がバカにされるのが嫌いやなの？」


    「……黙れッ!!」


    　小春は壁に向かって右手をかざすと、その場にかけられた木製のハンガーが数本宙に舞った。


    「あの奴ど隷れい、女なら誰だれでもいいのよ。胸やお尻しりがある女なら、肌を見せただけですぐにだらしない顔をするわ。なんなら委員長、試しに誘ってみなよ？　ちょっとでも露出したら、目をギラギラさせて飛びかかってくるから」


    「うるさい……うるさいうるさいっ!!」


    　小春が右手を振りかぶると、空中のハンガーが物もの凄すごいスピードで凛子に飛んでいく。


    「単調な攻撃ばかりね、そんなもの──」


    　凛子の目前にそれらが迫ったその瞬間、彼女の『発火能力パイロキネシス』が炎の壁を生み出して一瞬でハンガーは消し炭になった。


    「──わたしの能力で全部燃やすだけよ」


    　凛子が微笑ほほえんだその瞬間、床に散らばったグラスの破片の全すべてが小春の『念動力サイコキネシス』によって音もなく浮き上がり、彼女の死角から真まっ直すぐ空を切り裂いて頬ほおをかすめた。


    　破片がかすったその頬に凛子が触れると、浅い切り傷から血が滲にじんでいるのがわかり怒りに震ふるえる。


    「クソ女……っ」


    　凛子は右手を懐に抱かかえ込むような構えを取ると、ゴルフボールほどの火の玉が手の中で浮かび上がっていることに大治郎は気付いた。火の玉は徐々に大きくなっていきソフトボールと変わらぬサイズにまで成長すると、


    「よくも……っ！　よくもやってくれたじゃないっ!!」


    　怒鳴り散らしながら、その火の玉を思いっきり小春に振りかぶった。


    　その場を素早く離れて小春が火の玉を躱かわすと、その背後にいた大治郎のほうに真っ直ぐ飛んでくる。


    「うわぁっ!!」


    　大治郎が頭を抱えて屈かがんだ瞬間、背後の壁に当たった火の玉が爆散する。四方へと飛び散った火の粉は床やテーブルに燃え移ると、その勢いを増して辺り一面を巻き込んでいった。


    「か、火事だ火事……っ!!　逃げなきゃ!!」


    　亮りようがドアを開けようとすると、小こ春はるが躱かわした凛りん子この二投目が部屋のドアに直撃し、爆散した火の粉が唯一の逃げ道を失わせる。


    　その瞬間、天井のスプリンクラーが作動すると同時に部屋の外から非常ベルが鳴り響いた。


    「──ねぇ多た美み」


    　ばたばたと一斉に客が逃げていく悲鳴と足音が聞こえる中、それまでずっと席に座りながら傍観していた綾あやが、蔵くろ人うどに身体からだを引き寄せられた多美に向かって口を開いた。


    「悪いんだけどさー、男の子たちを『空間移動テレポーテーシヨン』で外まで避難させてくれないかなー？」


    　多美は、一瞬ぽかんとしてから返答する。


    「……え。で、でも私の能力じゃ男の人を運ぶなんて重すぎて──」


    「出来るからやってみー？　まずは側そばにいるメガネくんから」


    「は、はぁ……」


    　半信半疑の表情をした多美が手を繋つないでいた蔵人に目を向けると、一瞬のうちに二人の姿がその場から掻かき消えた。


    「き……消えた!?　ど、どこに行ったんだよあいつら!?」


    　驚いて声を上げる亮に、綾はのんびりとした口調のまま答える。


    「そんなに慌てなくても大丈夫だってば──ほら」


    　話している間に、多美だけが先ほどまで蔵人と一緒にいた場所にぱっと現れる。


    「綾ちゃんの言う通りだった……私、男の人を運べたよ。どういうことなの？　私の能力が上がってるの？」


    　理解が追いつかないといった様子の多美を見ながら、綾はゆっくりと席から立ち上がる。


    「今は能力の制限が解除されてるからねー。あの二人があれだけ派手に暴れてるのもそのせいなんだ。今の多美なら自分を含めて三人まで同時に『空間移動』できるはずだよ」


    「制限が……解除？　綾ちゃん……一体何の話をしているの？」


    　綾の説明にさらに困惑の度合いを深める多美。


    　その二人の間に割って入るように亮が叫ぶ。


    「何の話かって、それはオレの台詞せりふだよ！　キモオタくんをどこにやったんだよ！」


    「話はあとあとー。多美、アタシのことはいいから、まずは一般人を優先でお願い」


    　うるさそうに耳を押さえながら綾がそう告げると、多美はすぐに亮の手を握った。


    「は……はい！　亮さん!!　行きますよ!!」


    「ちょ、ちょっと待て!!　行くって一体どこ──」


    　最後まで言い切ることなく亮と、彼の手を握っていた多美が消える。


    　それから数十秒ほどもしないうちにまた多美だけが現れ、今度は右手で達たつ也やの手を握ると、


    「さぁ、大だい治じ郎ろうさんも!!」


    　左手を差し出しながら、多た美みは大治郎に向かって大声で呼びかけた。


    　廃虚と化しつつあるカラオケルームの中で、大治郎は首をゆっくりと振る。


    「俺はいい」


    「えっ!?　な、何を言って──」


    　多美がさらに呼びかけようとするのを綾あやが制止する。


    「多美、とりあえず今は先に行きなって。天井まで火が広がったら崩れてきちゃうよ？」


    　綾の言葉を聞いても多美はまだ躊ちゆう躇ちよしているようだったが、とうとう諦あきらめたように叫ぶ。


    「すぐ戻ります──っ！」


    　その瞬間、多美と達たつ也やがその場から消え失せた。


    「大治郎くーん、なんで逃げないの？」


    　綾が部屋の奥にいる大治郎に尋たずねる。


    「俺がどうにかしなきゃって思って」


    「なんでー？」


    「だって、たぶん……二人が喧けん嘩かしてるのって、俺のせいでしょ？」


    「まぁーぶっちゃけアンタのせいなんだけど。でもアレは凛りん子こもやりすぎだなーって思うよ？　いくらいいんちょーからかうにしてもね。ま、どちらにせよ今は近づかないほうが──」


    「とにかく止めに入ってくるっ!!」


    「あ。バカ！」


    　綾の制止も聞かず大治郎は、二人の能力が互いに干渉し合っているその中央に割って入った。


    「二人ともやめるんだ！　これ以上やったらビルが壊れちゃうだろ!?　だからもう──」


    「どきなさいよっっっ!!」


    　大治郎は凛子の怒鳴り声とともに『発火能力パイロキネシス』で一瞬のうちに服を燃やされ、


    「あっち行ってて!!」


    　怒りで制御の効かない小こ春はるの『念動力サイコキネシス』で吹っ飛ばされて綾のところまで戻って来た。


    「言わんこっちゃない」


    　綾が呆あきれたように言ったその瞬間、カラオケモニターや部屋の照明、ミラーボールが小春の『念動力』の衝撃で吹き飛んだ。


    　散乱した食器やテーブルや椅い子すと、小春はその周囲にあらゆる物質を浮かせて順番に『念動力』で投げ飛ばし続けていた。対する凛子は『発火能力』で炎を纏まとわせながら、近くのものを焼き尽くしてさらに延焼範囲を広げようとしていた。


    　もはや喧嘩のレベルを超えており、仲裁なんてもってのほかだと大治郎は思う。


    「──お待たせしましたっ！　ってなんで裸なんですか!?」


    　そこへ多美が『空間移動テレポーテーシヨン』で部屋に戻って来ると、大治郎の全裸姿を見て慌てて目を覆い隠した。


    「あ、これはっ!?　い、一応止めに入ってみたんだけど、こんな姿にされてしまって!!」


    　あたふたと状況を説明する大だい治じ郎ろう。


    　その横で小こ春はると凛りん子こを眺めながら、綾あやは重々しく溜ため息いきを吐ついていた。


    「しっかし派手にやるねー。こりゃーアタシが出なくちゃだめかなぁー……」


    「綾ちゃんが？」


    　多た美みがそう聞き返したその時、綾はゆっくりと両手を争っている二人に向けた。


    「今からアタシの『精神操作マインドコントロール』で、あの子たちの能力を止める」


    「え、『精神操作』!?　あ、綾ちゃんの能力って『精神感応テレパス』じゃ──」


    　綾の言葉に多美は驚いているようだが、大治郎には二人がなんの話をしてるのだかわからない。


    「実は、みんなに黙ってたんだけどさ──」


    　綾は、大治郎と多美に向かってさらりと告げる。


    



    「──実はアタシ、生徒会長なんだよね」


    



    「……へぇ。ギャルっぽいのに意外と真ま面じ目めなんだな──って、ん？　そうすると役職的には小春よりも上なわけ？」


    「まーそうなるかな」


    　意外だなと思って大治郎が多美に向くと、彼女の様子がおかしいことに気がついた。


    「せ、生徒……会長……!?　綾ちゃんが……？　あの……？」


    　口をぱくぱくとさせながら、信じられないものを見るような目で綾を指さしていた。


    「うそ……う、噂うわさでしかないって……が、学園の生徒全員を監視してるっていう……」


    「アタシの能力の範囲は学園内全域に渡るほど広いんだ。研究者たちからの指示で、いつもはずっと学園内の生徒に能力制限かけてるんだけどねー」


    　さらりと綾はすごいことを言っているように聞こえたが、あいにく大治郎は超能力者たちの平均的な能力範囲を知らないのでいまいちピンとこない。


    　唯一それを裏づける反応を見せていたのがそばにいる多美だった。


    「が……学園内って──それだけの……強力な能力を持っていて、こんなになるまで小春ちゃんと凛子ちゃんを放っていたんですかっ！」


    　怒りを露あらわにした多美が責めるようにそう言うと、それまでのんびりとマイペースに話していた綾も初めて申し訳なさそうな表情を見せた。


    「ご、ごめんねー……途中までは面白いなーって思って止めないで見てたけどー……まさかここまでになるとは思ってなかったから……」


    　それから綾あやは急に真ま面じ目めな顔つきになって、争っている二人に向かってそっと両手をかざす。


    「今日は学園の外に出てからずっと制限を解除してたけど、今から『精神操作マインドコントロール』で直接二人に能力制限をかけるね。そうすればこれ以上、能力を使って暴れることは出来なくなる──」


    　すでに大だい治じ郎ろうたちのいるカラオケ部屋は小こ春はると凛りん子こにより、散々に破壊され尽くされていた。


    　小春の能力で投げまくったテーブルやモニターは壁や天井に大きな穴を作り、凛子の能力で燃え上がったテーブルや椅い子すは炭と化している。これ以上に被害が広がればビルの崩壊は免まぬかれなかった。


    「──止めるよっ!!」


    　かざした両手に力を込めたその瞬間、真上から崩れ落ちてきた瓦が礫れきが綾の頭を直撃した。鈍い音がして綾が呻うめき声を上げたかと思うと、彼女はその場に卒倒してしまう。


    「えっ？　綾ちゃんっ!?」


    　多た美みが慌てて彼女を抱き起こすも、完全に綾は失神してしまっていた。


    「だ、大治郎くん……どうしよう……？」


    　涙目になっておろおろする多美に、大治郎も混乱してしまう。この状況を止められる唯一の能力者と思っていた綾がこうなって一気に絶望的な状況となってしまった。


    　小春と凛子が争っている能力の範囲は、いまや部屋全体を超えてビルの崩壊を起こしかねない。


    「と、とにかくここを出ないと!!　大治郎くん掴つかまって!!」


    「お、おおっ!!」


    　綾を片手で抱かかえる多美の手に触れると『空間移動テレポーテーシヨン』が発動された。


    　三人はビルから車道を挟んだ向かいの路地裏に出現すると、そこには先に避難していた男三人が待っていた。


    「お前なんで全裸なんだよ!?」


    　男三人が大治郎を凝視して同じ台詞せりふを吐くも、大治郎は構わずに路地裏を飛び出していく。


    　路地に出た大治郎がビルが見える場所にまで行くと、すでにビルの周囲には消防車やパトカーが何台も集まっており、ビルの住民を周辺から避難させるために誘導をしていた。


    　そこで消防士の人からブランケットをもらい、大治郎はそれを身体からだに巻いた。


    「──お前らを除けばあのビルの中にいた者は全員すでに、無事にビルの外に避難していたようだ。先ほど消防員からそのような話を聞いて」


    　蔵くろ人うどからそう告げられた瞬間、とうとう五階建てのビルの倒壊が始まった。


    　地面を揺るがしながら崩れていくその光景に、外に避難していた人々が一斉に声を上げる。


    　崩れていくビルを見つめながらがくりと膝ひざをつくと、大治郎は思わず呟つぶやいた。


    「こ、小春……嘘うそだろ……？」


    　先ほどまであったビルが一瞬のうちに瓦礫の山になってしまうと、路地裏から服も髪も煤すすだらけになった亮りようの声が飛んできた。


    「な、なんなんだよあいつら……っ!!　マジやばすぎるだろうがっ!!」


    「…………ファッキン・シット」


    　ぼそりと呟つぶやく達たつ也やも真っ黒になって、驚きよう愕がくの表情を浮かべながら瓦が礫れきを見つめていた。


    　眼鏡めがねレンズを煤すすで真っ黒にさせながら、蔵くろ人うどが大だい治じ郎ろうの元に近づく。


    「……先ほど外に連れ出してもらった時に多た美みさんから全すべて聞いたぞ。お前本当は、彼女たちが超能力者であることを知っていたな？」


    　今さらな質問ではあったが、大治郎は頷うなずく。


    「どうせ言っても信じなかっただろうし……信じたら来なかっただろうし」


    「当たり前だっ！　死ぬところだったではないかっ！」


    「お前だってああやって二人が暴れ出す前は、多美ちゃんと楽しんでたじゃねーか!!」


    　大治郎と蔵人が互いの胸ぐらを掴つかみ合う。


    「な……今はそれはどうでもいいではないかっ!!　どうするのだあれを!!　とんでもない被害ではないかっ!!」


    　蔵人が崩壊したビルを指差したその瞬間、ビルの残ざん骸がいから大爆発が起きた。


    「…………なっ!?」


    　周囲で一斉に悲鳴が上がって、消防員がさらに遠くへ離れるよう避難誘導し始める。


    　ビルの残骸から大量の吹き出す煙を見た大治郎は、肩にかけられたブランケットをたなびかせ、全速力で瓦礫に向かって走って行く。


    「はっ裸っ!?　そこの君、止まりなさいっ!!　こらっ!!」


    　いきなり路地を飛び出した瞬間ブランケットが宙を舞って飛んで行き、再び全裸になった大治郎は消防員や警察官の制止を振り切って、真まっ直すぐ小こ春はるがいる場所へと向かって行った。


    



    　大治郎がビルまでたどり着くと、そこは数時間前に合コンをしていた場所とは思えないほど変わり果てていた。瓦礫がうずたかく積み上げられ、山のような威容を誇っている。


    　瓦礫の山を見上げた先には──、


    「小春っ!!」


    　瓦礫のてっぺんに小春が立っていた。周囲に無数の瓦礫を浮かばせた彼女は、長い髪を四方に逆立たせて大治郎をじっと見つめている。


    　彼女の足あし下もとには、制服がボロボロになった凛りん子こが倒れていた。


    「今そっちに行くからっ!!」


    　すぐに大治郎がそう叫んで、積み上がった瓦礫に手をかけてよじ登ろうとする。


    「────来ないでっっ!!」


    　しかし残骸の頂上で叫んだ小春が右手をかざすと、大治郎は見えない力で一気に下まで吹っ飛ばされてしまった。


    「い、痛ててて……」


    　全裸の大だい治じ郎ろうが起き上がると、小こ春はるは目に涙を浮かべながら叫ぶ。


    「なんで全裸なのよッ!!」


    「そ、そっちが凛りん子こと暴れて俺をこんなふうにしたんだろっ!!」


    「バカッ!!　変態!!　スケベ!!　他ほかの子にまでデレデレして、もう最っ低っっ!!」


    　真っ赤になりながら小春は、周囲に浮かばせた消しゴムほどの礫つぶてを大治郎に飛ばしてくる。


    「痛っ!!　ま、待って……痛てっ!!　ちょっと話し合おう!!」


    　再び大治郎が瓦が礫れきに手をかけると、


    「来ないでって言ってるでしょっっ!!」


    　すぐに磁力のような力で押し戻されて、またしても地面をごろごろと転がってしまった。


    「運命の人だと思ってたのに……っ。あたしのことを騙だまして……下着の色まで聞きだして！」


    「で、でも……赤い下着って勝負下着みたいで、俺は大好きだけど！」


    「うるさいっ!!」


    　涙目で睨にらみつけられると、大治郎はうっとその場でたじろぐ。


    「……あたしは大治郎と出会った時からずっと、ドキドキしてたのにっ!!　ちょっとずつでも気持ちがわかり合えてるって…………そう信じてたのに!!」


    「お、俺だって気持ちがわかり合えてるって思ってたよ!!　ＡＶを取り違えた時も気を遣ってはぐらかしてくれたし……」


    「そういうこと言ってるんじゃないのっ!!」


    　見えない力で、大治郎は全身を押さえつけられる。


    　膝ひざをついてどうにか小春の顔を見ようとするも、首にまでかかった圧力が強くて全まつたく顔が上がらない。


    「大治郎はあたしのことなんてどうでもいいんだっ!!　エッチなこと出来れば誰だれでもいいと思ってるんだっ!!　あたしは……そんな大治郎の──性欲の道具じゃないっ!!」


    「ぐ、ぐぐぐ……」


    　これまでにないほどに小春は怒っている。


    　今までずっと溜たまってきていたものが爆発したのかもしれないと思いながら、大治郎は全力を振り絞って、見えない力に抵抗し続けながら瓦礫に手をかける。


    「そ…………そんなこと……思ってないっ!!」


    　瓦礫にしがみついて、小春の押し戻そうとする力に耐える。ゆっくりと身体からだを動かしながら、這はいずるように一つ一つの瓦礫に手を伸ばして、大治郎は小春の元へと向かって行く。


    「嘘うそつかないでよっ!!　エッチなことがしたいだけのくせに!!」


    「エ……エッチは……したいっ!!」


    　瓦が礫れきの山の半分を過ぎたところで、大だい治じ郎ろうは全身を汗でびっしょりとさせながら叫んだ。


    「したいに……決まってるだろっ!!　………セ……ックス!!　……セェ────ックス!!」


    　かけ声のように何度もそう叫びながら、大治郎は瓦礫の山を登る。


    　小こ春はるの『念動力サイコキネシス』で重たくなった身体からだを、必死になって動かして「セックス」と叫ぶ。


    　ぜぇぜぇと息切れをさせながら、ようやく頂上を手で掴つかんだ。


    「確かに俺は…エロいものを前にすれば……我われを忘れてしまうところがある……それはもう……自分ではどうにもならない……ほどに」


    「ほ、ほらねっ!!　だからもう大治郎のことなんて──」


    　弱々しく話す大治郎の姿を見て、小春は目に溜ためていた涙をぽろっとこぼす。


    　その瞬間、全裸の身体を起こした大治郎がありったけの力を込めて叫んだ。


    「でも────っ、そのせいで悲しんでる小春の顔だけは………死んでも見たくないっっ!!」


    「え………………？」


    　ぽかんとする小春の顔を見ていると、突如、全身にかかっていた小春の『念動力』からふっと解放された。大治郎は身体が軽くなった反動でその場にぐらりと倒れそうになる。


    「だ、大治郎っっ!!」


    　慌てて駆け寄ろうとした小春の前でどうにか足を踏ん張った大治郎は、そのままゆっくりと顔を上げた。


    「それ……だけは……嘘うそじゃないんだ」


    　大治郎は姉の言葉を思い出していた。


    



    『男は女の子を幸せに出来るかどうかのほうがずっと大事！』


    



    　大治郎は父親譲りの本当にどうしようもないスケベな性格だと自覚していた。


    　父はそんなスケベな人間だが絶対に母を悲しませるようなことだけはしなかった。


    　それは大治郎が幼い記憶の中にうっすらと覚えている母の笑え顔がおでもそうだ。


    　大治郎は、母のように幸せそうに笑う小春が見たかった。


    「だって俺は本当に……小春のことが……好きだから」


    　この一週間を小春と過ごしてたどり着いた答えであった。


    　沈黙が耐えきれなくなって、大治郎はまともに小春を見られずに顔を背そむけた。


    　返事を待つ時間が、恐ろしく長く感じる。


    　やがて小春がゆっくりと近づく足音がして、大治郎はぎゅっと目を瞑った。


    　あれだけエロいものに飛びついてばかりだったら、殴られても不思議じゃない。歯を食いしばって差し出すように頬ほおを向けていると、突然全身に柔らかい感触がして大治郎は目を開けた。


    「──なら、あたしにキスして」


    　そこには、大だい治じ郎ろうの身体からだに抱きつきながら顔を真っ赤にしている小こ春はるの姿があった。


    　いきなりのことで声も出せずにいると、小春は大治郎の顔を見ながら慌てて口を開いた。


    「だ、大治郎があんまりにもス、スケベだから……う、感う染つっちゃったのっ!!」


    「感染っちゃったって……」


    　さすがにその言い訳は無理があると大治郎は思う。


    「せ、責任取ってよっ!!　あたしがこんなことを頼むようになった責任を取ってっ!!」


    　心臓の鼓動が徐々に早くなっているのがわかった。


    　抱きしめられている小春の音まで身体に感じていた。


    「──わかった」


    　抱きしめられていた大治郎が、小春の両肩を持ってその身体をそっと離した。


    　真っ赤な顔をした小春がその目を閉じる。ぎゅっと強く目を瞑り過ぎていて、唇くちびるもやや突き出しすぎており、全身が震ふるえている。ゲームのお題で見せたキス顔と違って、それはあまりにもぎこちないものだった。


    　しかし大治郎も彼女に関してあれこれと言える立場ではなかった。間違いなく小春以上にひどい顔をしていると思いながら、ずっと重ねたいと思っていたその小さな唇に顔を近づける。


    　あと少しでその唇に触れる──そう思って目を閉じようとしたその瞬間、突然かくんと小春の首が後ろに傾いた。
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    「──え？」


    　驚いて小こ春はるを見ると、真っ赤な顔をしたまま失神していた。気絶というよりはのぼせて目を回しているという表現のほうが正しいように思える。


    「……ははっ」


    　自分と同じく精一杯だったんだなと思うと小春がより愛いとしく思った。そのままゆっくりそっと彼女を地面に寝かせる。


    「──大だい治じ郎ろうくんっ!!」


    　その時、多た美みが『空間移動テレポーテーシヨン』でやって来た。


    　隣には綾あやもいる。意識を取り戻したらしい。


    「いやーごめんごめん……肝心な時に気絶しちゃって……でも、どーにか収まったみたいだね」


    　多美が意識を失っている小春と凛りん子この元にしゃがみ込むと、綾はぐるりとビルの残ざん骸がいを見回して、大治郎に告げる。


    「ずいぶん派手にやったみたいだけど……これくらいならきっと記憶を消せばなんとかなるね」


    「へ……記憶？」


    　大治郎が尋たずねると、多美が顔を上げる。


    「ごめんなさい……さっき、綾ちゃんが目覚めた時にその規則のことを聞いたの……私たちの存在は一般の人には誰だれにも知られちゃいけないことになってるんだって──」


    　目を伏せる多美の横で、綾は言った。


    「だから、路地裏にいた男連中の、今日の合コンの記憶はアタシの『精神操作マインドコントロール』で全部消しちゃったよ。大治郎の場合はこの数日間いいんちょーと出会っていたこと丸ごと消さなきゃね」


    「は…………はぁぁっ!?」


    　大治郎が叫ぶと同時に、綾はすっと目の前に手をかざす。


    「研究所の人から言われてるんだよ。それにアタシは生徒会長っていう立場だしね。だから悪いんだけど──」


    「ま、待ってくれよっ!!」


    　額ひたいに触れようとする綾に向かって、大治郎は懇願するように叫んだ。


    「お、俺は別にこのことを誰にも喋しやべったりしないっ!!」


    「……んなこと、信じられると思ってんのー？　それにこれ、アタシの判断で決められることじゃないからね。もしそんなことバレたらアタシだって怒られるんだから」


    「で、でも頼むっ!!」


    　大治郎は両手を合わせて頭を下げた。


    　蔵くろ人うどといつも一緒に退屈な毎日を過ごして、何も変わらない日々を送り続けるような元の生活に戻るのだけは嫌いやだった。


    　小こ春はると毎日会っていた時間は本当に楽しかった。


    「本当に頼むよ……小春との記憶は絶対に消したくない……好きなんだ……忘れたくないんだよ……だから……頼むよ……頼む……綾あや！」


    　大だい治じ郎ろうは必死に何度も頭を下げる。


    「大治郎くん……」


    　多た美みは大治郎の姿を見つめながら、瞳ひとみを潤ませる。


    「わたしも……蔵くろ人うどくんが私のことを忘れるの……すごく辛つらかった……でも」


    「うーん。まぁーこればっかりはしょーがないよ。規則だし」


    　大治郎が顔を上げると、綾は眉み間けんに皺しわを寄せながら頭を掻かいていた。


    「そ、そんな……」


    「まぁ……でも、そういうことだからさ」


    　綾はゆっくりと人差し指を大治郎の額ひたいに近づけていく。


    「それじゃいくよ──」


    　その指先を見つめながら大治郎は心に誓った。


    　──たとえ綾の能力で記憶を消されようが、俺は絶対に忘れない。


    　そう思い続けていると、突然くるりと綾が多美のほうに向いた。


    「え──」


    「はい隙すきあり」


    　とん、と綾が多美の額を突く。


    　その瞬間、多美はふっとその場で気を失った。


    「……え？」


    　状況が読めずに困惑する大治郎に、綾は告げる。


    「一般人だけじゃないんだよ。外に出た能力者の記憶も消す決まりなんだ。しかも多美はアタシが何者か知っちゃったしね。それじゃ学園内でこっそりと行動できないしね」


    　綾は大治郎を真まっ直すぐ見つめた。


    「だからこの後でみんなを連れ帰ったら、凛りん子こといいんちょーの記憶も消しちゃうよ？　大治郎はそれでも記憶を残したい？　いいんちょーが大治郎のことを忘れていたら、結局それってこれまで会って一緒に過ごしてきた意味はなかったことにならない？」


    　大治郎は眠っている小春を見つめる。


    「それってむしろ、自分が忘れることよりも辛いんじゃないかな」


    　これまでの出会いの全すべてを小春が記憶を忘れてしまったら、もしまた街で偶然出会っても他人同士のようにすれ違ってしまう。


    　そのことを思うと大治郎は、全てを消して欲しいような気がした。


    　でも──、


    「それでも…………俺は記憶を残したい」


    　大だい治じ郎ろうが綾あやに告げると、彼女は少しだけ考えてから言った。


    「……そっか。んじゃ早くここを離れちゃって。この場の処理はアタシがなんとかしておくからさ」


    「わかった」


    　大治郎はゆっくりと瓦が礫れきの山から下りて、帰ろうと歩き始めてから綾に言った。


    「なぁ綾」


    「なにー？」


    「なんで俺だけを見逃してくれるんだ？」


    　綾は大治郎の問いにくすっと笑って言った。


    「アタシ結構エッチな男子が好きだから、かなー？」

  


  
    



    
      [image: ]

    


    



    　季節が過ぎて、七月になった。


    「おーっす!!　大治郎！」


    　朝、登校した大治郎が席に座っていると、亮りようが元気よく挨あい拶さつしながら教室に入ってきた。夏服の開放的な白シャツ姿の亮は、その金髪と相まってよりチャラい見た目になっている。


    「おはよう、亮」


    　大治郎が軽く手を挙げて応こたえると、亮は教室の中央のグループのほうへと歩いていく。


    「──そういや、亮っていつから伊い藤とうの奴やつと仲良くなったんだ？」


    　亮がそのグループの輪に混ざった途端、連中の一人がそう尋たずねた。


    「え？　確かー……二年になってすぐに……サエナイ君って話しかけた時だった……か？」


    　首を捻ひねりながら亮が曖あい昧まいに答えると、「よーするに覚えてないんだろ？」とグループの一人がツッコミを入れて、一斉に笑い声があがった。


    　その様子をぼんやり見ていた大治郎に、蔵くろ人うどが目の前までやってくる。


    「大治郎。今日の放課後、ちゃんと覚えているだろうな？」


    　会うなり開口一番にそう尋ねられた大治郎はうんざりしたように口を開く。


    「わかってるって。今日は『魔法少女こよりちゃん』のコミック三巻の発売日。特典はお一人様一枚限定の特製ブロマイド。俺は保存用を買う。だろ？」


    「その通りだ。学校が終わると同時にショップへ向かうぞ」


    　眼鏡めがねを押し上げる蔵くろ人うどに嘆息を漏もらしていると、教室の後ろのドアが開いてヘッドホンを首からさげた達たつ也やが入って来た。


    「おはよ、達也」


    「……ワサッス」


    　大だい治じ郎ろうと挨あい拶さつを交わして窓側の自分の席に向かっていく達也を見送り、蔵人が口を開く。


    「……そういえば大治郎。なぜあの達也と亮りように挨拶をするようになったのだ？」


    「さぁね。覚えてないや」


    　適当にとぼけながら、大治郎は達也から窓の外の景色に視線を移す。


    　綾あやの言ったとおり、蔵人たち三人はあの日の合コンに関する記憶の全すべてを忘れてしまっていた。しかしその後も記憶を持ち続けた大治郎は、翌日から亮と達也に挨拶をするようになった。


    　たとえたった一夜の合コンのために誘った連中でも、なんとなくそうしたかったのだった。


    



    　放課後、アニメショップで無事に二人分の特典をゲットすると、蔵人が気前よく「何か奢ってやろうではないか」と言い出したので、そのままファミレスへ向かうことになった。　


    　ご機嫌な蔵人とともに歩く大治郎が、公園の前を通りがかったところでふと足を止める。


    「急にどうした？」


    　蔵人も足を止めて不思議そうに大治郎を見る。


    　そこは、以前小こ春はると一緒に夜桜を見た公園だった。七月となった今では蝉の声が大治郎の耳に喧しく響き、あのとき舞っていた桃色の花びらはもうどこにも見当たらなかった。


    「……いや。何でもない」


    



    　ファミレスに着くと、蔵人はメニュー表を広げて大治郎に寄越した。


    「どれでも好きなものを頼んで構わんぞ」


    「なら、チョコパフェで」


    　即答でそう告げると、蔵人はそんな大治郎の表情を怪け訝げんそうに覗のぞき込んだ。


    「お前、そんなものを頼むような奴やつだったか？」


    「蔵人はイチゴパフェなんてどうだ？　で、俺のとシェアするか？」　


    「……大治郎よ、このところのお前はおかしいぞ。具体的には二年生になってからだが」


    　ますます心配するような顔つきになった蔵人は、大治郎に向かってさらに続ける。


    「今日もそうだが、時々誰だれかを捜しているような素振りを見せる。一体誰を捜している？」


    　大治郎は少しだけ考えてから、蔵人に向かって笑いかけた。


    「悪い、やっぱ今のはナシで、ちゃんとメニュー見て決めるよ」


    



    　夜になって、大だい治じ郎ろうが自分の部屋でパンツ一丁になって扇風機に当たりながら畳の上に寝そべっていると、突然ふすまをノックする音が聞こえた。


    「どうぞー」


    　気怠そうに声を上げて顔をふすまに向けると、父がレンタル袋を持って立っていた。


    「悪いんだが、コレ今日までだから返してきてくれねーか？　お駄賃やるからさ」


    「それは構わないけど……どーせＡＶだろ」


    　大治郎がそう言うと、父はニコニコしながら袋を差し出す。


    「大当たりだ。返す前に父の厳選ダイジェストを観みていくか？」


    「いや……そろそろ出かけようかと思ってたから」


    　スマホで時刻が二十三時なのを確認すると、レンタル袋を受け取って大治郎は外に出た。


    　ママチャリの乗ってしばらく走ると、レンタルビデオ店の大きな看板下にある自転車置き場にたどり着いてその場所に停とめる。


    　大治郎はあの合コンの翌日からずっと、小こ春はるの姿を捜していた。どこかでばったり出会えないだろうかと。二人の待ち合わせ場所にしていたレンタルビデオ店にも毎日のように通い続けていたが、彼女に会えることはなかった。


    　返却レジで袋を返却し終えると、大治郎はすぐに店から出ようとして足を止める。


    「……一応見てくか」


    　何度もそうやって店内を一周しては切ない気持ちのまま店を後にしてきたのに──大治郎は俯うつむきながらそんなことを思って、洋画コーナーまでやって来ると期待もせずに顔を上げた。


    　その瞬間、大治郎は息をするのも忘れてその場に固まった。


    　そこに黒いパーカーフードを頭にすっぽりと被かぶった女の子が立っていた。


    　女の子は大治郎の視線に気付くと、ゆっくりと口を開く。


    「──あの」


    　聞き覚えのある声を耳にして、大治郎は全身が震ふるえそうになった。嬉うれしさだけじゃ言い表せない感情が一気に押し寄せて、棒立ちでいた彼は引き寄せられるように女の子へ近づいていく。


    　フードを取りながら微笑ほほえむその表情は、捜し続けていたあの女の子に間違いない。


    　大治郎は優しく女の子に話しかける。


    「もしよかったら、それ──借りてあげるよ」


    　持っているＤＶＤのパッケージは、母親も大好きだったあの映画だった。

  


  
    助供珠樹


    Tamaki Suketomo


    



    『超能力』という言葉を聞くたびに、「今から一瞬でお前の持ち物を消してみせる！」と言い出し、いきなり僕の消しゴムを口の中に入れた中学の同級生のことを思い出します。
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    俺と彼女の恋を超能力が邪魔している。
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